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問題児たちが異世界から来るそうですよ？




ＹＥＳ！　箱庭の日常ですっ！








竜ノ湖太郎
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　異なる時代。

　異なる世界。

　決して交差する事のない三人の少年少女に送られた、珍ちん妙みよう不可思議な封ふう書しよ。

　中の手紙には、こう書かれていた。




『悩なやみ多し異才を持つ少年少女に告げる。

　その才能ギフトを試ためすことを望むのならば、

　己おのれの家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨て、

　我らの〝箱庭〟に来られたし』




　刹せつ那な、三人の視界は間を置かずに開けた。

　急転直下、彼らは上空４０００ｍほどの位置で投げ出されることとなる。

　三人の視線の先に広がる地平線は、世界の果てを彷ほう彿ふつとさせる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　眼下には、縮尺を見み間ま違ちがうほど巨きよ大だいな天幕に覆おおわれた未知の都市。

　彼らの前に広がる世界は───完全無欠に異世界だった。




　　　　＊




　───時刻は正午。場所は箱庭二一〇五三八〇外門・外がい壁へき街かい道どう前。

　都市の内外を繫つなぐ、虎とらのレリーフが彫ほられた石造りの門前。

　大きな荷に袋ぶくろを背負った行商人や、腕うでに自信のありそうな巨きよ軀くの男達が行き交かう喧けん騒そうの中心。ウサ耳と扇せん情じよう的なミニスカートにガーターソックスが特とく徴ちよう的な少女が、叫さけび声を上げていた。




「お馬ば鹿か様ッ！　お馬鹿様ッ‼　このっ………お馬鹿様方ッ[image: !!!]」




　叫び声は一帯に響ひびいた。

　このウサ耳を逆立てている彼女こそ異世界から召しよう喚かんされた三人の異い邦ほう人じん──逆さか廻まき十六夜いざよい・久く遠どう飛鳥あすか・春日部かすかべ耀ようの三人へ、箱庭世界への招待状を出した張本人である。

　そんな彼女は今、三人の異邦人を叱しかりつけていた。

「皆みなさんが出発してからまだ一刻！　あっという間に帰って来たと思ったら………あーもう、何でこんなことになってしまうのですか………⁉」

　痛い頭を抱かかえる黒ウサギ。その前で、素知らぬ顔をする異邦人三人組。




　理由は一時間ほど前に遡さかのぼる。

　場所は箱庭都市内。石造りで綺き麗れいに整備されたペリベッド通りの噴ふん水すい広場前。〝六本傷〟の旗が掲げられたカフェテラスに陣じん取どっていた十六夜達は、黒ウサギの言葉に耳を疑った。

「ギフトゲームが………全面禁止？　この一帯でか？」

「ＹＥＳ！　これはちょっとした緊きん急きゆう事態でございますよ！」

　黒ウサギはウサ耳をピン！　と跳はねさせて答える。

〝ギフトゲーム〟とは、箱庭で〝恩恵ギフト〟や物品、金品などを得る為ために行われる神しん魔まの遊ゆう戯ぎである。〝主催者ホスト〟と〝参加者プレイヤー〟に分かれた組織が賞品とチップを賭かけ合い、金品・土地・利権・名めい誉よ・人材………そして奇き跡せきの結けつ晶しようである〝恩恵〟を求めて闘たたかうもの。

　そのギフトゲームが全面禁止となるらしい。

　学ラン姿にヘッドホンを首から掛かけた少年、逆廻十六夜は不ふ機き嫌げんそうに黒ウサギへ問う。

「どういうことだ？　ギフトゲームが開かい催さいされないってことは、流通が止まるのと変わらないだろ？　金銭でのやり取りがあるといっても、メインはゲームの開催と参加のはずだ」

　十六夜が首を傾かしげる。

　その隣となりに座っている真しん紅くのドレススカートを着た少女、久遠飛鳥が緊きん張ちようした面おも持もちで続く。

「もしかして………魔ま王おうが現れたの？」

　飛鳥の言葉に、黒ウサギは慌あわてて首を横に振ふる。

　さらにその隣に座る少女、春日部耀は膝ひざ上うえの三み毛け猫ねこを撫なでながら小首を傾げた。

「街はそんな剣けん吞のんな雰ふん囲い気きじゃない。怖こわがってるというよりも、困っている感じ？」

『せやなあ。なんか慌ただしくあっちこっちで走り回ってるみたいやけども』

　ニャーと三毛猫が鳴いた。普ふ段だんは人通りが少なく穏おだやかなペリベッド通りの噴水広場は、あれやこれやと行商人らしき者達が走り回り、住人は行商人を捕つかまえるのに必死な様子だ。閑かん古こ鳥どりが鳴いている事の方が多いこの広場では、珍めずらしい光景である。

「ＹＥＳ！　魔王ほどの脅きよう威いではありませんが、困った事態になったのは間違いありません。実は箱庭の南側からこの東側に向かって、干ばつがやって来るそうなのですよ」

　はあ？　と三人は一いつ斉せいに声を上げた。

　飛鳥と耀は眉まゆを顰ひそめて黒ウサギに問う。

「………どういうことなの？　干ばつに手足が生えて向かってくるとでも？」

「ＹＥＳ！　正確には、腕が一本と足が一本生えていたそうですけども、」

「なにそれ奇き抜ばつ」

　ますますもって首を傾げる飛鳥と耀。

　しかし十六夜は一人、顔色を変えて驚おどろいた。

「腕一本に足一本でやってくる干ばつ………旱かん魃ばつ？　まさか〝魃ばつ〟でも現れたのか？」

「ＹＥＳ！　流石さすがに聡さといですね十六夜さん。正確には、遠い系けい譜ふの末に当たる怪かい鳥ちようですけども。箱庭の南側は日照り続きで大損害を受けたらしいですよ」

　困ったものです、と呟つぶやいて説明を続ける黒ウサギ。




　───〝魃〟とは、中国神話に現れる干ばつを呼ぶ神しん獣じゆうである。黄こう帝ていの血筋である〝魃〟は生まれつき陽の光を呼び込み、雨風を消し去る力を持っていたという。

　魔王〝蚩し尤ゆう〟と決戦の際、その力を行使した〝魃〟は穢けがれを浴び天に還かえれなくなる。

　しかし、只ただ生きているだけで干ばつを起こす〝魃〟を地上で放置しておくわけにもいかず、黄帝は迷った末に此こ処こ、〝箱庭の世界〟で保護する事にしたのだ。

　そして長い月日が流れ、世代を繰くり返しても天に還ることを望み続けた〝魃〟の末まつ裔えいは、やがてその姿を怪鳥に変え、箱庭を彷徨さまよっているのだという。




　説明を聞き終えた十六夜は呆あきれたように閉口した。

「………ギリシャ神話の〝ペルセウス〟、仏話の〝月の兎うさぎ〟。次は中国神話の〝魃〟と来たか。ハッ、流石は神様の箱庭。もう何でもありだな」

「それはＮＯですよ十六夜さん。〝月の兎〟も〝ペルセウス〟も、外界での功績が認められたからこそ箱庭に招かれているのです。〝恩恵ギフト〟は読んで字の如ごとく、神仏から与あたえられた恩恵！〝伝承がある〟という事は〝功績がある〟ということなのですっ！」

　ムンッ、と両りよう腕うでに力を入れる黒ウサギ。

　彼女も〝魃〟と同じように、帝たい釈しやく天てんに導かれて箱庭に招かれた〝月の兎〟の末裔である。

　箱庭創始者の一人である帝釈天の眷けん属ぞくとして、彼女達〝月の兎〟の末裔は〝箱庭の貴族〟とも称しようされている。

「………まあ、中には〝魃〟のような理由で箱庭に招かれる者もおります。アレは日照りを呼び込む力によって、コミュニティにも属せない哀あわれな幻げん獣じゆうです。穢れによって神格を無くし、神気も衰おとろえ、知性らしいものも残ってはおりません。残っているのは、何世代も受け継つぐ故郷への想おもいだけでございましょう………」

　ふっと黒ウサギが遠い目をする。姿形が変わり、後代に翼つばさが生えるほどの想いの末路がそれでは、少し報むくわれないと思ったのだろう。

　しかしそれはそれ。彼らは明日食う種にも困る身。同情ばかりもしていられない。

　黒ウサギの表情は一転、明るいものに変わった。

「やや脱だつ線せん致いたしましたが！　つまり二一〇五三八〇外門に住むコミュニティは、これから訪おとずれる干ばつに備えて大おお忙いそがしという事でございますよ！　これは我々〝ノーネーム〟にとっては、備び蓄ちくをふやす大チャンスでございます！」

　ブンブンと両腕を回してはしゃぐ黒ウサギ。

　十六夜達三人も察したようにニヤリと笑った。

「なるほど。俺達には〝水樹〟という大きな水源がある。他ほかの連中がどれだけの水源を確保しているかは知らないが………この慌ただしさを見る限り、多くの蓄たくわえがあるとは思えないな」

「そうね。あの水源を私達のコミュニティだけで使うのは勿もつ体たい無いもの。コレを機に、他のコミュニティと契けい約やくして定期収入にするのも悪くないわ」

「うん。あの立派な宝物庫も、何時までもガラガラだと寂さびしいし」

　ヤハハと笑う十六夜に、飛鳥と耀が続く。黒ウサギも苦笑いしながら頷うなずいた。

「本当はこんなヤラシイ手段など使わず、堂々と契約者を募つのりたいのですが………我々〝ノーネーム〟は、組織の〝名〟も〝旗印〟も魔王に奪うばわれている身分。広報しようにも出来ない状態です。しかし干ばつ期に水源がある事をアピールすれば、必ずや希望者が現れるはず！　そこで皆さんには、〝魃〟が現在どのような状じよう況きようにあるかを確かく認にんしてきて欲しいのです。一種の情報収集ですね」

　黒ウサギが言うと、十六夜達三人も頷いて承しよう諾だくした。

「ま、ゲームが開催されない状況だし。暇ひまつぶしには丁度いいか」

「だけど幻獣の情報収集をするなら、これは春日部さんの得意分野かしらね。頑がん張ばって」

「うん。確認するけど、腕が一本と足が一本の大きな怪鳥………でいいの？」

「ＹＥＳ♪　大きさは個体差がありますけど、特徴としては〝左右の足の大きさが違ちがう怪鳥〟を探していただいた方が見つけやすいと思います。あと、常に高温を発しているそうなので、不自然に陽炎かげろうが発生している場所を探してもいいですね。………でも、くれぐれも気を付けてくださいまし。危険を感じたら帰って来ても構いませんから」

　心配そうに身を案じる黒ウサギに見送られ、三人の異邦人は都市の外に出る。

　かくして三人は、近きん隣りんに潜ひそんでいるという神獣〝魃〟の状態を確認しに行くこととなった。

　三人が箱庭の都市を出て、一刻が経過。







　───そして現在。

　三人の異邦人は、虎のレリーフが彫られた外門の石柱の前で正座をさせられていた。

　その周りには不自然な数の人だかりまで出来ている。

　三人と黒ウサギは衆しゆう人じん環かん視しの的になっていた。が、人目が気にならないほど怒おこっているのだろう。長い髪かみとウサ耳を淡あわい緋ひ色いろに変えて怒っている黒ウサギは、三人に向けて怒ど声せいを上げた。

「い、いいですか⁉　黒ウサギは干ばつに備えて〝魃〟の情報を収集してきて欲しいと頼たのんだのです‼　情報とは巣を作っている場所、体の大きさなどを言うのです！　なのになんでッ‼　どうしてッ…………⁉　一体誰だれが、〝魃〟を倒して来いなんて言いましたッ[image: !!?]」







「「「ムシャクシャしてやった。今は反省しています」」」




「黙らっしゃい[image: !!!]」

　スパパパァーンッ[image: !!!]

　と、定例文になりそうな言い訳をする三人へ黒ウサギはハリセンを奔はしらせる。

　そう、それが問題だった。衆人達は彼ら四人を見ているというよりも、彼らの狩かってきた獲え物ものに群がっていたのだ。

　彼らが座るすぐ脇わきには、全長二十尺はあろうかという巨きよ大だいな怪鳥が縛しばりあげられている。

　両足の大きさが不ふ揃ぞろいなのは、一本ずつしかなかった手足が進化した名残なごりだろう。大量の熱をため込んでいた〝魃〟の身体は、気を失ってもまだ陽炎が立ち昇のぼっていた。

　───日照りを呼び込む神獣〝魃〟。穢れを浴びて世代を繰り返し、神気を失ったとはいえ、人間の手で容易たやすく勝てる相手ではない。

　しかし彼ら三人は違った。彼ら異い邦ほう人じんは人間の中でも、特例中の特例だ。

　黒ウサギは彼ら三人に今回の任務を頼む際に、最も大事な事を忘れていたのだ。

　彼女が召しよう喚かんした三人の異邦人は───世界屈くつ指しの、最強問題児集団だったのだと。




　　　　＊




　はぁあああぁぁぁ～～～………。
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　と、長い長い実に長いため息を吐つき、黒ウサギは脱だつ力りよくした。

「うう………憂ゆう鬱うつです。これでようやくコミュニティ再建の大きな足あし掛がかりが出来ると思いましたのに………なんで倒してしまったのですか………？」

「諸行無常」

「弱肉強食」

「世道人心」

「ええい、言い訳するならせめて一つに絞しぼってくださいっ！」

　黒ウサギがウサ耳を逆立てて怒る。しかし問題児三人は明後日あさつての方向を向いたまま、頑かたくなに理由を話そうとはしなかった。

　捕つかまえた〝魃〟を放置するわけにもいかず、換かん金きんしてくれそうな商店へ向かう四人。

　噴ふん水すい広場から桃もも色いろの花が咲さく並木道を抜ぬけ、整備された水路の橋を渡わたり、彼ら四人は双そう女め神がみの旗印を掲かかげるコミュニティ〝サウザンドアイズ〟の商店までやって来た。

　全長二十尺もある怪鳥を持ち上げて運んできた十六夜は、ズドォン‼　と店先に放り投げ、店番をしていた女性店員に笑いかけた。

「か」

「帰って下さい」

「いやだ。換金してくれ」

「やかましいです。うちは〝ノーネーム〟御お断ことわりだと何度申し上げればよろしいのですかっ」

　八重歯を剝むき、竹たけ箒ぼうきを振ふり上げて威い嚇かくする女性店員。やれやれと肩かたを竦すくめる一同。

　しかし門もん前ぜん払ばらいを受けた程度で引き下がるわけにもいかない。一二〇人もの子供達を抱かかえ、明日食う種が無いコミュニティにとって、換金の可否は死活問題なのだ。

　黒ウサギは陰かげで一度だけため息を吐き、暗い表情を一転させてニパッと笑う。

「ふふーん？　本当に帰っても宜よろしいのですか？　後で店の先せん輩ぱいに怒られても知りませんヨ？」

「ふん、何を言うかと思えば。門前払いされた負け惜おしみですか？」

「はいな、門前払いは百も承知！　しかし我らが持ち込むこの怪かい鳥ちようを一目ご覧下さいな！　天下に名高き超ちよう一いち流りゆう商業コミュニティ〝サウザンドアイズ〟なればこそ、この怪鳥の価値は一いち目もく瞭りよう然ぜんでございましょ？」

　含ふくみのある黒ウサギの笑えみに、むっと女性店員の表情が変わる。先ほどは一いち瞥べつもくれなかった〝魃〟に視線を向けてコツコツと近寄り、羽根を一枚引き剝はがして一風扇あおぐ。

　人の頭程に大きな羽根は、暖かい風を起こして四人の横を吹ふき抜けた。

　途と端たん、女性店員の顔色が変わる。

「………〝魃〟の末裔？　いえ、まさか。最下層のコミュニティにそんな力は、」

「いえいえ、もっとご自身の鑑かん定てい眼がんに自信をもって下さいな♪　この巨大な怪鳥こそ、巷ちまたで噂うわさになっていた干ばつの原因！　日照りを呼び込む神しん獣じゆう〝魃〟でございます！」

　ふふん、と胸を張ってウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

「恒こう久きゆう的に熱を発する〝魃〟は、きちんと躾しつければコミュニティの貴重な生活エネルギー資源となることは有名な御話！　この下層では、薪まきで暖をとっている新興のコミュニティは数知れず。大枚をはたいてでも欲しがる組織は多いはずですヨ？」

「………。そうね。でもこの〝魃〟は、本当に貴方あなた達が狩ったのですか？」

　半信半疑な目を十六夜達に向ける女性店員。

　黒ウサギの意図を読み取った十六夜は、不敵に笑って頷く。

「何、大したことじゃない。他のコミュニティもこれからの干ばつに頭を痛めている様子だったからな。その頭痛の種を、俺達で取り除こうと思ったまでさ」

「ふん………〝ノーネーム〟にしては殊しゆ勝しような心がけね。そのまま放置しておけば、何処どこかのコミュニティがギフトゲームと称して賞金でも掛かけたでしょうに」

「世道人心、衰える事なかれってね。困っている人間を見ると手を貸したくなるのさ」

　ヤハハと胡う散さん臭くさく笑う十六夜。まだ疑いの視線を向ける女性店員。

　しかし事の真しん偽ぎはともかく、これで干ばつに備える心配も無くなった。

　それは〝サウザンドアイズ〟にも利のある事だろう。

　仕方なさそうにため息を吐いた女性店員は店の暖簾のれんを潜くぐり、

「まあ、そういう事なら特例を認めましょう。下層の秩ちつ序じよを守るのは本来、オーナーの務め。その代行をしたと言えば誰も文句は言わないでしょうから」

「悪いな、迷めい惑わくかけて」

「全くです。………少々そこで待っていてください。店の鑑かん定てい士しを呼んできます」

　女性店員は竹箒を脇に置いて店の中に戻もどる。

　黒ウサギは安あん堵どしたように肩の力を抜き、問題児三人に振り向いた。

「ナイスフォローです、十六夜さん」

「別に噓は言ってねえからな。だろ、お嬢じよう様さま？」

「そう？　一部は噓だったと思うけど。春日部さんはどう思う？」

「うーん………でも、一部本当だったよね？」

　そうだな、と問題児達は顔を見合わせて苦笑いを嚙かみ殺すのだった。




　　　　＊




　四人の帰りは、本ほん拠きよの外装が夕焼け色に染まる時分になった。

　問題児達は住まいの本拠へ。黒ウサギは〝サウザンドアイズ〟の注文書と食料の在庫の確認の為ために、リーダーであるジン＝ラッセルの許もとへ向かった。

　本拠の広間へお出で迎むかえに駆かけ付けたのは年長組の一人、狐きつね耳みみと割かつ烹ぽう着ぎが特とく徴ちよう的な少女だった。

　狐きつね娘むすめは満面の笑みで十六夜達にお辞じ儀ぎした。

「お帰りなさいませ十六夜様、耀様………あれ、飛鳥様は？」

　キョロキョロと見回す狐娘。十六夜と耀が肩を竦めて説明する。

「先に風ふ呂ろへ向かったよ。汗あせを流したいんだとさ」

「〝魃〟が近くにいたせいでずっと蒸むし暑かったから。だけど〝サウザンドアイズ〟で買い取ってもらってよかった」

「買い取り………？　あ、そうでしたか！　本当にご苦労様でした！」

　ひょコン！　と狐耳が元気に立つ。それが十六夜達の成果を期待した仕草である事は明白だ。しかし、そんな自分を現金に思ったのだろう。狐娘はすぐに紅潮して狐耳を伏ふせた。

　百面相のような仕草に、十六夜と耀は顔を見合わせて苦く笑しようする。

「安心しろよ。ちょっと大物を狩ってきたからな。食いっぱぐれる事は暫しばらくねえさ」

「〝サウザンドアイズ〟にいっぱい食料を注文したから。明日あしたの朝には届くよ。受け取りと保存の管理をお願い」

「は、はい！　承うけたまわりました！　それで、御二人様はどうされますか？　食事の準備でしたら今すぐにでもできますけれど」

「いや、お嬢様が風呂を上がったらでいいや。春日部は？」

「私は………ん、」

　歯切れ悪く言葉を切る。

　ジッと厨ちゆう房ぼうを見つめた耀は、小首を傾かしげて問いかける。

「懐なつかしい匂においがする。もしかして、筍たけのこの灰汁あく抜きでもしてた？」

　え？　と、耀の指し摘てきに狐娘が固まった。

「ええっと………は、はい。耀様が『和食が恋こいしい』と呟つぶやいていたのを聞いて………その、サプライズのつもりで色々と用意していました」

「え、」

　しまった、と今度は耀が気まずそうに横を向いた。

　耀の嗅きゆう覚かくは常人よりも遥はるかに優すぐれているため、厨房の様子が分かってしまったのだろう。

　彼女の持つギフト、〝生命ゲノムの・目録ツリー〟は犬や猫ねこ、イルカや蝙蝠こうもりといった動物と言葉を交かわす事が可能になり、心を通わせた動物達の力を得る事が出来る。中には幻げん獣じゆうと呼ばれるグリフォンのような者からも力を分けてもらう事が出来てしまう。

　それが完全に裏目に出てしまったらしい。お互たがい実に気まずそうである。

　やれやれと肩を竦ませた十六夜が助け船を出す。

「で、肝かん心じんのラインナップは？」

「は、はい。いい若わか鶏どりと筍、山野菜が手に入りましたので、合わせて天てん麩ぷ羅らにする予定です。筍は収しゆう穫かくしたてなので灰汁抜きに手間がかからず、いい具合に筍の甘みが出てます。あれなら天麩羅にして塩だけをふったほうが甘みと春の薫かおりが際きわ立だって美味おいしいかなあ………あ、他ほかにも裏手の小さな菜園で育てた、菜の花をお吸い物にして───」

「ごめん十六夜。私先に食べる」

「気にするな。俺も先に食べる。………ところで、その筍は余っているか？　余っているなら筍飯もリクエストしたいところだが」

「あ、それいい提案。お願いできる？」

「は、はい！　すぐに用意いたします！」

　二人の分かりやすい反応に思わず頰ほおを緩ゆるませて喜ぶ狐娘。

　パタパタと二尾びを揺ゆらし、嬉うれしそうに夕食の準備に向かった。




　　　　＊




　一方、黒ウサギは別館に設けられたジンの執しつ務む室で大きなため息を吐いていた。ジンは注文書に目を通した後、在庫の確かく認にんへ向かったのだ。

　ジンの帰りを待つ黒ウサギは気落ちしたように肩を落とし椅い子すの上で項うな垂だれている。

〝魃〟を換金して資金に余よ裕ゆうが出来たといっても、彼らのコミュニティ〝ノーネーム〟には、一二〇人もの幼い少年少女が在ざい籍せきしている。彼らを養うとなれば、やはり定期的にコミュニティの収入源となるものが必要不可欠なのだ。

　貴重な機会を逃のがして沈しずんでいる黒ウサギを、同席したメイド姿の少女が慰なぐさめた。

「そう不ふ貞て腐くされるな。何も売買だけが水の使い道ではない」

「それはそうですけれども………ではレティシア様には、何か妙みよう案あんがございます？」

　項垂れた頭を上げて黒ウサギが問う。

　その弾はずみで、レティシアの金糸に見み間ま違ちがうほど流りゆう麗れいな金きん髪ぱつがふっと黒ウサギの鼻先を掠かすめた。

　十二、三歳の外見の彼女が着ているメイド服は、使用人が着る物とは思えないほど清せい楚そで可愛かわいらしいフリルで飾かざられている。雑務が主のメイドが着るにしては、お世辞にも機能的とはいえないだろう。

　しかし抜ばつ群ぐんに似合っていた。

　幼い背せ丈たけとは裏腹に、綺き羅らと流れる金髪と温和な美び貌ぼう。一見ミスマッチなメイド服を、彼女は完全に着こなしている。機能性よりも、主人の注文に忠実な服装を常備する辺りが、レティシアの生き真ま面じ目めな性格を表していた。

　そんな彼女は、黒ウサギの問いに悪戯いたずらっぽく笑って小首を傾げる。

「さて、今の私は使用人の一人に過ぎないからな。コミュニティの参さん謀ぼうであり〝箱庭の貴族〟と謳うたわれる黒ウサギに意見するなんてとてもとても………」

「うう………そんなこと言わずに知ち恵えを貸して下さいましよぅ」

　情けない声を上げる黒ウサギ。やれやれとレティシアは肩かたを竦すくませた。

「ふむ………コミュニティが力を付ける上で必要なのは、如何いかにして備び蓄ちくを増やすかだ。これは分かるな？」

「ＹＥＳ。しかし今のコミュニティに備蓄をする余裕は………」

「そうだな。主達は良くやってくれているが、今のままでは消費する一方で備蓄を増やすことは出来ない。───だが、それは何故なぜだ？　一二〇人という生産性のない人材を、無む駄だに抱かかえているからだろう？」

　黒ウサギの顔が一いつ瞬しゆんで強こわ張ばった。

　それは彼女も分かっていながら、目を背そむけていた事実だからだ。

　しかしレティシアは素知らぬ涼すずやかな顔で言葉を続ける。

「先も言ったが、主達は良くやってくれている。箱庭に召しよう喚かんされて以来、ギフトゲームには連戦連勝。なのに生活は一向に良くなる気配が無い。それは何故か？　組織に負ふ債さいがあるからだ。今のこのコミュニティで一番大きな負債は………子供達に他ならない。違ちがうか？」

「……………。」

　黒ウサギから表情が消え、レティシアの瞳を真まっ直すぐ覗のぞき込む。彼女の意図を知るため、紅あかい瞳ひとみの奥を探さぐる。

　もし彼女が負債を減らせと暗に言っているのなら………それは断固として認められない。




　───一いつ般ぱん的に、コミュニティで生活を送る人材は二つに分かれる。

　一つ目は、ギフトゲームに参加して〝水樹〟などの恩おん恵けいや金銭を手に入れる事でコミュニティを支える人材。つまり十六夜達のようなゲームプレイヤーだ。

　二つ目は、ギフトゲームに参加している人間の衣食住を支え、万ばん全ぜんの状態で参加できるように日々務める者達。コミュニティの子供達は十六夜達の食事や掃そう除じなどの私生活を支える事で、恩恵を共に共有し合う。

　しかし彼ら〝ノーネーム〟のコミュニティは、そのバランスがとてつもなく不安定なのだ。前者が三人しかいないのに対し、後者は一二〇人以上。十六夜達が昼間は外でゲームに参加している事を考えれば、子供達の仕事はそれこそ食事の用意と洗せん濯たくぐらいしかする事が無い。

「……………っ」

　一二〇人の子供達はコミュニティの負債。黒ウサギはレティシアに反論できず、目を逸そらして項垂れた。彼女自身、ずっと感じていた事だ。今日の成果である〝魃〟にしても、本来は十六夜達が独どく占せんするべき成果。換かん金きんしたお金や物資は彼らで山分けするのが筋である。計画通り事が進まないからといって、自分は文句を付けられる立場にない。

　それでも彼らが異論無く寄き贈ぞうしてくれているのは───偏ひとえに、彼らの好意以外の何物でもない。

　黒ウサギは心苦しさから、先ほど以上に沈ちん鬱うつそうな表情でウサ耳を垂れさせた。

　その様子を一いち瞥べつしたレティシアも、ため息を吐ついて天を仰あおぐ。

「その負債をどうにかしてコミュニティのプラスに変える事。それが出来れば私達のコミュニティは前に進む事が出来る。………子供達も、それを強く望んでいる」

「え？」

　黒ウサギは驚おどろいたように顔を上げた。

　レティシアは優やさしそうに笑って視線を向けた。

「今日の昼の事だ。炊すい事じが一通り終わってから、年長組から相談を受けてな。

『───十六夜様や飛鳥様が来てから、毎日お腹なかいっぱい食べられるようになりました。水も豊富です。バケツを持って遠い河か川せんまで水を汲くみに行く必要もありません。………けど、自分達はコミュニティの責務を十分に果たせていません。何かいい方法はありませんか───？』

　とな。あの子達もあの子達で、今の状じよう況きように甘えている自覚があるのだろう。随ずい分ぶんと思いつめたような、深刻そうな顔をしていたぞ」

「そ………そう、だったのですか」

　黒ウサギは目を瞬またたかせて驚いていた。

　十六夜達が来てから毎日毎日ドタバタとしていたせいか、子供達とまともに話せていなかった。子供達が自分と同じような申し訳なさを感じていたなど、思いもよらなかったのだ。

　その様子を呆あきれたようにレティシアは笑う。

「確かに、水の売買をすればコミュニティの定期的な収入源になる。しかしもっと有効な使い道だってあるはず。幼いとはいえ、一二〇人もの同士がいるんだ。人を含ふくめた資源を活用して模も索さくするのがお前の仕事。そうだろう、黒ウサギ？」

　レティシアの助言に、黒ウサギは雷かみなりに撃うたれたような衝しよう撃げきを受けた。

「水と子供達を使い………雑務ではなく、生産性のある仕事を与あたえる………」

　それはこの三年間、たった一人でコミュニティを支えてきた黒ウサギには、想像もできない提案だった。彼女にとって子供達はコミュニティを支える同士ではなく、守るべき対象でしかなかったからだ。しかし魔ま王おう襲しゆう来らいから三年が経たち、年長組は十歳になる。

　コミュニティを支える為ため───彼らと共に力を合わせる日が、来たのかもしれない。

　黒ウサギは垂れていたウサ耳をピン！　と立たせ、レティシアに礼を述べた。

「ありがとうございます！　おかげで光明が見えてきました！」

「そうか。それは何よりだ」

「はいな♪　………それと、申し訳ありません。黒ウサギが甘えておりました。〝魃〟を倒たおして計画が変わったとしても、彼らがコミュニティにその成果を寄贈してくれた事実は変わりません。十六夜さん達には大変失礼なことをしてしまいました………」

「そうだな。親しき仲にも礼れい儀ぎありだ。後で謝っておくといい。………それにしても、何故主殿どの達は〝魃〟を倒したのだろうな。理由なく力を振ふるうのは彼等らしく無いと思うのだが」

　ふむん？　と二人は首を傾かしげ合う。

　廊ろう下かからドタバタと慌あわただしい音が聞こえてきたのは、その時だった。

　バタン！　と勢い良くジンが扉とびらを開く。

「く、黒ウサギ‼　大変だ、すぐに来て‼」

「ジ、ジン坊ぼっちゃん？　どうされました？」

　ダボダボのローブを着た幼きリーダー・ジン＝ラッセルは、肩で息いきをしながら黒ウサギの手を引っ張る。

「僕らじゃ手に負えない！　とにかく来て！　そして通訳してッ！」

「つ、通訳でございますか⁉」

　ますますもって意味が分からない。

　黒ウサギは混乱しながらも、ジンに手を引っ張られて階段を走り降りる。

　別館の入り口まで降りた黒ウサギは、客人の姿を見て意味を悟さとった。

「あ、貴方あなたは………何時いつぞやのユニコーン様ですか？」

『ええ。お久しぶりです〝月の兎うさぎ〟』

　そう。〝ノーネーム〟の本ほん拠きよを訪おとずれたのは、十六夜を追いかけていた時に出会った幻げん獣じゆう。

　艶つやのある青白い胴どう体たいに額の一本角。通つう称しよう・ユニコーンと呼ばれる馬だった。

「驚きでございます………！　ユニコーンが東側の、それも人里を訪れるとは！　南側から出てくる事さえ珍めずらしいのに………此方こちらは別館ですのでお持て成しできませんが、本拠には幻獣を迎むかえ入れるための貴き賓ひん室がございます！　よろしければ其方そちらで、」

『いえ、どうぞお構いなく。私はただ御お礼れいの品を持ってきただけですから。………失礼、背中の包みを取って頂けますか？』

　ユニコーンが鼻先で背中を指す。鞍くらに似た形で載のせられている袋ふくろには、たった一つだけ荷物が入れられている。ジンは紐ひもを解ほどき丁てい寧ねいに荷を下ろして袋を開いた。

　途と端たん、黒ウサギとジンの顔が驚きよう愕がくに染まる。

「まさか…………ユニコーンの角でございますか⁉」

『そうです。これを貴女あなた達に贈おくらせて欲しい』

「そんな‼　こんな高価な物は頂けませんッ‼　それに貴方たちユニコーンが、自ら仲間の角を贈るなんて………そんな話は聞いたことがございませんよ[image: !!?]」

　取り乱して突つき返す黒ウサギ。これはそれだけ異常なことなのだ。

　───ユニコーンの角には、治ち癒ゆや浄じよう化かの加護が宿るとされている。余りにも有名な伝承だ。しかしその角を求める者達によって乱らん獲かくされた記録も、この箱庭の世界には残っている。

　ユニコーンが人里を訪れた事を驚いたのは、そういった経けい緯いがあったからだ。

　ましてやそのユニコーンが、仲間の遺骨に値あたいする角を他者に譲ゆずるなど前代未聞である。

『驚かれるのも無理はありません。しかし貴方達の同士は、我々の角を贈るだけの事をしてくれた。今日、私の命を救い───一族の仇きゆう敵てき、魔ま獣じゆう〝魃〟を打だ倒とうしてくれた！　これで散って逝った同士の無念も浮うかばれるに違いない！　干ばつに苦しめられた南側の住人を代表して、私からお礼をさせて欲しい………！』

　感かん極きわまるという熱の籠もった声で応こたえるユニコーン。

　しかし黒ウサギの驚きはその比ではなかった。

「まさか………十六夜さん達が〝魃〟を倒したのは、貴方を救うために………？」

『ええ。全く、凄すごい人間がいたものです。思わず鼻息を荒あらくしてしまいましたよ。穢けがれを浴びて神格を無くしたとはいえ、奴やつは神しん獣じゆうの末まつ裔えい。───それを僅わずか一いち撃げき！　たった一撃で打倒してしまうとは！　流石さすが〝月の兎〟の同士。実に痛快な一撃でした………[image: !!!]』

　ユニコーンは興奮して鼻息を荒くしながらも、細かく事情を説明してくれた。




　───噂うわさの〝魃〟は以前、箱庭の南側を棲すみ家かにしていたらしい。

　その結果、南側には長く日照りが続き水不足などの理由で動植物の生態系が大きく乱れるほどの被ひ害がいがあったという。特に清らかな水辺に生息するユニコーン達にとっては死活問題である。彼らは居場所を奪うばわれ続け、同士の半分を失うという壊かい滅めつ的な被害を受けたのだ。

　ユニコーンは勇ゆう敢かんで好戦的な種だが、敵が空を駆かけるのでは分が悪すぎた。戦いを挑いどんだ者達は悉ことごとく返り討うちにあったという。

　いよいよ全ぜん滅めつかと思われた時。通りすがりの術師が〝魃〟を南側から追放してくれた事で、彼らはその危機を逃のがれたという。

『東側の二一〇五三八〇外門付近に水神の眷けん属ぞくがいると聞き、ギフトを授さずかる為にはるばる足を運んできたのです。トリトニスの滝たきの近きん隣りんに棲すむ蛇へび神がみといえば有名でしたから』

「な、成程。それであの場にいたのですね」

『ええ。最も、蛇神のゲームは貴方たちに先を越こされてしまいましたが。しかし事情を知った蛇神が、水精群の開かい催さいしているゲームを紹しよう介かいしてくれました。おかげでギフトを授かる事に成功しましたよ』

「それは何よりでございます」

　黒ウサギはほっと胸を撫なで下ろした。

　一方、ユニコーンの声のトーンが低くなる。

『しかしその帰路につく途と中ちゆう。───私は、仇敵を見つけてしまった。まさか追放した先が東側だったとは露つゆ知しらず、後はもう頭に血が上った勢いというやつです。我々ユニコーンは情熱的なものでね。火が付いたら止まらないのですよ』

「……………」

　茶ちや化かすような口調だが、黒ウサギには彼の気持ちがよく理解できた。

　もしも自分が仇かたきの魔ま王おうと偶ぐう然ぜん顔を合わせるような事になったら………きっと、同じように戦いを挑むだろう。

『いやはや………情けない話です。一いつ矢し報むくいる事すら出来ず、気がつけば私は後退を始めていました。水精から授かったギフトをどうしても持ち帰らねばなりませんでしたから。しかし冷静になった時には既すでに遅おそく、奴の爪つめに身を裂さかれそうになったところを───貴女の同士が、間かん一いつ髪ぱつ救ってくれた………！』

　それは正に、刹せつ那なの出来事だったという。

　丘おかを越え、森を抜ぬけ、街かい道どうに出てしまったユニコーンに逃にげ場ばはなかった。上空から急降下し、巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめで襲おそい掛かかろうとする間ま際ぎわ。

　久遠飛鳥が〝魃〟に叫さけんだ。

「止まりなさいッ[image: !!!]」

　二の句は必要ない。〝魃〟は瞬しゆん時じに動きを奪われた。

　春日部耀はその隙すきを逃さず、すかさず旋せん風ぷうを操あやつり十六夜を上空へと運ぶ。

「十六夜、任せた」

「任されたッ[image: !!!]」

　ヤハハハ！　と笑いながら、十六夜は胴どう回まわし回転蹴げりで〝魃〟を叩たたき落としたのだという。

『いやあ………凄かった。勢い逃げ出してしまった私だが、あれほど痛快なことはありませんでした。胸の霧きりが晴れたような気分です。本当に………本当に、ありがとう』

　ユニコーンは深く頭を下げた。

　呆あつ気けにとられていた黒ウサギも、何故なぜか頭を下げた。

『その角はコミュニティの為〝魃〟に挑み、散って逝いった同士の物。ギフトゲームで敗北した時に備えて交こう渉しよう用に持ってきたのですが………貴女達になら渡わたしても構わないでしょう。どうか受け取って欲しい。私達からの贈り物を』

「………事情は分かりました。この角は私から十六夜さん達に渡しておきます。貴方も、道中はお気をつけて」

　ユニコーンは同士の角を黒ウサギ達に渡して踵きびすを返す。

　しかし、ふっと思い出したように首だけ振り向いた。

『ああ、そうでした。一つお伺うかがいしたい事があります』

「何でございましょう？」

『貴女達が〝打だ倒とう魔ま王おう〟を掲かかげて活動しているという噂は、本当ですか？』

　一いつ瞬しゆん、言葉を吞のむ黒ウサギ。

　一度だけジンの顔を窺うかがい、胸を張って答えた。

「───ＹＥＳ！　魔王のみならず、魔王に関するトラブルだって引き受けちゃいますよ♪」

『ほほう………なるほど、実に頼たのもしい！　貴女達は〝名無しノーネーム〟かもしれませんが、その心意気を代わりに胸に刻んでおきます。よろしければ、二か月後に南側で行われる収しゆう穫かく祭のギフトゲームにも来てください。ユニコーンの一族は復興中で参加出来ませんが、〝一本角〟のコミュニティは必ずや貴女達を歓かん迎げいするでしょう！』

　それだけ述べたユニコーンは大きな鳴き声を上げて〝ノーネーム〟の本拠を後にするのだった。
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　ジンと共に執しつ務む室に戻もどってきた黒ウサギは、事情をレティシアに話してユニコーンの角を見せた。全長１ｍ程ほどもある立派な角を物もの珍めずらしく眺ながめたレティシアは、感心したように頷うなずいた。

「なるほど………ふふ、主殿どの達らしい。理由を話さなかったのは気き恥はずかしさからか、それともユニコーンに逃げられて言い訳がしにくかったのか」

「でもでも、ちゃんと話して下さったら納なつ得とくしますのにっ」

　やや膨ふくれたように唇くちびるを尖とがらせる黒ウサギ。

　しかし本心から思っていた訳ではない。角を擦さすりながら、今日までの十六夜達を振ふり返る。

「思えば、十六夜さん達は問題児ではありますが………その悪戯いたずらは笑って許せるようなものばかり。今回の一件は、明らかに彼ららしくありませんでした。何か理由があると初めから察するべきでございましたね………」

「そうだな。色々と理由付けをしているが、主殿達はあれで中々誠実だ。………多少、悪乗りしすぎている時があるのも否定はしないが」

　クスクスと笑い合う二人。

「そういえば、先ほどのユニコーン様からの情報ですけども。二か月後に、南側で収穫祭のギフトゲームがあるそうですよ」

「ほう………南側の収穫祭か。ふふ、懐なつかしいな」

「レティシア様は参加経験が？」

「まあな。多くの種族やコミュニティが集つどって、随ずい分ぶんと賑にぎやかだったのを覚えているよ」

　レティシアが遠い目をする。かつて仲間達と訪れたことを思い出しているのだろう。

　話を聞いた黒ウサギは期待半分、残念な気持ち半分でため息を吐つく。

「そうですか………是ぜ非ひ来て欲しいと誘さそわれましたけど、路銀が無いので難しいです。普ふ通つうに向かうと、ものすッッッッごく遠いですし」

「ふふ、そうだな。しかし南側の収穫祭は楽しいぞ。名のある土地神や精せい霊れいたちの所属するコミュニティが、自分たちで育てた実りを持ち寄って来て───」

　不自然に言葉を切り、二人はハッと息を吞んだ。

「コミュニティの収穫………そうだ、私達の農園区はどうなっている黒ウサギ⁉」

「三年前の魔王の襲しゆう来たいによって土ど壌じようは滅め茶ちや苦く茶ちやですが、土地は残っております！　その収穫祭で名のある土地神様をお招きすれば、土壌を蘇よみがえらせてもらえるやもしれません！」

　農園が復活すれば、子供達にも仕事が出来る。豊富な水源の使い道もできる。コミュニティ内で生活のサイクルが確立できれば、備び蓄ちくを増やす事も可能となる。

　しかし黒ウサギは一転、少し前の自分の言葉を思い出して項うな垂だれる。

「あ………でも、路銀が、」

「食費を切り詰つめよう」

　二人とは別の声が上がる。注文書と在庫書類を確かく認にんしていたジンのものだ。

　話の全容は知らずとも、二人の会話の意味は理解できたのだろう。

　ジンは書類を置き、二人の顔を交こう互ごに見て提案する。

「路銀が無いなら、僕らの食費を切り詰める。一日の食事を三割減らせば、十六夜さん達の平均的な収益から計算して二か月後には六人分の旅費が浮く。………ああでも、ギリギリかな。四割減らせば確実だ。十六夜さん達の食事は常に優先にして、在庫を見直そう」

「で、でも、四割って殆ほとんど半分ですよ？」

「ふふ、いいんじゃないか？　案としては上等な部類だ」

　心配する黒ウサギと、後押しするレティシア。

　ジンは力ちから一いつ杯ぱい頷うなずいて返した。

「うん。皆みんなには事情を話しておくよ。それにお腹なかがすくのは皆慣れっこだから大だい丈じよう夫ぶ。たった二か月なんて楽勝だ。十六夜さん達なら………きっと、土地を蘇らせるような大きな成果を挙げてくれるだろうから」

　ぐっと握にぎり拳こぶしを作るジン。

　黒ウサギとレティシアも顔を見合わせて今後の計画を立てる。

「なら食費だけでなく、他ほかにも無む駄だな散財をしないように気を付けましょう。レティシア様も、メイドとして全面的に年長組を仕切って下さいまし」

「わかった。あと、農園の状態を確認したい。今度付き合ってくれ黒ウサギ」

「ＹＥＳ！　了りよう解かいしました！」

　グッと親指を立てて返事をする黒ウサギ。その声に先ほどまでの気き鬱うつさなど全くない。

　明確な方針が出来て気合いが入ったのだろう。

「ああでも、十六夜さん達に食費の事は秘密にしておきましょう。食費に関しては『そんなくだらねえ心配するなよ。鬱うつ陶とうしい』と口を揃そろえて言ってましたし」

「プライドが高いのか優やさしいのか………譲ゆずるところはあっさり譲るんだがな。気に障さわるようなら黙だまっておこう」

「うん。怒おこらせたら後が怖こわいしね」

　苦笑いをする三人。

　こうして南側で開催される収穫祭に向けて、秘密の貯ちよ蓄ちく計画が始まる。

　農園の再生という大きな目標のため、幼いリーダーと未熟な参さん謀ぼうとメイドは決意も新たに再興を目指すのだった。
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　───そして翌朝。

　黒ウサギは問題児達と共に二一〇五三八〇外門を訪おとずれ、満面の笑えみを向ける。

「それでは皆みな様さま！　ギフトゲームも解禁された事ですし、今日も元気に参加致いたしましょう♪」

「それは別にいいが、面おも白しろいゲームなんだろうな？」

「ＹＥＳ！　行商に来ておりましたコミュニティ〝八百やお万よろずの大おお御み神かみ〟の分隊が、行商を止やめてゲームを開かい催さいするそうです！」

　黒ウサギが答えると、十六夜は今度こそ呆あきれ返ったように呟つぶやいた。

「………。仏話に、ギリシャ神話に、中国神話に、次は神しん道とうときやがったか。日本の年末年始より節操ねえな。つか、八百万の神のくせに大御神とはどういう了りよう見けんだよオイ」

「ふふん、それは後々に分かりますヨ！　兎とにも角かくにも、〝八百万の大御神〟は〝サウザンドアイズ〟に匹ひつ敵てきする超ちよう巨きよ大だいコミュニティ！　期待度は当社比にして特大でございます♪」

「そう。当社比なのに特大なの」

「何処どこと比べた当社比なのかよく分からないけど、何だか凄すごそうだね」

　容よう赦しやのない飛鳥と耀の言葉にやや肩かたを落とすも、めげずにウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

「さあ、それでは参りましょう！　ギフトゲームは神しん魔まの遊ゆう戯ぎ！　必ずや、皆様が満足できるだけの恩おん恵けいと奇き跡せきが用意されているはずです！」

　くるり、とスカートを靡なびかせて明るく笑う黒ウサギ。




　───そう、此こ処こは神々の箱庭。奇跡を欲ほつするならば勝ち取ればいい。

　滅ほろぼされたコミュニティの再興と、打倒魔王という目標を胸に、今日も彼らはギフトゲームへ挑いどむのだった。







[image: 黄金盤の謎を追え]










　───〝ノーネーム〟本ほん拠きよ・貯水池前の憩いこいの小屋。

　水樹の枝葉を通過するように、春風のような柔やわらかな風が吹ふいた。

　貯水池から雑木林に続く小道の隅すみに設けられた小さな小屋で、久く遠どう飛鳥あすかは本を読みながらぼんやりと呟つぶやいた。

「………麗うららかだわ」

　快晴、春風、水流の音。

　外で読書をするには絶好の日和ひよりである。

　財ざい閥ばつの令れい嬢じようとして籠かごの鳥だった飛鳥には経験したことが無い贅ぜい沢たくである。

　しかし慣れない贅沢をしたせいか、ついウトウトと瞼まぶたを重くする。

「………離はなれの小屋だもの。誰だれも見ていないから、少しくらい良いわよね？」

　本を閉じ、スカートの裾すそを優ゆう雅がに折り曲げて壁かべに凭もたれ掛かかる。

　暖かな日差しと緩かん慢まんな幸せを嚙かみ締しめながら、飛鳥は昼ひる寝ねを堪たん能のうすることにした。
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　───そして一時間後。

　春日部かすかべ耀ようは両手に林りん檎ごを抱かかえながら、貯水池の方角に歩みを進めていた。

　離れの小屋でおやつでも食べようとしていたのだろう。

　普ふ段だんは表情の乏とぼしい彼女だが、今ははたから見ても上じよう機き嫌げんな様子が窺うかがえた。

「………あれ？　先客さん？」

　小走りを止めて小首を傾かしげる。離れの小屋には二つの人ひと影かげが見えた。

　一つは真っ赤なドレスにロングストレートの髪かみが特とく徴ちよう的な少女。間ま違ちがいなく久遠飛鳥だろう。彼女がこの離れでよく休日を過ごしていることは別段珍めずらしいことではない。

　問題はもう一つの人影。

　ヘッドホンに学ラン制服を着て、片手に分厚い専門書を持っているのは───

「十六夜いざよい？　何してるの？」

「そんなもん見てわかるだろ。………膝ひざ枕まくらだ」

　ドヤッ！　とした顔で宣言する。気持ちのいい陽光が差し込む小屋の縁えん側がわで、十六夜は飛鳥に膝ひざを貸して本を読んでいた。

　耀は再度小首を傾げ、もう一度問う。

「………飛鳥がお願いしたの？」

「まさか。農園の様子を見に行こうとした通りすがりに、お嬢じよう様さまが隙すきだらけで幸せそうに昼寝をしていたからな。ちょっとからかってやりたくなった」

「からかう？」

「ああ。───考えてもみろよ。こんな状じよう況きようでお嬢様が目を覚ましたら、きっと頰ほおを紅潮させてあたふたするに違ちがいない。俺はそんなお嬢様を見て、ニヤニヤしたい」

　なるほど、と納なつ得とくしたように両手を打つ。

「それは、私も見てみたい」

「だろ？」

「うん。ということで、私もお邪じや魔まします」

　そう言って十六夜の隣となりに座り、もう片方の膝に頭を寄せる。

　流石さすがの十六夜も面めん食くらったように瞬まばたきをした。

「………春日部？」

「都合がいいことに、十六夜の膝は二つある。そして今日は絶好の昼寝日和。………そういう訳で、飛鳥が起きたら起こして」

　ふぁ、と欠伸あくびをしてそのまま昼寝体勢に。これではまるで大型の猫ねこである。獅し子しや豹ひように懐なつかれるとこんな感じなのだろうかと苦笑いを浮うかべながら、十六夜は読書に戻もどった。
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　───それから更さらに一時間後。

「………。二人とも、一向に起きねえな」

　手持ちの本を読破した十六夜は、膝の上ですやすやと寝ね息いきを立てて眠ねむる二人に呆あきれていた。まさかこんなに長く起きないとは思っていなかったのだろう。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになった十六夜にも、緩ゆるやかな睡すい魔まが襲おそってきていた。

「快晴、春風、水流の音。確かに昼寝日和といえばそうなんだがなあ」

　しかしここまできて慌あわてふためく飛鳥を見み逃のがしてしまうのも悔くやしい。いっそ叩たたき起こしてみるかと、らしくない思考が脳のう裏りに過よぎった頃ころ。

　本拠に続く小道から、賑にぎやかな声がした。

「た、大変なのです！　大変なのですよーッ！」

　ウサ耳を跳はねさせて本拠から猛もうダッシュしてきた黒ウサギが、貯水池前の小屋で急停止。十六夜たち三人を見つけた彼女は、飛び跳ねながら十六夜に迫せまった。

「大変なのです！　大変なのです！　大変なので」

「五月蠅うるさい」

　ズパーン！　と黒ウサギの額に林檎が投げられた。

　興奮していた黒ウサギは額を真っ赤に腫はれさせながらも、林檎を摑つかんで更に捲まくし立てる。

「と、とにかくこれを見てください！　街中でこんなものが配られて、」

「五月蠅い」

　ズパーン！　と再び林檎が黒ウサギの額にクリティカルヒット。まさか二度続けて投げられると思っていなかった黒ウサギは、今度こそ横転して天を仰あおぐ。

　その拍ひよう子しに、十六夜の手元に黄金の板が落ちてきた。

「………？　なんだコレ」

　ずっしりと重量感のあるその黄おう金ごん盤ばんを手にした十六夜は、瞳ひとみを丸くして驚おどろく。

「どうしたんだ、この金きん塊かい。重さからして本物っぽいぞ」

「ほ、本物なのです………あと、額が痛いのですよ………」

　二個の林檎を両手に持ちながら涙なみだ目めで訴うつたえる。

　そこでようやく、黒ウサギは飛鳥と耀に気が付いた。

「………むむ？　コレはその………ど、どういう展開でございます？」

「ウサギが難しいことを考えるな。それで、この黄金盤はなんなんだ？」

　コン、と黄金盤を叩いて黒ウサギに問う。

　その質問を待っていたとばかりに、黒ウサギは胸を張って答えた。

「よくぞお聞きになりました！　この黄金盤は、錬れん金きん術じゆつの秘ひ奥おうを与あたえるために開かい催さいする、ギフトゲーム───〝Raimundus Lullus〟の〝契約書類ギアスロール〟なのでございますよ！」

　はあ？　と、十六夜は半信半疑な声を上げた。

「〝Raimundus Lullus〟って、あれか？　哲てつ学がく者しやのライムンドゥス＝ルルスのことか？」

「そうでございます！　鉛なまりを金に変える錬金術を使い、世界の真理を解くというルルスの術───アルス・マグナを提唱した御ご仁じんでございます！　その真理に辿たどり着くためのギフトゲームが開催されるということなのですよ！」

　ウッキャー♪　とウサ耳を左右に振ふりながらはしゃぐ黒ウサギ。

　もしも本当に金を造る恩おん恵けいを得られるのならば、金策に走ることも無くなる。コミュニティの備び蓄ちくを瞬く間に増やすチャンスだろう。

　十六夜はまだ半信半疑なまま、じっとりとした瞳で黄金盤───〝Raimundus Lullus〟のゲーム内容に目を通した。








『　─　ギフトゲーム名　〝Raimundus Lullus〟　─





　　　　参加資格Ｂ：善なる者。







　　　　敵対者：　偉い大だいなる者。

　　　　　　　　　継けい続ぞくする者。

　　　　　　　　　力ある者。

　　　　　　　　　知ち恵えある者。

　　　　　　　　　意志ある者。

　　　　　　　　　徳ある者。




　　　　敗北条件：〝契約書類〟の紛ふん失しつは資格の剝はく奪だつに相当。

　　　　勝利条件：全すべての〝ルルスの円えん盤ばん〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ。







　　　　ゲーム補足：全ての参加者の準備が調ととのい次し第だいゲーム開始。

　　　　　　　　　　ゲームの終しゆう了りようは全ての参加者の敗北した場合。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝サウザンドアイズ〟はギフトゲームを開催します。






〝サウザンドアイズ〟印』









「………おい、黒ウサギ」

「はいはい、なんでございますか？」

「このゲームの主しゆ催さい者しや、〝サウザンドアイズ〟になってるぞ。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ますます以もつて疑わしい。猜さい疑ぎ心しん溢あふれる瞳ひとみで二度、〝契約書類〟を見る。

　しかし黒ウサギは浮かれかえったままウサ耳を揺ゆらし、十六夜に期待の視線を向けた。

「それはむしろ信しん憑ぴよう性せいを高めるというもの！　あの〝サウザンドアイズ〟が満を持して開催するゲームなのでございます！　コレはきっと凄すごいゲームなのに違いありません！　………それに、」

　急に声のトーンを下げる。

　黒ウサギは人さし指とウサ耳をクルクルと回し、そっと廃はい墟きよ街がいへと視線を移した。

「そろそろ………廃墟街も整理せねばなりません。その為ためにも、纏まとまったお金が必要なのです」

　黒ウサギに促うながされ、十六夜も廃墟街へと視線を移す。

　三年前───謎なぞの魔ま王おうの襲しゆう来らいによって〝ノーネーム〟は壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けた。

　昔は美しく整備されていた居住区の街路は砂にまみれ、木造の建築物は軒のき並なみ腐くさって崩くずれ落ちている。街の建築に使われていた鉄筋や針金は錆さびに蝕むしばまれて折れ曲がり、街路樹は石せき碑ひのように薄うす白じろく枯かれて放置されたままである。

　あの居住区の中には、年長組を含ふくめた子供たちの家もある。修しゆう繕ぜんは不可能だとしても、土地を整備し、新しい家を用意するぐらいはしてやりたかった。

「………はあ。仕方ねえな、っと！」

　乗り気ではない雰ふん囲い気きを隠かくすことなく、十六夜が立ち上がる。

　その拍子に飛鳥と耀の脳天がぶつかり合った。

「きゃ⁉」

「………痛い」

「ほら、何時いつまで寝ねてる女性陣じん。休きゆう暇かは返上だ。大型のギフトゲームが開催されたぞ」

　十六夜は黄金盤を振りながら二人を囃はやし立てる。

　黒ウサギも慌てて駆かけ寄りながら、

「し、しかし十六夜さん。まだゲーム会場も知らされていませんし、ゲーム開始のコールもまだでございます。そんなに慌てるほどではありませんよ？」

　………はあ、とますますやる気のないため息を漏もらす。

　十六夜は黒ウサギに黄金盤を投げ渡わたし、

「───来るぞ。右に避けろ！」

　刹せつ那な、二人の雰囲気が劇的に変わった。

　それを切り口にして雑木林から大量の鏃やじりが降り注ぐ。十六夜と黒ウサギは即そく座ざに臨戦態勢に入り、飛鳥と耀を抱かかえて離はなれの小屋から飛び離れた。

「え？　え⁉」

「敵………⁉」

　寝ね起おきの悪い飛鳥は状況を把は握あくしきれないまま瞳を瞬かせる。

　耀は臭しゆう気きで敵の気配を察知し、遅おくれて臨戦態勢に入る。

　黒ウサギは〝疑似神格ヴアジユラ・金剛杵レプリカ〟を構えたまま、動どう揺ようしたように問うた。

「ど、どういうことでございますか⁉」

「文面読んでねえのかこの駄だウサギ！　このゲームは〝契約書類〟───黄金盤の争そう奪だつ戦だ！　ゲームはとっくに始まってるんだよッ！」

　叫さけぶや否いなや、十六夜は発破をかけたように足あし下もとを爆ばく発はつさせて疾しつ走そうする。雑木林から窺うかがえる気配は八つ。臭気から獣じゆう人じんたちのものだろう。

　再び放たれる鏃の雨を搔い潜くぐりながら、一足飛びで強きよう襲しゆう者しやの手首を摑んだ。

　大の男の二倍近い体格を誇る獣人の男は、十六夜の俊しゆん足そくに目を剝むいた。

「っ、速い！」

「馬ば鹿か。お前が遅おそいんだよ」

　軽口と共に手首を捻ひねって足を払はらう。途と端たんに獣人はその場で三回転半ほど振り回され、頭から叩きつけられた。

「貴様！」

「よくも我らの同士を………！」

「囲め！　囲んで一いつ斉せいに撃うて！」

　同士を倒されたことで怒いかった獣人たちが周囲を駆けながら十六夜ににじり寄る。

　雑木林の木こ陰かげを飛び回る七人の獣人。それらの位置を横目で把握した十六夜は、面めん倒どうくさそうに小石を構え───

「ハッ………休暇をつぶした挙げ句に人の縄なわ張ばりに忍しのび込むとは恐おそれ入る。テメェら全員、其そ処こに直れ───[image: !!!]」

　本音の怒りをぶちまけ、無造作に大地へと叩きつけた。

　長年放置されていた雑木林の木々はあられもなく上空へと舞まい上がる。獣人たちもなすすべなく吹ふき飛ばされ、問答無用で蹴け散ちらされた。

　すると雑木林の残ざん骸がいのように吹き飛ぶ獣人たちの手から、綺き羅らと輝かがやく黄金の板が滑すべり落ちてきた。

「まず一枚目。………ったく、ぬるいゲームだな。これで本当にアルス・マグナが手に入るのかよ。大おお盤ばん振ぶる舞まいにも程ほどがあるぞ」

　頭を搔かき、愚ぐ痴ちりながら黄金盤をクルクルと回す。十六夜が先ほどから不満に思っていたのは主にその一点にあった。

〝アルス・マグナ〟───科学的観点からではなく、神秘的観点から考察される錬金術。

〝ルルスの秘術〟〝王者の秘ひ跡せき〟〝最後の錬金術〟などなど色々な名めい称しようで求められる、最大級の恩恵の一つとも言えるだろう。

　特にこのゲームの題名にも使われている〝Raimundus Lullus〟───日本名・ライムンドゥス＝ルルスは、アルス・マグナにまつわる逸いつ話わを多く持つ哲学者の一人である。

（取り分け有名なのは、イギリス国王・エドワード三世に黄金を贈おくったとされる逸話。数十トンの卑ひ金きん属ぞくを黄金に変えたって話だが───）

　そこまで考えて、ふと十六夜は黄金盤の文面に視線を落とした。








『　─　ギフトゲーム名　〝Raimundus Lullus〟　─





　　　　参加資格Ｄ：継続する者。







　　　　敵対者：　善なる者。

　　　　　　　　　偉大なる者。

　　　　　　　　　力ある者。

　　　　　　　　　知恵ある者。

　　　　　　　　　意志ある者。

　　　　　　　　　徳ある者。




　　　　敗北条件：〝契約書類〟の紛失は資格の剝奪に相当。

　　　　勝利条件：全ての〝ルルスの円盤〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ。







　　　　ゲーム補足：全ての参加者の準備が調い次第ゲーム開始。

　　　　　　　　　　ゲームの終了は全ての参加者が敗北した場合。







宣誓　上記を尊重し誇りと御旗の下、〝サウザンドアイズ〟はギフトゲームを開かい催さいします。






〝サウザンドアイズ〟印』









　───十六夜が文面を訝いぶかしんだ瞬しゆん間かん。

　黄おう金ごん盤ばんは一いつ瞬しゆんで錆さび崩くずれた鉄てつ塊かいへと姿を変え、その場で崩れ落ちた。

「な………？」

　慌あわてて摑つかもうとするが、鉄粉にまで分解された黄金盤は指をサラサラとすり抜ぬけていく。僅わずか数瞬の間のこと。黄金は輝きを無くし、春風に乗ってその姿を消したのだった。




　　　　＊




　───〝ノーネーム〟本ほん拠きよ・貯水池前の憩いこいの小屋。

　麗うららかな日差しと春風の薫かおりが漂ただよう水辺で、一同はリリの淹いれたお茶と煎せん餅べいを御茶うけに状じよう況きようを整理していた。

　割かつ烹ぽう着ぎを着込んで正座するリリは、狐きつね耳みみを傾かしげて飛鳥に問う。

「今日は海苔のり煎餅にしてみました。お口に合いますか？」

「ふふ、ありがとう。とても美味おいしいわ」

　煎餅を割って細かく口に運ぶ飛鳥。

　その横で丸まる齧かじりしていた耀が不思議そうに問う。

「でも、よく海苔が手に入ったね。箱庭に海はあるの？」

「はい。有名なのは南側にある大海です。北側では氷河が広がっているというぐらいしかわかりませんけど………」

　狐耳を伏ふせるリリ。飛鳥と耀は意外そうに頷うなずいて笑った。

「箱庭は広いものね。コミュニティとジン君の名前を売っていけば、何時いつか海のある有名なコミュニティに招かれることもあるでしょう」

「そうだね。今はそのためにも───このギフトゲームをクリアしよう」

　昼ひる寝ねを堪たん能のうした飛鳥と耀は改めて文面に目を通す。








『　─　ギフトゲーム名　〝Raimundus Lullus〟　─





　　　　参加資格Ｂ：善なる者。







　　　　敵対者：　偉い大だいなる者。

　　　　　　　　　継けい続ぞくする者。

　　　　　　　　　力ある者。

　　　　　　　　　知ち恵えある者。

　　　　　　　　　意志ある者。

　　　　　　　　　徳ある者。




　　　　敗北条件：〝契約書類〟の紛ふん失しつは資格の剝はく奪だつに相当。

　　　　勝利条件：全すべての〝ルルスの円えん盤ばん〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ。







　　　　ゲーム補足：全ての参加者の準備が調ととのい次し第だいゲーム開始。

　　　　　　　　　　ゲームの終しゆう了りようは全ての参加者の敗北した場合。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝サウザンドアイズ〟はギフトゲームを開催します。






〝サウザンドアイズ〟印』









「黄金の〝契約書類〟………珍めずらしい形式ね」

「うん。文面もちょっと特とく殊しゆかも。十六夜は何のことかわかる？」

　煎餅を齧りながら耀が問う。十六夜は神しん妙みような顔で腕うでを組み、憮ぶ然ぜんとした顔で呟つぶやく。

「………まあ、わからなくもない。というか文面に書かれているのはそんなに珍しい話じゃねえよ」

「そうなの？」

「ああ。数が足りないが、これは〝ルルスの術〟に記された最小単位の述語のこと。宛あてがわれたアルファベットはその言葉を示す記号だ」

　怪け訝げんそうな瞳ひとみで黄金盤に視線を落とす。

〝ルルスの術〟とはゲームタイトルでもある〝ライムンドゥス＝ルルス〟という錬れん金きん術じゆつ師しの提唱した秘術のことだ。その中にある最小単位の述語が以下の九つ。





　Ｂ：善

　Ｃ：偉大

　Ｄ：持続

　Ｅ：力

　Ｆ：知恵

　Ｇ：意志

　Ｈ：徳

　Ｉ：真理

　Ｋ：栄えい誉よ






　これらの述語を結合することで生まれる言葉を記述したものが〝ルルスの円盤〟である。

「冒ぼう頭とうの参加資格に〝Ｂ〟ってアルファベットがあるだろ？　これは〝善〟という単語に当てられたアルファベットのことだ。俺達を襲おそってきた奴やつの黄金盤にも似通った意味をもつアルファベットが刻まれていたから間ま違ちがいない」

　捕とらえた悪漢たちを指差す。彼らは黄金盤を失ったため、既すでに参加者ではなくなっている。なので野放しにしてもいいのだが、仮にもコミュニティの領地を侵おかして強襲したのだ。ゲーム中とはいえ明らかに不法である。なので十六夜たちは〝階層フロア支配者マスター〟に突つき出さないことを条件に、数日間の強制労働で手を打ったのだ。

　十六夜は悪漢たちに歩み寄り、崩れ去ってしまった黄金盤の内容を改めて問う。

「お前たちの黄金盤に刻まれていた参加条件の項こう。確か〝参加資格Ｄ：継続する者〟と書かれていたよな？」

　威い圧あつ的な声で問うと、男は犬耳を伏せて怯おびえながら答える。

「は、はい。それで間違いありません」

「よし。次に、これは黄金盤を受け取った時からそうだったのか？　それともお前たちが何かをしたのか？」

「い、いえ………あ、でも、黄金盤の文面は配られたコミュニティによって違ちがうと説明がありました！」

「へ？」

　強制労働を軽減してもらおうと必死に話す犬耳の男。

　ポカン、と半口を開いて首を傾げる黒ウサギ。

　情報を聞き出した問題児一同は、一いつ斉せいに黒ウサギを見た。

「………おい、黒ウサギ。そんな説明があったのか？」

「え？　あ、いや！　あったかもしれませんけども！」

「曖あい昧まいね。主しゆ催さい者しや側のルール説明を聞き逃のがすなんて、気が抜けているのではなくて？」

「うん。これでクリア出来なかったら黒ウサギの責任」

　飛鳥と耀の糾きゆう弾だんにウサ耳をへにょらせる黒ウサギ。

　一方の十六夜は腕を組んだまま、改めて悪漢たちにゲームの説明を求める。

「それで、他ほかにはどんなゲームの説明があった？　奪うばい合いを示し唆さするようなゲームルールがあったんじゃないのか？」

「え、ええ。この黄金盤を七種類集めて持ってくる事がクリアへの鍵かぎだと聞きました。黄金盤の奪い合いは、参加資格に則ったリトルゲームで決めるようにと………」

「………ほう。つまり力ずくで奪いに来たお前たちは、ルール違い反はんってことか」

　スッと瞳を細める十六夜。

　己おのれの首を絞しめてしまった悪漢たちは、慌てて縮こまる。

　ニヤリと笑った問題児三人はここぞとばかりに捲まくし立てた。

「コイツは参ったなあ、お嬢じよう様さま！　領土侵しん犯ぱんだけなら俺たちの裁量で裁いていいんだが、〝サウザンドアイズ〟主催のゲームでルール違反をしていたとは思わなかった！」

「そうねえ。本当なら一週間ほどの強制労働で許してあげようと思ったけど………そういうことなら話は別よね、春日部さん？」

「うん。農地を開かい拓たくするために、一年は労働してもらわないと」

　ひぃ、と悲鳴を上げる悪漢たち。

　彼らが本気だというのは言うまでもない。

　黒ウサギは悪漢たちに同情しつつ、話を進める。

「しかしリトルゲーム形式だったとは。こういうゲームには、皆みなさんはまだ参加したことございませんよね？」

「ええ」

「でも、話だけなら聞いたことあるよ。小規模のゲームを沢たく山さんクリアする方式だよね」

　耀の言葉に黒ウサギが頷く。

　リトルゲーム───即すなわち、ゲーム中に行われる簡易ゲームのことだ。

　ルールの異なるゲームを複数組み込んで行われるゲーム形式を指し、この類たぐいのゲームで勝ち抜くにはコミュニティの総合力が求められる。

「ふぅん………ま、ゲームの概がい要ようは分かった。つまり黄金盤が砕くだけたのは、リトルゲームを通して黄金盤を手に入れてないことが理由か。………フン。やっぱり大したことの無いゲームなんじゃねえか？」

　一度は気合いの入った十六夜だったが、やはり怪訝そうに黄金盤を見る。

　そもそも〝ルルスの術〟ではこのアルファベットと述語をつかった円盤はさほど重要な位置に存在していない。これが錬金術の秘ひ奥おうであるアルス・マグナを手にするギフトゲームとは到とう底てい思えなかった。

（何か裏があるとみるべきか………だとしたら白しろ夜や叉しやのことだし、ろくなことにならないんじゃないか？）

　どんなギフトゲームでも楽しんで参加するのが十六夜の姿勢だが、今回のゲームには嫌いやな予感しかしない。それというのも、ゲームの内容がタイトルである〝Raimundus Lullus〟と繫つながっていない気がするのだ。

　今までこの手合いのギフトゲームは、そのゲームに縁ゆかりのあるコミュニティが開かい催さいしてきた。なのに今回に限って白夜叉が錬金術のギフトゲームを開催するという。そのあべこべさが、十六夜に二にの足あしを踏ふませている。

　しかしだからと言って見過ごすには惜おしいような雰ふん囲い気きがこのゲームにはあった。

（黄金盤に刻まれた述語とアルファベット。そして〝ルルスの術〟が示すのは───言葉の結合、そして新たな言葉の誕生だ。これは物質界における粒りゆう子しの結合と言葉の結合の酷こく似じを暗示し、新たな概がい念ねんを生み出す鍵となる）

　そして〝契約書類〟に記された勝利条件。

『勝利条件：全ての〝ルルスの円盤〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ』

〝結合〟、そして残るアルファベットである〝Ｉ：真理〟〝Ｋ：栄誉〟の二文字。これらのファクターが何か重要な謎なぞを匂におわせるキーワードなのではと、十六夜を悩なやませていた。

（まあ………深く考えてもこれだけじゃ何とも言えないか）

　肩かたを竦すくめて匙さじを投げる。どんなにそれらしい言葉が並んでいても点と点が繫がらない以上、考えても無む駄だだと割り切る。

　一方の女性陣じんは、十六夜の心配をそっちのけで盛り上がっていた。

「争そう奪だつ戦ということが分かった今、善は急げなのです！」

「そうね………七種類も集めなければならないなら、早く動かないと」

「どうしよう。手分けして他のコミュニティにリトルゲームを挑いどむ？」

「ＹＥＳ！　幸いなことに〝ノーネーム〟には一いつ騎き当とう千せんの実力者が四人もおります！　レティシア様を呼んできますので、皆さんも各おの々おので黄金盤を手に入れるために動いてください！」

　言うや否いなや、本ほん拠きよに向けて脱だつ兎との如ごとく走り去る黒ウサギ。

　残された三人は共に顔を見合わせ、肩を竦めた。

「黒ウサギは張り切ってるが………どうする？　俺的にはかなり眉まゆ唾つばもののゲームだぞ」

「白夜叉のゲームが胡う散さん臭くさいのは今いま更さらよ。どんな酷ひどい真相が待っているにしても、参加してみないことにはわからないわ」

「………オチがつくことは前提なんだ」

　二人の言葉に苦笑いする耀。

　十六夜は気乗りしない顔で数歩前に出て───唐とう突とつに、ニヤリと笑って振ふり向いた。

「いや、そうか。つまらないゲームなら、付加価値をつければいいのか」

「え？」

「は？」

　同時に声を上げる飛鳥と耀。

　十六夜は更さらに数歩前に出て、ヤハハと笑って二人を挑ちよう発はつする。

「どんなにくだらないオチが待っていても、これが白夜叉のゲームであることには変わりない。賞品はそれなりに用意されているだろう。───どうだ？　七つの黄金盤を一番多く集めたやつが、賞品を独どく占せんするというのは」

「あら、面おも白しろそうじゃない」

　十六夜の挑発に微笑ほほえみで返す飛鳥。

　耀も頷うなずき、人さし指を立てて更に提案する。

「でもそれだけじゃつまらないから………負けた人は、勝者に一日服従」

「それは………少し厳しくない？」

　飛鳥が少し怖おじ気けづく。各地でリトルゲームに参加して回らなければならないのなら、機動力で劣おとる彼女には厳しい条件だからだろう。

　耀はしばし考えた後、妙みよう案あんが浮うかんだというように両手を叩たたいた。

「それじゃあ、勝者には………黒ウサギが服従で」




「「それだッ！」」




「それだッ！　ではありませんこのお馬ば鹿か様方あああああッ[image: !!!]」

　スパパパァーン！　と奔はしる黒ウサギのハリセン。その脇わきには本拠から呼ばれてきたレティシアも控ひかえている。メイド業務の途と中ちゆうだったのか、その手には雑ぞう巾きんが握にぎられていた。

　金糸にも見み紛まがう美しい御お髪ぐしを風で靡なびかせるレティシアは呆あきれながらため息を吐つき、雑巾を持つ右手をそっと上げて、

「そのゲーム、私も乗った」

「ちょ、レティシア様⁉」

「よし、メイドが乗った！　レティシアが勝てば、黒ウサギは一日メイド業だな！」

「では〝Raimundus Lullus〟改め、今より〝黒ウサギ服従権争奪戦〟ね」

「うん。二人とも、街に急ごう！」

　黒ウサギのツッコミを物ともせず一目散に自由区画へと走り去る三人。

　まさかの事態にウサ耳を真っ白にして佇たたずむ黒ウサギ。まさかこんな事態になるとは思っていなかったのだろう。

　黒ウサギは恐おそる恐るレティシアを振り返り、

「あの………レティシア様は、冗じよう談だんで言ったのですよね………？」

　すっかり怯おびえて放心してしまった黒ウサギの肩をレティシアは叩き、

「心配するな。みっちりメイド業を仕込んでやるから、覚かく悟ごしろ」

「ってやる気満々なんじゃないですかあああああああ───[image: !!!]」




　スパァーン！　と、哀かなしみの籠こもったハリセンが奔り、雑木林に木霊こだました。




　　　　＊




　───〝サウザンドアイズ〟支店・並木道前。

　桃もも色いろの花はな弁びらが舞まい散る中。

　参加者たちが我先にと黄おう金ごん盤ばんを賭かけて競きそい合っていた。武力や知ち恵えを試ためし合うのがギフトゲームだが、今回のリトルゲーム形式は総合力が重要となる。

　閑かん古こ鳥どりの鳴いていることが多いこの下層も、今は様々なゲームで賑にぎわっていた。

「ふふふ………皆、死にもの狂ぐるいで黄金盤を集めておるな」

　白夜叉は腰こしに手を当て、不敵な眼まな差ざしでリトルゲームの行く末を見つめていた。

「精せい々ぜい気張れよ、下層の若人わこうどたちよ。このゲームの先には、おんしらが百年かけても到とう達たつできぬ栄えい誉よが待っておるのだから」

　蒼あおい生き地じに刻まれた〝向かい合う双そう女め神がみ〟の旗印の下。

　白夜叉は魔ま王おうの眼差しで、挑ちよう戦せん者しやたちを待つ。




「〝Raimundus Lullus〟───このゲームを乗り越こえし者は、この白夜叉が直々に相手しよう………[image: !!!]」




　　　　＊




　───外門・噴ふん水すい広場前。

　白夜叉のゲームによって噴水広場は近年稀まれに見る大盛り上がりを見せていた。

　閑古鳥が年中鳴いている商店街も、人通りの増加に伴ともなって忙せわしなく店員たちが走り回っている。最下層の東側では大変珍めずらしい光景だ。

　ここぞとばかりに屋台を出して軽食を小売りにしている店もある。

　十六夜も〝六本傷〟の屋台でサンドイッチを買いながら、売店の猫ねこ娘むすめ───キャロロに声をかけた。

「よう。盛せい況きようそうじゃねえか」

「そりゃあもう！　これだけ大規模なリトルゲームは中々ありませんからね！　久しぶりの書き入れ時って奴やつですよ！」

　鉤かぎ尻しつ尾ぽをユラユラと揺ゆらして嬉うれしそうに笑うキャロロ。

　十六夜はサンドイッチのセットを受けとりながら周囲を見回し、それとなく問う。

「参加者が思ったより多いな。有名なコミュニティも参加してるのか？」

「そうですねえ。うちの〝六本傷〟もそこそこ大きいコミュニティですけど、それ以上の大おお御ご所しよが幾いくつか来てますよ。主に商業系のコミュニティですけどねー」

「………へえ？　大御所というと？」

「六桁けたからは〝六本傷〟、〝一本角〟、〝ウィル・オ・ウィスプ〟。五桁からは北の〝鬼おに姫ひめ〟連盟の傘さん下かと〝ケーリュケイオン〟。この辺りが特に有名ですが………やはり今回のメインゲストは、箱庭第三桁〝クイーン・ハロウィン〟でしょう！」

　鉤尻尾をピン！　と伸のばして告げる。

　途と端たんに十六夜の顔色も変わった。

「………三桁だと？」

「といっても、女王クイーンが参加している訳ではありませんけどね。白夜叉様とは犬けん猿えんの仲と聞き及およんでますし。参加しているのは女王騎士クイーンズナイトと呼ばれる方たちです。その一人が女王の勅ちよく命めいを受けてゲームに参加しに来たとか。おかげさまで、興味本位の参加者が増えて大盛況というところです」

　楽しそうにサンドイッチを袋ふくろに詰つめ込むキャロロ。十六夜は代金を支し払はらってサンドイッチを受け取り、売店を後にする。

　噴水広場の噴水に腰を下ろした十六夜は難しい顔で腕うでを組んだ。

（………。まさか、本当に凄すごいゲームなのか？）

　黄金盤に書かれた〝契約書類〟に視線を落とす。

　キャロロは軽い調子で語っていたが、先ほど並べられた参加コミュニティは大型の組織ばかりだ。本来なら下層のゲームに参加することはない。特に〝ケーリュケイオン〟と〝クイーン・ハロウィン〟の二つは超ちよう大物だ。

　前者はギリシャ神群の金庫番、後者は太陽の主権を所持する大魔王。

　何いずれも箱庭に召しよう喚かんされたばかりの十六夜でさえ聞いたことのある組織だ。とてもではないが最下層で開催されるゲームの参加者ではない。

　改めて〝契約書類〟の文面に視線を落とした十六夜はサッと読み返し、眉まゆを顰ひそめて難しい顔をする。

「黄金盤………ねえ。まあアルス・マグナではないにせよ、何か重要な恩恵ギフトなのは確かなのかな」

　サンドイッチを口に運び、参加者の傾けい向こうを交えて再考察を開始してみる。




　───コミュニティ〝ケーリュケイオン〟。

　ギリシャ神群の中ちゆう核かくを成す〝オリュンポスの十二柱〟の一人、商業神が所持する神杖ケインから戴いただいた名がこれだ。旗印として描えがかれる〝二頭の絡からみ付く蛇へび〟は外界に於おいても余りに有名な紋もん章しようだろう。

　欧おう米べいの商業組織や医い療りよう機関は勿もち論ろんのこと、中学高校の校章のモチーフとしても描かれており、洋の東西を問わず広く知られている旗印だ。

　信しん仰こうが神群の霊れい格かくに繫つながるというのであれば、〝ケーリュケイオン〟は一九〇〇年代から二〇〇〇年代のギリシャ神群の信仰を支える稼かせぎ頭がしらと言っても過言ではない。その商業コミュニティがわざわざ〝サウザンドアイズ〟の主しゆ催さいするゲームに乗り込んできたのだ。これは何かの手て掛がかりと考えてもいいだろう。




　次───コミュニティ〝クイーン・ハロウィン〟

　二〇〇〇年代でこそハロウィンはお祭り行事の一つでしかないが、時代を遡さかのぼると古代ケルト民族が栄さかえていた頃ころから行われている伝統ある祭事でもある。

　ケルト民族は一年の季節の中で輝かがやきを変える太陽を生と死の象しよう徴ちようとして崇あがめ、収しゆう穫かく祭などの祭事を行っていた。それがケルト民族の太陽信仰、ハロウィンの原型である。

　ケルトで太陽神といえば必中必勝の神しん槍そうと名高い〝光の腕ブリユーナグ〟の所持者・太陽神ルーが有名だが、それはケルト民族の祖先を神と崇める祖そ霊れい崇すう拝はいという概がい念ねんに基もとづいて描かれた偶ぐう像ぞうである。本来なら英えい霊れいにカテゴライズされる種なのだが、後天的な信仰によって死後に神しん霊れいとして成り上がったのだ。

　しかし最高神まで上のぼり詰めたとしても、元が人間では最強種にはほど遠とおい。

　純血の龍りゆう種しゆ、星の代表者、生来の神霊。

　神群を守る為ためには隔かく絶ぜつした霊格を持つ、三種の最強種の庇ひ護ごが必要不可欠だ。

　後天的な神霊が多いケルト神群の中で担かつぎ上げられたのが、太陽の運行を信仰とした最強種───太陽と境界の星霊〝クイーン・ハロウィン〟である。




（といっても、太陽の主権は白夜叉が押さえているっぽいし。そっち絡がらみの私し怨えんなんじゃねーか？）

　肘ひじを突いて首を捻ひねる。ハロウィンには知識のある十六夜だが、箱庭で女王と呼ばれる者については人となりも何も知らない。彼が知るのは白夜叉と犬猿の仲であるということと、箱庭三大問題児の一角であるということ。

　そしてその名に恥はじぬ実力者であるということだけだ。

（レティシアが言ってたな………『黄金の女王には手を出すな』、だっけ？　大おお仰ぎような忠告は結構だが、本当にそこまで凄いのか？）

　己おのれの目で確かく認にんしていない以上、懐かい疑ぎ的になるのは仕方がない。ましてや今は機き嫌げんが悪い。人付き合いとはいえこんなよくわからないゲームに参加することになったのには不満しかない。しかしだからと言って手を抜ぬくわけにもいかない。黒ウサギをメイドにする権利は惜おしい。二人に譲ゆずるのは余りにも勿もつ体たい無い。

（ま、欲しいものがあったら働くしかないってことだな）

　やれやれと仕方なさそうに首を左右に振ふる。手ごろな所でリトルゲームに挑いどもうとして───突とつ如じよ、憩いこいの場で大きな歓かん声せいが上がった。

「すげえ、あっという間に五連勝だ！」

「今一番クリアに近いんじゃないのか⁉」

「くそ、女相手にやられっぱなしで終われるかッ！」

「応よ！　男衆を呼んで来いッ！　どうせ敗退は確定だ！　総力戦で行くぞッ[image: !!!]」

　何？　と怪け訝げんそうに振り返る。普ふ段だんならよくあることだろうと聞き流していたが、今回に関しては少し事情が違ちがった。

　ゲームでの勝負ならいざ知らず、それとは無関係な勝負を仕し掛かけるというのが癪しやくに障さわったのだろう。あるいは女を相手に無法を働くというのも気に食わなかったのだろう。

　だがそれ以上に、機嫌が悪いことが災いした。大きな理由はそれだ。

　十六夜はここぞとばかりに鬱うつ憤ぷんを晴らそうと立ち上がる。〝強きを挫くじき弱きも挫く〟、そのスタンスに則って振り返った途端───

　大の男たちが五人、一いつ斉せいに吹ふき飛んできた。

「お？」

　意外な声を上げてそれを避よける。巨きよ漢かんの男たちは噴水広場の石いし畳だたみを削けずり取るような勢いで転げ回り、為なすすべもなく失神した。

　十六夜の瞳ひとみは途端に好こう奇きの色に染まって相手を見る。

　巨漢を吹き飛ばした女は麻あさ布ぬののローブを頭から被かぶった怪あやしい風ふう貌ぼうをしていた。

「………へえ？　あっという間に五連勝っていうのは噓うそじゃないみたいだな」

　軽口を言いつつ、麻布のローブを被った女に近づく。

　深く顔を隠かくしている為によく見えなかったが、うっすらと覗のぞくその影かげからは仮面のようなものが見えた。どうやら素す顔がおを隠さねばならない身分の人間らしい。

　ますます以もつて興味深いと、十六夜は泰たい然ぜんと歩を進める。

　すると仮面の女は無言で〝契約書類〟を突つき出した。








『　─　ギフトゲーム名　〝Raimundus Lullus〟　─





　　　　参加資格Ｅ：力ある者。







　　　　敵対者：　善なる者。

　　　　　　　　　偉い大だいなる者。

　　　　　　　　　継けい続ぞくする者。

　　　　　　　　　知ち恵えある者。

　　　　　　　　　意志ある者。

　　　　　　　　　徳ある者。




　　　　敗北条件：〝契約書類〟の紛ふん失しつは資格の剝はく奪だつに相当。

　　　　勝利条件：全すべての〝ルルスの円えん盤ばん〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ。







　　　　ゲーム補足：全ての参加者の準備が調ととのい次し第だいゲーム開始。

　　　　　　　　　　ゲームの終しゆう了りようは全ての参加者の敗北した場合。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝サウザンドアイズ〟はギフトゲームを開かい催さいします。






〝サウザンドアイズ〟印』









　十六夜が文面を読むのを確認すると、仮面の女は首を傾かしげる仕草を見せて問う。

「………私のリトルゲームは〝力〟です。残りは〝善〟と〝徳〟の二つです」

「そりゃあ都合がいい。俺の〝契約書類〟は〝善〟だ。これを賭かけてリトルゲームをするっていうことでいいのか？」

「はい。〝善〟か〝力〟を競きそうことになりますが………」

　いかがします？　と小首を傾げる仮面の女。その仕草や静せい謐ひつな声こわ音ねから育ちの良さを感じさせる。この下層付近の出身者ではないのだろう。

　十六夜は未知の実力者に昂たかぶる心を抑おさえながら、二つ返事で応じた。

「〝善〟は趣しゆ味みじゃない。それに曖あい昧まいで抽ちゆう象しよう的すぎる。個人的には〝力〟を所望したいね」

「わかりました」

　カチャリと剣けんを鳴らして鞘さやから引き抜く。その際にローブの下から白い手てつ甲こうと騎き士し甲かつ冑ちゆう、そしてドレススカートが見えた。やはり騎士か何かなのだろうか。

　十六夜がリトルゲームを承しよう諾だくし、無造作に一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん───

　ヒュゥ、と剣けん先さきが鼻先を掠かすめた。

「───っ⁉」

　気が付けば、上体が後ろに仰のけ反ぞっていた。

　意識よりも尚なお早く反射で体が動いていた。

　十六夜が視覚で認識できたのは、仮面の女の手元が僅わずかに揺ゆれた瞬間だけだ。油断していたとはいえ恐おそろしい抜き打ち速度である。

（ハッ………！　コイツは極ごく上じようだな………‼）

　更さらに続けざま、鋭するどい剣けん閃せんが十六夜を襲おそう。返す刃やいばの鋭さも尋じん常じようではない。箱庭で十六夜が相手をしてきた中でも最速の一いち撃げきだった。

　弛たるんでいた意識を切り替かえた十六夜は、瞬しゆん時じに敵の実力を把は握あくする。

　しかしそれは、仮面の女も同様だった。

（躱かわされた………？）

　自分の実力に自うぬ惚ぼれていたわけではないが、よもや下層で己の剣を避ける者がいるとは思わなかった。一撃のみならば偶ぐう然ぜんだが、二撃目までも躱したのならそれは実力だ。

　仮面の女は即そく座ざに十六夜を強敵と認識を改め、大きく一歩後退する。

　剣の柄つかを捻ると刀身が緩ゆるみ、鞭むち状に弛んで分解される。

　十六夜はそれが連接剣だと悟さとり、即座に距きよ離りを詰つめた。

（仕込み刀とは洒落しやれてるが、そいつは下策だろ）

　鞭のように撓しなる剣閃は確かに脅きよう威いだが、距離を詰めてしまえばどうということはない。加速する剣先を捉とらえるのは難しいが、手元を見ていればその軌き跡せきは読み取れる。十六夜は連接剣が振るわれる刹せつ那なを狙ねらい、大地に発破をかけたような踏み込みで肉にく薄はくする。

　瓦が礫れきを撒まき散らしての突とつ進しん。

　並の敵が相手ならその風圧だけで決着が付いていただろう。

　しかし仮面の女はそれを読んでいたかのように、手元に二本の長なが槍やりを構えていた。

（何ッ………⁉）

「終わりです。いい戦いでした」

　勝利宣言と共に、ローブの下から高速の一いつ閃せんが奔はしる。こちらも並の相手ならば問答無用で叩たたき伏ふせられていただろう。

　しかし十六夜の出で鱈たら目め加減は更に上にあった。

　十六夜は突進を止められないと理解するや否いなや、構えていた拳こぶしを石畳に叩きつけて地じ盤ばんごと吹き飛ばしたのだ。

「………⁉」

　響ひびく轟ごう音おん。弾はじける広場の石畳。

　仮面の女は足場ごと吹き飛ばされ、為すすべもなく宙を舞まう。十六夜はこれを絶好の機会だと悟り、追つい撃げきを仕掛けようと天を仰あおぐ。

　だが一手遅おそかった。

　宙で身を翻ひるがえした仮面の女は、次の瞬間には剛ごう弓きゆうを構えて十六夜を狙っていたのだ。

「っ、クソが！」

　矢や継つぎ早ばやに放たれる矢の散雨を悪態を吐つきながら避ける。ここに来てようやく十六夜は仮面の女の戦術を悟った。

　二本の槍、連接剣、そして剛弓。

　近中遠距きよ離りを武具の連続換かん装そうで合間無く攻め続けることで隙すきを生まずに戦うのだ。しかし口にするのは簡単だが、並の武ぶ錬れんではない。三種の武器を同レベルかつ高レベルで修得しなければ成し得ない無む窮きゆうの技術があって初めて成し得るスタイルだ。

（………いるところにはいるもんだな）

　矢の散雨を全て躱し、噴ふん水すいの影に身を置く。

　予想以上の強敵を前にした十六夜だが、その瞳に浮うかぶのは歓かん喜きではない。

　より強い、感かん嘆たんの色が浮かんでいた。

　この敵は紛まぎれもない強敵だ。しかも十六夜と対極に位置する強敵だ。

　天てん賦ぷの才を与あたえられた十六夜とは違い、仮面の女の武錬には尋常外の修練と研けん鑽さんが感じられた。並々ならぬ剣けん術じゆつ、槍そう術じゆつ、弓術への信しん仰こうと確信、そして強い意志が無ければこんな技術は身に付かない。その証しよう拠こに、攻こう防ぼう速そくのどれをとっても十六夜が勝っているというのに、完全に攻せめあぐねていた。

　この敵は強い以上に、巧いのだ。

（黒ウサギ………今いま更さらだが、超ちようグッジョブ）

　こんな稀け有うな実力者とは今後いつ出会えるかわかったものではない。拳を握にぎりしめ、この強敵を倒たおすために思考を奔らせる。




　遠くで騒さわぎが起き始めたのは、丁度そんな時のこと。




　　　　＊




「しまった………！　十六夜君に嵌はめられたわ………！」

「うん………よくよく考えたら、私たちって〝契約書類〟を持ってないもんね」

　悔くやしそうに指を嚙かむ飛鳥と、肩かたを落として苦笑いする耀。

　この〝契約書類〟は参加資格であり、同時にチップでもある。それを十六夜が所持していてはリトルゲームにすら参加できない。

　面おも白しろそうだというだけで街まで駆かけだした二人がそれに気が付いたのは、つい先ほど参加するゲームを決めた時だった。

　飛鳥は心底悔しそうに親指を嚙み、目の前のリトルゲームを恨うらめしそうに見る。

「自分たちの庭がこんなに賑にぎわってるのに参加できないなんて………なんていう屈くつ辱じよくなの………！」

「そうだね。ご近所さんが楽しそうなのに参加できないのは寂さびしいね」

　憤いきどおる飛鳥を苦笑いで宥なだめる耀。

　そういう彼女は売店で林りん檎ご飴あめを買い、別の方向性でこのお祭りを楽しんでいる。お風ふ呂ろと食事と寝ね床どこがあれば問題ないという彼女らしい楽しみ方である。

　一ひと頻しきり怒いかりをぶちまけた飛鳥は徐じよ々じよに虚むなしくなり、耀と共にチョコバナナを買って齧かじることにした。

　その後、二人は祭りを散策する方向に意識を変え、売店を見て回る。

　一ひと際きわ大きな声で客引きする、陽気な笑い声が響いた。

「ヤホホホ！　さあさあみなさん、御お立たち合あいでございますヨ！　〝ウィル・オ・ウィスプ〟から特別ゲームのご案内です！」

「〝知ち恵え〟〝意志〟〝徳〟の三種類の〝契約書類〟を、リトルゲーム形式で譲ゆずっちまうぜ！」

「尚！　参加条件を満たしていない方も、相応の対価があればご参加いただけますヨ！」

　───え？　と飛鳥と耀が同時に振ふり返る。

　二人の視線を集めたのは火か龍りゆう誕生祭の時に居たカボチャ頭の幽ゆう鬼き、ジャック・オー・ランタンだった。その頭上に座って足を組んでいたアーシャ＝イグニファトゥスも二人を見つけ、手を振って声をかける。

「お、いつかの名無しじゃん。お前たちも参加するか？」

「………〝契約書類〟が無くても参加できるの？」

「相応の対価を払はらってくれればね。───ま、私たちのゲームは激ムズだけど？」

　ニヤニヤと笑って挑ちよう発はつする。

　こうなれば二人も退ひくことは出来ない。売り言葉に買い言葉。

　飛鳥と耀は挑いどみかかるように前に出てジャックとアーシャに問う。

「いいわ。対価を言いなさい」

「どうせ私たちが勝つ。だから問題ない」

「ヤホホホ！　元気があってよろしいですね！」

「ふふん。まあ聞いてから後こう悔かいしなきゃいいけど」

　そんなわけがない、と二人は同時に言い切る。

　強気な二人に対し含ふくみ笑いで返すジャックとアーシャ。

　アーシャは他ほかの参加者が粗あら方かた集まったのを確かく認にんし、両手を広げて宣言した。

「私たちのリトルゲームは───これだッ！」
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　リトルゲーム：〝知恵〟と〝意志〟と〝徳〟

　※ルール概がい要よう


　　　一時間以内に〝ウィル・オ・ウィスプ〟の売り物を最も多く売り捌さばいた者が勝者。

　　　但ただし原則として、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗印が入ったメイド服で売ること。

　　　尚、男の参加者もメイド服着用必ひつ須す。

　　　敗者は一日メイド服で〝ウィル・オ・ウィスプ〟での無む償しようの売り子を強要します』











「「うわお」」




　二人、及および男性参加者に戦せん慄りつが走った。




　　　　＊




　───外門、噴水広場前。

「うう………皆みなさん、どこに行ったのですかッー‼」

　黒ウサギはウサ耳をしんなりとさせて、噴水広場を散策していた。本ほん拠きよの館やかたから一目散に駆けていった十六夜たちを探し自由区画を当てもなくふらついている。

　同行していたレティシアも煌こう々こうと輝かがやく金きん髪ぱつを靡なびかせ、黒ウサギとともにリトルゲームの会場を見て回った。

　メイド服に身を包んだレティシアは本来の凛り々りしさを損そこなうことなく美び麗れいな従者として黒ウサギの一歩後ろをを追従している。騎き士しとしても洗練されている彼女にとって従者の真似まね事ごとは容易たやすいことなのだろう。

　レティシアはウサ耳をへにょらせている黒ウサギに苦笑いを浮かべた。

「気張るのもいいが、もう少し楽しんだらどうだ？　この規模のゲームは東側だと珍めずらしい。羽を伸のばすには丁度いい機会だろう？」

「それは、そうですけども………」

　街の賑わいは陽気な喧けん騒そうと華はなやかな装いに彩いろどられている。この雰ふん囲い気きに当てられて遊び回るのは簡単だが、黒ウサギを取り巻く状じよう況きようはそれどころではない。

　問題児三人組の動向次し第だいでは、メイドとして扱こき使われるかもしれないのだ。

　黒ウサギはどんな仕打ちを受けるのかと想像するだけで、ウサ耳が震ふるえる気持ちになった。

「ゲームの仲ちゆう介かいをしただけなのに………どうしてこんなことに………！」

「まあ、そう言うな。メイドも慣れれば悪くない。黒ウサギのメイド姿は愛らしく映はえるに違ちがいない。私がきちんと教育してやるから安心すると良い」

　口元を押さえながら笑えみを零こぼすレティシア。

　ますますウサ耳を萎しおれさせて肩を落とす黒ウサギ。

　二人が街を散策している最中───ふっと、見慣れない旗印が視界の隅すみに映った。

「………黒ウサギ。あの男の胸むな元もとにある旗印を見ろ」

「へ？」

「あれだ。蛇へびと杖つえの旗印───〝ケーリュケイオン〟の旗だ」

　僅わずかな顎あごの動きだけで視線を促うながす。

　レティシアが指し示した男の胸には杖に絡からみつく二匹ひきの蛇の旗印が刻まれていた。

　黒ウサギは思わずウサ耳を跳はねさせ、声を潜ひそめる。

「〝ケーリュケイオン〟………！　ギリシャ神群の金庫番がどうして東の下層に⁉」

「わからん。ゲームの参加に来たことは確かなのだろう。だがもしかしたら、〝ペルセウス〟の一件が理由で送り込まれたのやもしれん」

　声には若じやつ干かんの緊きん張ちようが含まれている。

〝ノーネーム〟は一月前、〝サウザンドアイズ〟の傘さん下かに下っていた〝ペルセウス〟を打ち倒し、星空から旗印を下ろさせるという偉い業ぎようを成した。

　しかしそれは同時に、ギリシャ神群に収集されていた信仰の一部を削そぎ取ったということでもある。これにはギリシャ神群の総本山も黙だまってはいられないだろう。

「あのゲームには〝サウザンドアイズ〟が関かかわっていた。だから報復はないだろうと高たかを括くくっていたが………警けい戒かいしておいた方がよさそうだ。すぐに十六夜たちを探そう」

「ＹＥＳ！」

　グッ、と両手に力を入れて気合いを入れる。流石さすがにこの事態で何時いつまでも心を折っていられない。ウサ耳を伸ばして気持ちを入れ替かえる。

　二手に分かれて捜そう索さくに出ようとしたところで───路地外れの天幕から、聞きなれた声が届いた。

「ほら、飛鳥。恥はずかしがってる場合じゃない。もっとまじめに客引きしないとゲームで勝てないよ」

「む、無理よ！　こんな恥ずかしい格好で人前に出られるはずがないでしょう⁉」

「大だい丈じよう夫ぶ。超似合ってる。超グッジョブ。超メイド」

「超メイド⁉」

「超メイド[image: !!?]」

「ほう。超メイドか」

　キラリ、と瞳ひとみを輝かせるレティシア。

　何か琴きん線せんに触ふれるワードだったのだろう。大おお股またで路地外れの天幕に駆け寄ったレティシアは布を勢いよく剝はぎ取った。

「っ、きゃ………⁉」

「む？」

　小さく上がる悲鳴。その声の主の姿を値ね踏ぶみするレティシア。

[image: ]

　天幕の中に居たのは久遠飛鳥と春日部耀だった。

　二人は白と黒のレースで飾かざられたミニスカートタイプのメイド服を着込み、〝ウィル・オ・ウィスプ〟製の燭しよく台だいや硝子ガラスのランプ、その他食器類などを載のせた売り子用の台車に手を載せて驚おどろいている。

　特に飛鳥は頰ほおを真っ赤に染め、怯おびえきったように身を竦すくませていた。

「レ、レティシア………？　どうしてそこに、」

「二人の声が聞こえたから、何事かと思ってな。しかし………ふむ」

　顎に手を当てて二人のメイド姿を観かん賞しようする。

　普ふ段だんは紅あかいドレススカートなど布の面積が広い服を好んで着る飛鳥だが、このメイド服はその対極で露ろ出しゆつ度どが非常に高い。

　日焼けしていない瑞みず々みずしい白い肌はだは眩く、煽せん情じよう的な脚あしのラインと胸元を大きく開いて見せている。まだ若い飛鳥だが、女性的な魅み力りよくを十分に感じさせる造形になっていた。

　一方の耀だが、女性的な魅力には欠けるものの幼さとメイド服が相まって非常に愛らしい雰囲気を醸かもし出している。これで愛あい想そを出せれば売り子としては文句なしだろう。

　レティシアはしばし二人のメイド服姿を凝ぎよう視しした後、小さくため息を吐ついた。

「………くっ。若さの暴力、これが超ちようメイドか………！」

「いえ、幼さで言えばレティシア様の方が外見は幼いですからね？」

　小さくツッコミを入れる黒ウサギ。

　そういう問題ではないのだと反論しようとするレティシアだったが、ここで言い返しても仕方がない。

　二人の隣となりにある台車を指差し、改めて問う。

「二人がメイド姿をしているのは、そこの台車に関係があるのか？」

「え、ええ。実は───」

　飛鳥は肌を隠かくしながら〝ウィル・オ・ウィスプ〟の〝契約書類〟を見せた。
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　リトルゲーム：〝知恵〟と〝意志〟と〝徳〟

　※ルール概要


　　　一時間以内に〝ウィル・オ・ウィスプ〟の売り物を最も多く売り捌いた者が勝者。

　　　但し原則として、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗印が入ったメイド服で売ること。

　　　尚なお、男の参加者もメイド服着用必須。

　　　敗者には一日メイド服で〝ウィル・オ・ウィスプ〟での無償の売り子を強要します』











　文面を読み込んだレティシアは、途と端たんに眉まゆを顰ひそめた。

「………ちょっと待て。本当にこれがゲーム内容の全文なのか？」

　怪け訝げんそうにレティシアが眉を顰める。このゲームは主しゆ催さい者しやと参加者の対立ではなく、参加者の対立で勝敗を決めるように作られている。これだと〝ウィル・オ・ウィスプ〟は黄おう金ごん盤ばんを失い、参加資格を失う事になるだろう。

　小首を傾かしげるレティシアに、耀が苦笑いで答える。

「ジャックたちは〝クイーン・ハロウィン〟の付つき添そいで来ただけで、ゲームに勝ち残る事に興味がないみたいだから。ゲームの勝者に三つとも譲ゆずるってさ」

「彼が言うには、優勝しても自分たちにはあまり意味がないとか」

　なんと、と驚いたようにレティシアが声を上げる。

　ジャックたちがゲームに興味がないこともそうだが、〝クイーン・ハロウィン〟───箱庭第三桁けたという超大物の一派までもが下層のゲームに参加していることに驚きを隠せなかった。

「〝ケーリュケイオン〟に続いて〝クイーン・ハロウィン〟がこんな下層のゲームに参加しているとは………俄にわかには信じがたい状況だな」

「ですが本当に錬れん金きん術じゆつの秘ひ奥おうであるアルス・マグナが手に入るのなら、これらのコミュニティが参加しているというのも不思議ではないと思いますよ？」

　黒ウサギがウサ耳を立てて自じ慢まんげに話す。

　しかしレティシアはその件については否定的だった。確かに〝サウザンドアイズ〟は天上天下に轟とどろく大コミュニティだが、こんな下層の景品にそんな貴重なものをつぎ込むはずがない。

「これはもしかしたら………一いつ般ぱん参加者には知らされていない、何か裏の事情があるな」

「………そうだね。少し情報を整理しよう」




　───状況をまとめる為ために、一同は今までの情報を整理する。

　①ギフトゲーム〝Raimundus Lullus〟は錬金術の〝ルルスの術〟の文面を使用。

　②七つの黄金盤を集めることでゲームの勝者となる。

　③〝ウィル・オ・ウィスプ〟は賞品を知っているようだが、無用と判断。

　④〝ケーリュケイオン〟〝クイーン・ハロウィン〟といった大型のコミュニティが参戦している。

　⑤上記の③④から、大型のコミュニティでなければ勝利する意味のない賞品である。




　思いつく限りのファクターを並べて知ち恵えを絞しぼる一同。

　しかしこれだけではまだ正しい解答には至れない。小首を傾げながら〝契約書類〟の文面を反はん芻すうし───ハッと、何かに気が付いたように耀が顔を上げた。

「もしかしたら………このゲームそのものが、〝商業力〟を競きそうものなんじゃないかな？」

「何？」

「というと？」

　飛鳥とレティシア、そして黒ウサギが一いつ斉せいに疑問の声を上げる。

　耀はしゃがみ込んで地面に〝契約書類〟の文面を書く。
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　　　　参加資格Ｂ：善なる者。







　　　　敵対者：　力ある者。

　　　　　　　　　偉い大だいなる者。

　　　　　　　　　継けい続ぞくする者。

　　　　　　　　　知恵ある者。

　　　　　　　　　意志ある者。

　　　　　　　　　徳ある者。




　　　　敗北条件：〝契約書類〟の紛ふん失しつは資格の剝はく奪だつに相当。

　　　　勝利条件：全すべての〝ルルスの円えん盤ばん〟を結合し、真理ならざる栄光を手にせよ。







　　　　ゲーム補足：全ての参加者の準備が調ととのい次し第だいゲーム開始。

　　　　　　　　　　ゲームの終しゆう了りようは全ての参加者の敗北した場合。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝サウザンドアイズ〟はギフトゲームを開かい催さいします。






〝サウザンドアイズ〟印』









「初めはリトルゲームを七回クリアしなくちゃいけないのかと思ったけど、これはそれに限った物じゃない。私たちがジャック達から受けたリトルゲームも、一度で三つの〝契約書類〟を賭かけの対象にすることが出来たし。つまりこのゲームは、特定の共通項こうをもったリトルゲームなら、一度で七つの黄金盤を競い合うことが出来るんだ」

　それが〝商業力〟なのではないか、と耀は推測する。

　善、知恵、意志、徳のワードは商業の信用基き盤ばん。

　偉大、継続、力のワードはコミュニティの規模や経済力。

　勝利条件である〝ルルスの円盤の結合〟とは、リトルゲームを一度に済ませるという意味が込められていたのだ。

　が、ということはつまり───

「まさか………本当の参加者は私たちではなく、この露ろ天てん商しようたちだというの⁉」

　驚きよう愕がくして周囲を見回す飛鳥。

　よもや己おのれが舞ぶ台たい装置として使われていたとは思いもよらなかったのだろう。

　耀は首しゆ肯こうして、最後の結論を出す。

「そう。最終的なゲームの勝者はきっと、七つの黄金盤を集めて、売り上げを最も出したコミュニティから選ばれるんだ。〝ケーリュケイオン〟みたいな超大型商業コミュニティが参加しているという点から、今回の賞品は即そく物ぶつ的な道具や金品じゃなくて、商売の権益なんじゃないかと思う。───どうかな？」

　耀の推論に、一同は腕うでを組んで言葉をなくす。

　それがもし本当なら〝ノーネーム〟にとっても利益のないゲームだ。彼らには商売を行うだけの組織的な基盤は無い。手に入れたところで意味のないものとなるだろう。

　黒ウサギは落らく胆たんを隠しきれず、悲しそうにウサ耳を萎しおれさせた。

「それでは廃はい墟きよを整備するという黒ウサギの目標も、叶かないそうにありませんね………」

　何せあれだけの荒あれ地ちだ。

　綺き麗れいな景観を取り戻もどすためには人材と財力が必要不可欠だろう。メルンやディーンは農地の整備で手いっぱいで、とてもではないが廃墟にまで手が回らない。一二〇人の子供たちを養う必要のある〝ノーネーム〟にそれだけの資金を捻ねん出しゆつする力はなかった。

「でも、参加賞で黄金盤がもらえるわけですから、これはこれで良しとするのですよ！　この黄金も金きん塊かいとして質しちに出せば───」

「───待った。それどういうこと？」

　耀が片手を上げて黒ウサギに問う。その声には先ほど以上の真しん剣けんみが込められている。彼女の謎なぞの気き迫はくに、黒ウサギは慌あわてて補足した。

「す、すみません。また説明不足でした。この黄金盤は参加賞として参加者に配布された物でもあるのです。なのでゲームに勝てずとも負けなければ、この黄金はもらえるのですよ」

　ポンッ、と納なつ得とくがいったように両手を叩たたく。

　だがそれも全ては、このゲーム舞台で参加者たちにお金を使わせることが目的だったと考えれば辻つじ褄つまが合う。初めから参加者たちはゲームの舞台装置として呼ばれていたのだから。

　耀は黒ウサギの話を聞いてしばらく思案するように考え込み───突とつ如じよ、悪戯いたずらを思いついたかのように小さく微笑ほほえんだ。

「なら、その金塊を全て頂こう」

「───へ？」

「売り上げで黄金盤を賭け合ってるなら、一番稼かせいだコミュニティに金塊が全て与あたえられるはず。だから私たちも市場に参加して、露天商たちの鼻を明かしてやろう」

「あら素す敵てき。でも勝算はあるの？」

　耀の不敵な作戦に飛鳥も笑えみで応じる。

　耀は勢いよく立ち上がり、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の商品が載った台車を叩いて悪戯っぽく笑った。

「やり方はジャックたちが教えてくれた。きっと上手うまくいく。だからその為に───」

　台車から、バサァ！　とメイド服を引きずりだし、

「黒ウサギにも、超ちようメイドになってもらう」

「………え？」

　キョトン。とした顔を見せた後。

　黒ウサギは「何ですと⁉」とウサ耳を跳はねさせた。




　　　　＊




　───〝サウザンドアイズ〟支店・白夜叉の居間。

　華カ蘭ラン、と鹿しし威おどしの雅みやびな音が鳴り響ひびいた頃ころ。

　白夜叉は私室で腕を組み、耳を澄すましてゲームの動向を探さぐっていた。彼女はコミュニティの同士からもらった〝ラプラスの瞳ひとみ〟と呼ばれる情報収集ギフトを用いて、区画内に複数の監かん視し精せい霊れいを飛ばしていた。メルンのような群体精霊である彼女たちは視覚と聴ちよう覚かくを共有して情報を送っている。本当は治安維い持じの為に渡わたされたギフトなのだが、白夜叉の趣しゆ味みと性格も相まって主に盗とう聴ちようと盗とう撮さつに使われることが多い。

　そう考えれば、街を見て回っているだけの今はとても健全だろう。

「ふふふ。此こ度たびの企き画かくも賑にぎわっとるの。良きかな良きかな」

　賑わう街の喧けん騒そうと熾し烈れつな戦いを繰くり広げる自由区画に気を良くして小さく微笑む。彼ら〝階層支配者〟には治安の維持だけでなく地域の活性化を促うながす役割がある。

　こうして定期的に大規模なゲームを開き、試練を与えているのだ。

「しっかし、〝ケーリュケイオン〟はともかく………よもやクイーンの奴やつが女王騎士を送り込んでくるとはの。例の挑ちよう戦せん権けんの噂うわさを何処どこかで嗅かぎつけたか」

　白夜叉は幾いく星せい霜そうの昔、白びやく夜やの星霊として太陽主権の試練に挑いどんだことがあった。数々のゲームを繰り広げ、並み居る神群の太陽神を蹴け散ちらし、二十四の太陽主権のうち過半数である十四もの主権を獲かく得とくした。

〝クイーン・ハロウィン〟はその時に競争相手として戦った、数千年に及およぶ仇きゆう敵てきなのである。

「太陽主権の戦争から既すでに幾星霜が経たったというのに。相も変わらずいちゃもん付けに来るなあ、あやつは」

　脱だつ力りよくしたように肩かたを落とす。しかし放っておくわけにもいかない。女王騎士が出しゆつ陣じんすれば最後、下層のコミュニティでは相手にならない。

　ふーむ、と両りよう腕うでを組んで思案する。

　魔ま王おうと恐おそれられている〝クイーン・ハロウィン〟だが、ケルト神群の最大勢力という一面もある。女王の傘さん下かには円えん卓たくの騎き士しや光の御み子こといった著名な騎士を始め、絶大な力を誇る魔女フエイや伝術師ドルイド、世界の境界を越こえて召しよう喚かんされる幻げん獣じゆうたちが集結している。

　南の〝階層支配者〟である〝アヴァロン〟もその一角だ。

　秩ちつ序じよを乱すほど横暴で我わが侭ままな女王ではあるが、乱した分だけ整えもする。魔王の烙らく印いんを受けながらも罰ばつされる事無く野放しにされているのはそういった理由があった。

「まあ、相手が女王騎士と知って喧けん嘩かを売る者はおるまい。もうしばらく様子を見るか」

　ズズズ、と緑茶を啜すすりながら安あん穏のんと息を吐はく。

　ドドド、と廊ろう下かを走る足音が聞こえてきたのは、その直後だった。

「た、大変です白夜叉様！　女王騎士と思われる女が………〝ノーネーム〟の男を相手に、露ろ店てんを薙なぎ倒たおしながら大暴れしています！」

「何ですと⁉」

　ブヒャ、と緑茶を口から噴き出す。

〝サウザンドアイズ〟の支店の門が吹ふき飛んだのは、それから間もなくのことだった。




　　　　＊




「おい、聞いたか⁉」

「うん？　何が？」

「おいおいおいおいおい、お前さんまだ知らねえのか⁉　何でも物もの凄すごく可愛かわいい四人組が、メイド姿で！　メイド姿で‼　メイド姿でッ[image: !!!]───もう一度言うぞ！

　メ　イ　ド　姿　で　、出店の総合代理店を始めたんだぞ‼」

「なん………だと……？」

「しかもその一人が〝箱庭の騎士〟なんだぞッ‼」

「しかももう一人が〝箱庭の貴族〟───あの月のウサギなんだってよッッ[image: !!!]」

「「「な………なんだってー[image: !!?]」」」




　その瞬しゆん間かん、二人の戦いを見ていた観客に電流が走った。




　　　　＊




「い、いらっしゃいませー！　出店代理店・〝ノーネーム〟のウサギ小屋はこちらなのですよー[image: !!!]」

　噴ふん水すい広場の一角に、とんでもない長さの行列が出来上がっていた。

　蜷局とぐろを巻くような人の列はもはや一つの生命体ではないかと錯さつ覚かくさせる。それほどまでに彼らは礼れい儀ぎ正ただしく列に並んでいた。一体何が彼らをそうさせるのか───

　答えは、列の先頭にあった。

「か………か、買い物をしたい人は、静かに列に並んでお待ちなさいッ！」

「「「イェス、マイマムッ！」」」

　カァッと耳まで紅潮させながら、メガホン片手に叫さけぶ黒いロングストレートのメイド少女───久遠飛鳥は、今の自分の姿に羞しゆう恥ち心しんを隠かくせずにいた。

（スカートの丈たけが短い………！　それにどうして私が使用人の格好を………⁉）

　花も恥はじらう財ざい閥ばつの令れい嬢じようにして昭和女子代表・久遠飛鳥。

　メイド服の下の若く瑞みず々みずしい肢し体たいの太モモには成長途と中ちゆうの少女の魅み力りよくが詰つまっている。

「赤面罵ば倒とうメイド………！」

「素す晴ばらしい！　あれを考えた奴は天才か⁉」

「ワンスモアセイッ！　ワンスモアセイッ！　ワンスモアセイッ！」

「っ、この………！　お黙だまりなさいと言ってるのが分からないの⁉」

　メガホンを持って有ありっ丈たけの声で叫ぶ。するとピタリと歓かん声せいが止やんだ。

　人心を摑つかむ言葉を放つ彼女にとって順番待ちの整理など難しいものではない。しかし今は羞恥心が正しい判断を邪じや魔ましていた。

　飛鳥の言葉で黙る男性客一同。

　しかし黙り込むことで男たちの熱意はより飛鳥のメイド姿に向けられ、衆しゆう人じん環かん視しの的となる。無言で熱視線の集中砲ほう火かを浴びた飛鳥は一層頰ほおを紅潮させ、自分の身体からだを抱だきしめながら睨にらみ返す。

（くっ………こ、ここで〝見るな！〟と命令するのは簡単………！　でも、それじゃお客が散ってしまうかもしれない………‼）

　それだけは避さけねばならない。しかし不ふ埒らちなメイド服を着たまま衆人環視の的になるには、飛鳥は生まれた年代が悪すぎた。昭和女子にミニスカメイド服は異世界文化すぎた。

　羞恥心に耐たえながら出店の方を見る。

　出店では売り子をする春日部耀とレティシアがいた。まだ体型的に幼さのある二人にはこのぐらいの丈のスカートなど恥ずかしがるほどのモノでもない。

　耀は小さく微笑みながら、レティシアは優ゆう雅がに微笑みながら預かった品々を捌さばいていく。そして商品の受け渡し口に立つウサ耳メイド───黒ウサギは、自棄やけっぱちになって愛あい想その嵐あらしを振ふりまいていた。

「か、可愛いメイドさんのお店は、こちらなのですよー‼　こ、ここなら他ほかの出店の商品も、まとめて買えるのですよーッ！」

　燭しよく台だいや食器類を手に取って掲かかげる黒ウサギ。

　選んだ商品を眩まばゆい笑顔で手て渡わたしていく。

　メイド服を着た黒ウサギに笑顔で「ありがとうございますご主人様♪」と言われて手渡しされれば、大たい抵ていの男はのぼせ上がる。そしてもう一度手渡しして欲しくて列に並び、商品を買っていくという寸法だ。

　耀とレティシアは作戦が上手くいったと視線を交かわしてクスリと笑う。

「驚おどろいたな。まさかここまで上手くいくとは思わなかった。我が主たちは商才もあったらしい」

「それもこれもレティシアと黒ウサギ、そして飛鳥が可愛いおかげ。………うん。これなら他の出店から引き受けた品も全部捌はけそう」

「ああ。そして各コミュニティから預かった品の売り上げの二割を我々が頂く。取り引き相手が一つ二つでは優勝にほど遠かったろうが………まさか、五十四ものコミュニティが委い託たくを任せてくれるとは」

「当然の結果。天下の〝箱庭の騎士〟と〝箱庭の貴族〟がそろってるんだもの。信用度と期待値は当社比にして二十三倍です」

　ムン、と両腕に力を入れる耀。

　何処の当社比だ、と苦笑いを浮うかべるレティシア。

　二人が話している間にも委託された商品はみるみるうちに減っていく。倉庫二つ分も委託されていた品々は、僅わずか半刻の時間で売り捌かれた。

　品物が無くなってからも〝ノーネーム〟の出店には山のような人だかりができていたが、四人は軽い挨あい拶さつだけでサッサと天幕を畳たたんであっという間に路地裏まで逃にげ去って行った。

　黒ウサギは銅貨や銀貨の入った二つの麻あさ袋ぶくろを抱かかえ、感かん嘆たんの声を上げる。

「す、凄すごいのです！　あっという間にコミュニティ十年分相当の活動資金を、あっという間に手に入れたのですよ！」

「コラコラ、黒ウサギ。私たちの取り分は二割だけだぞ」

　思わぬ大金を手にして飛び跳ねながら興奮する黒ウサギ。

　呆あきれたように苦笑いで窘たしなめるレティシア。

　飛鳥はヨロヨロと壁かべに凭もたれ掛かかりながら、脱力したように深いため息を吐いた。

「………最悪の日だわ」

「でも飛鳥も可愛かったよ。主に、耳まで真っ赤にして恥ずかしがってるところとか」

「ごめんなさい、それ以上は言わないで。思い出したくないから」

「それにしたって凄いのです！　こ、これは同じ手でもう一ひと稼かせぎできるのでは、」

「やるわけないでしょうこの駄だウサギッ[image: !!!]　やりたければ一人で勝手にやってなさい！」

　黒ウサギのウサ耳を摑み、半はん狂きよう乱らんになって引っ張る飛鳥。

　黒ウサギがあられもない悲鳴を上げる様子を微笑ほほえみながら見つめる耀だったが、遠くで大きな爆ばく発はつ音が響ひびくと同時にそちらに視線を向ける。

（今の爆発音………誰だれかが戦ってるのかな？）




　　　　＊




　拉ひしげた屋台骨の鉄棒を手に取り、十六夜は仮面の騎き士しに投げつけた。第三宇宙速度という馬ば鹿かげた速度を叩たたき出して迫せまる鉄棒だったが、仮面の騎士は片手に構えた槍やりで鉄棒の切っ先を打ち払はらい、柔やわらかな仕草で軌き道どうを逸そらす。

　必要最低限の力を加えて軌道を変えた仮面の騎士は姿勢を微み塵じんも崩くずすことなく二の太刀たちを構える。十六夜は鉄棒を投げたモーションのまま僅かな時間だけ硬こう直ちよくする。

「っ………！」

　蛇だ蝎かつの剣けん閃せんが、十六夜の右足の腱けんを捉とらえる。

　曲線を描えがいて強きよう襲しゆうする連接剣はそれだけでも軌き跡せきが予測しにくいというのに、仮面の騎士の剣閃は一ひと振ふりで六つもの曲線を描いて獲え物ものに迫る。しかもその絶技は恩おん恵けいに頼たよったものではなく、己おのれの武芸一つで振るったもの。並なみ大たい抵ていの武ぶ錬れんではない。

　しかも足に傷を受けたのはこの一度だけではなかった。両足の所々が細かい切り傷を負って出血している。一つ一つの傷は浅いが、それらは十六夜の機動力を確実に削そぎ落としていた。身体能力で劣おとる仮面の騎士は、隙すき間まを縫ぬうような的確な一ひと刺さしを両足に重ねることで機動力の差を埋うめる作戦に出たのだ。

（チッ………一見すれば狡こすい手だが、これを的確に行える奴やつはそうそういるもんじゃねえ。馬鹿みたいに磨みがき上げた武錬があって初めて可能になる作戦だ）

　十六夜は壊こわれた屋台の天幕を拾い上げ、傷の止血をする。内心で悪態を吐ついているものの、彼の口角は確実に笑えみへと変わっていた。

　二本の槍、蛇蝎の連接剣、速射の剛ごう弓きゆう。

　何いずれも異なる種類の武具を極限まで研けん鑽さんし、練れん磨ましなければ、このような戦せん闘とうスタイルは不可能である。一つの武術を修めるだけでも一いつ生しよう涯がいは掛かかるだろう道程を、この仮面の女は既すでに三つも修得していた。

（いやはや………ホント、世の中って広いわ）

　───これほどの武芸者が存在していたのか、と。

　十六夜は半ば尊敬にも似た念をこの仮面の騎士に持っていた。

　天てん賦ぷの才だけで今日までを勝ち抜ぬいてきた十六夜とは明らかに対照的な存在。血ち反吐へどを吐はく様な修練を乗り越こえて来られたのは、きっと確固たる目的意識があったからだろう。

　快楽主義を標ひよう榜ぼうしながらも漫まん然ぜんと日々を過ごしてきた十六夜には、仮面の騎士が繰くり出す技の数々は濃のう密みつな時間を過ごしてきた証あかしにも思えた。

（と、感心してる場合でもないな。血を流しすぎて、そろそろ両足が重い。これ以上の傷は致ち命めい的てきだぞ）

　トントン、と軽く足あし踏ぶみをして調子を整える。

　一方の仮面の騎士は、予想外の苦戦に息を切らして汗あせを流し、激しく肩かたを上下に揺ゆらしている。十六夜と彼女の身体能力は豹ひようと人間ほどにも差がある。身体能力が違ちがいすぎる敵に対し、針の穴を射い貫ぬくような絶技を幾いく度どとなく繰り返してきた。

　身が磨すり減るような集中力と、全身のバネを使い切っての攻こう防ぼう。

　仮面の騎士の体力は既に限界近いところまで来ていた。

（………下層にもいるものですね。未知の強者というものは）

　正直に告げるのであれば、十六夜と出会うまで彼女はゲームで手を抜いていた。

　否いな、手を抜かざるを得なかったといった方が正しい。隔かく絶ぜつされた実力を持つ女王騎士である彼女がその気になれば、一刻で参加者を掃そう討とうできただろう。

　しかし彼女はそうしなかった。それは強者としての矜きよう持じというよりもむしろ、場の空気を読んだといった方が正しい。

　もしも彼女がその気になってゲームを荒あらしていたら───




「おいおい、聞いたか？　〝クイーン・ハロウィン〟の配下が下層で無む双そうしたってよ？」

「ないわーないわー、格下相手にマジになって無双とかマジないわー！」

「その仮面の騎士はもう、女王騎士（笑）だな！」




　───と、不本意な醜しゆう聞ぶんを撒まき散らすことになっていただろう。

　結果、彼女は必要以上の反感を買わないように絶ぜつ妙みようなゲームバランスで適度に手を抜きつつ、着々と駒こまを進めていた。だが手を抜いてゲームに参加するというのは存外ストレスが溜たまる。黙もく々もくと任務をこなす仮面の騎士だったが、いい加減飽あきてきていた。

　そこに現れた思わぬ好敵手が、この逆さか廻まき十六夜である。

（女王クイーンの気まぐれに辟へき易えきしながら参加していましたが………これは思わぬ収しゆう穫かくです）

　どれだけ磨かれた武芸であっても、使う相手がいなければ錆さびる一方である。そういう意味でも彼の登場は思わぬ僥ぎよう倖こうだった。

　連接剣の柄つかを捻ひねって、刀身に仕込まれた関節部分を巻き取る。仕込み武器の一つだが、この仕し掛かけそのものには恩恵らしいものは使われていない。

〝クイーン・ハロウィン〟に仕える女王騎士たちは名工の鍛か冶じ師したちの手で鍛きたえられた武具を与あたえられ、それらの武具は一つ一つの特とく徴ちように見合った鋼はがねを用いて錬れん成せいされる。

　彼女の連接剣もその一つだ。

　刀身の関節部分となる鋼こう索さくは、極ごく細ぼその針金を数千本も巻き上げて作られており、手元の柄を締しめ上げることで多種多様な剣閃を作り上げている。

　蛇蝎の魔ま剣けんは蛇へびの牙きばのように刺ささり、蠍さそりの尾おのように敵を貫つらぬく。

　機動力を削いだ今なら、確実に致ち命めい傷しようを与えられるだろう。

（武器を連接剣に絞しぼる。次の攻防で決着をつけます）

　片手に握にぎっていた槍を収め、両手で連接剣を構える。

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくを感じ取った十六夜はますます獰どう猛もうな笑みを浮かべて仮面の騎士を見る。

「次で決着をつけるつもり、ってわけか。それは俺も望むところだが………その前に、名乗りを上げてもいいかい騎士様？　互たがいの身の上を知らずに締めるには、ちょいと惜おしいゲームなんだがな」

「………伺うかがいましょう」

　構えたまま、仮面の騎士は静かに頷うなずく。実を言えば彼女も興味があった。これほどの実力者が在ざい籍せきするコミュニティならば、さぞや高名な組織だろうと。

　十六夜は片手を腰こしに当て、もう片方の手で己の胸を指差した。

「俺は逆廻十六夜───〝ノーネーム〟所属だ」

「………〝名無しノーネーム〟？　貴方あなたが？」

「ああ。ジン＝ラッセルっていうリーダーが名詞みたいなもんだ。そっちで覚えていてくれ。───それで、騎士様の名前は？」

　蔑べつ称しようで呼ばれても特に気にせずヤハハと笑う。

　誤解がないように言うと、彼女は差別して蔑称を口にしたのではない。

　ただ思ってしまったのだ。奇き妙みような共通点もあるものだと。

「───〝クイーン・ハロウィン〟直属の騎士、〝女王クイーンズ騎士団ナイツ〟第三席。女王クイーンより与えられた騎士号は〝顔亡き者フエイスレス〟です」

　ローブを脱ぬぎ捨て、仮面の騎士は高らかに名乗りを上げる。そこでようやく十六夜は仮面の騎士の全容を見た。

　穢けがれを知らぬ純白のドレスアーマーに、燃えるような紅あかい色の舞ぶ踏とう仮面。流れるような白はく髪はつは太陽に透すかせば忽たちまち銀色に輝かがやきそうな神聖さを漂ただよわせている。

　黒いリボンのポニーテールを靡なびかせる仮面の騎士に、十六夜は獰猛に笑いかけた。

「ハッ、〝名無し〟に〝顔無し〟か！　此奴こいつは奇き遇ぐうだ、トンチが利きいてる！　お互いにシンボルを無くした者同士………力で自己主張をしてやろうじゃねぇか───[image: !!!]」

　大地を踏ふみ砕くだき、屋台の残ざん骸がいを宙にまき散らして突とつ進しんした。

　それに合わせて、フェイスレスも側面に飛んで蛇蝎の剣閃で応戦する。




　最後の攻防は苛か烈れつを極きわめる戦いとなった。

　これを最後と覚かく悟ごした二人は、縦じゆう横おう無む尽じんに自由区画を駆かけ巡めぐる。

　時に屋台を踏み潰つぶし、建造物を破は壊かいし、路地ごと発破を掛けたように砕いて回る。これで周囲に怪け我が人にんが出ていないのはある種の奇き跡せきだろう。

　距きよ離りを詰つめようと奮戦する十六夜と、距離を保とうと防戦するフェイスレス。

　機動力で互ご角かくになったことでフェイスレスが有利になったかと思われたが、十六夜も今まで遊んでいたわけではない。

　四方八方から襲おそいくる蛇蝎の魔剣。

　それらの軌跡は決して無限のパターンがあるわけではない。十六夜はその軌跡を先読みすることでフェイスレスより優位に立っていた。

（思った通りだ。あの刀身の連接の仕込みは、柄の部分で操あやつっている。切っ先が不規則で読めないというのなら、あの柄にかけた指の動きを見切るまでだ………！）

　連接剣の伸しん縮しゆくを行っているのは、五本の指の捻り具合。パッと見にはわからないが柄の部分がリング状に五分ぶん割かつされているのだろう。それぞれの指に対応したリングを捻ることでまるで生き物のような剣閃を生み出しているのだ。

（剣閃の伸縮パターンを読まれてる………少し悠ゆう長ちように構えすぎたか………！）

　刀身の仕込みを見み抜ぬかれたフェイスレスは僅わずかに冷や汗が流れたのを感じ取る。

　だからと言って戦略に変へん更こうはない。必勝を誓ちかって彼女は愛剣を選んだ。ならばその誓いと己の判断を信じるまで。

　そんな強固な意志を感じ取った十六夜は、己も最後の勝負に出る。

「行くぜ女王騎士───その連接剣で、これが防ぎきれるか───⁉」

　十六夜は足場にしていた建造物を下から摑つかみ、その圧あつ倒とう的な剛ごう力りきで持ち上げる。辺り一帯に地じ響ひびきが鳴り、巨きよ大だいな影かげが周囲を飲み込む。

　これにはさしものフェイスレスも驚おどろいた。

　持ち上げられた建造物の行方ゆくえは、どう考えても一つしかありえなかったからだ。

（まさか………その民家ごと投げるつもりでは───[image: !!?]）

　そのまさかである。

　十六夜は己おのれの何倍もある建造物を、フェイスレスに向かって第三宇宙速度で投げつけたのだ。

「っ───！」

　連接剣の柄を捻って最大まで剣閃の域を広げる。投げつけられた建造物はその勢いだけで既に半はん壊かいしており、巨大な散さん弾だんとなってフェイスレスに襲い掛かる。

　しかし散弾といっても今までいなしてきたものとは規模が違う。

　小こ粒つぶな弾たまなどではなく、一つ一つが巨きよ岩がんのサイズなのだ。

　これは先ほどのように柔やわらかくいなすことはできない。有ありっ丈たけの力で破壊しつつ避よけきるしかない。

（しかし、防ぎきれるか………⁉）

　連接剣を最大まで伸縮させて次々と巨岩を切り裂さく。しかしそれだけではやはり足りない。フェイスレスは後方に飛び退のきながら欠片かけらを確実に避けていく。

　刹せつ那なより尚なお短い時間だったが、フェイスレスの体感時間は数千倍にも感じられた。

　彼女はもはや視し認にんしてから斬撃を繰り出していない。斬撃の後に飛び散る破は片へんの方向を計算しつつ、そこに斬撃を繰り出していた。

　一いつ瞬しゆんの判断ミスすら許されない。しかしミスを犯おかすことなどありえない。極限まで磨みがき抜かれた彼女の剣けん技ぎはあらゆる難関を突とつ破ぱする。

　裂くべき巨岩を裂き、避けるべき巨岩を避ける。

　一瞬先を確実に読んでいたフェイスレス。

　だからこそ、その一瞬が勝敗の分かれ目となった。

「───見つけたぜ、アンタの死角を」

　ギクリと、フェイスレスの全身が強こわ張ばる。それもそうだろう。

　彼女が避けた巨岩の裏から、逆廻十六夜が姿を現したのだから。

（だがまだ───返す刃やいばで切り伏ふせるッ！）

「させるかッ！」

　交差する天賦の拳こぶしと、練れん磨まの刃。

　僅かに早く、十六夜の拳が純白のドレスアーマーに届いた瞬しゆん間かん───二人は瓦が礫れきに巻き込まれながら、共に〝サウザンドアイズ〟の門を破壊するのだった。




　　　　＊




「───って、アホかおんしはあああああああッ[image: !!!]」

　ズパァァァァン[image: !!!]　っと、白夜叉特注の扇おうぎ型がたハリセンが奔はしった。

　十六夜とフェイスレスの戦いでボロボロになった街並みを指差し、白夜叉は珍めずらしく本気で怒おこっていた。十六夜は不服そうに唇くちびるを尖とがらせて正座させられている。

　何故なぜなら、叱しかられるべきはずのもう一つの人ひと影かげがその場にないからだ。

「………くそ。仮面の騎き士しめ、先に逃にげやがったな。こういうのは連帯責任じゃねえのか」

「ええい、街を破壊したのは八割ほどおんしだろうがッ！　ゲームの舞ぶ台たいで多少の被ひ害がいは仕方がないが、ものには限度というものがあるッ！　それが分からぬ年ねん齢れいでもないだろうが、この大おお戯たわけ！」

　ぐぬ、と苦にが虫むしを嚙かみ潰したようにそっぽを向く。流石さすがの十六夜も今回は少しやりすぎたと思っていた。怪我人が出なかったのは本当に奇跡としか言いようがない。

「いや、でも、俺とあの騎士様が戦ってこの程度の被害で済んだなら儲もうけもんじゃね？」

「フン。当然だ。おんしはともかく、奴やつは周囲に被害が出ぬように気を配って戦っていた」

「………なんだと？」

「今一度思い出すがいい。おんしが投とう擲てきを行ったとき、奴は常に人のおらぬ方に軌き道どうを曲げていなしていたであろ。奴ほどの腕うでならば避けて通ることもできたはずだ」

　違ちがうか？　と責めるような視線を向ける白夜叉。

　しかし言葉以上にその事実が、十六夜を戦せん慄りつさせていた。

「あの戦いの中で………周囲に視野を広げる余よ裕ゆうがあっただと………？」

「うむ。手を抜ぬいていたわけではないだろうが、そういう戦いを選び取ることができたというのは間ま違ちがいない。我が仇きゆう敵てきの配下とはいえ、あっぱれな騎き士し道どう精神よ。あれほどの武芸者は中々にお目にかかれん。───おんしも、良い勉強になったのではないか？」

　双そう女め神がみの紋もんが書かれた扇を広げ、笑えみを隠かくして十六夜を見る。

　十六夜は正座したまま何とも言えない難しい表情を浮うかべ、バツが悪そうに頭を搔かいた。

「………チッ。せっかくゲームで勝ったのに、何だこの敗北感は。くそ、納なつ得とくできねえ」

「それはおんしのプライドがそうさせとるのだろうよ。………まあ、何時いつかまた相まみえることもあるだろう。今はそんなことより───」

　カン！　と、紅べに塗ぬりの煙管キセルで灰落としを叩たたく白夜叉。

　すると一枚の羊皮紙が十六夜の手元にヒラヒラと舞まい落ちる。

　訝いぶかしげにその羊皮紙を手に取った十六夜は、唇の端はしをヒクつかせた。

「………おい、白夜叉様。なんなんですか、この凄すごい請せい求きゆう額は」

「今回の弁べん償しよう金額だ。公道破壊、民家の破壊、屋台の破壊、そして我ら〝サウザンドアイズ〟の門の破壊。耳を揃そろえて払はらってもらおうかの」

　にんまりと笑う白夜叉。しかし目は笑っていない。

　十六夜は両手を広げて天を仰あおぎ、厄やく日びだと呟つぶやいて苦く笑しようした。




　　　　＊




　───祭りも終わり、街が夕焼けに染まる頃ころ。

　朱しゆ色いろの街かい道どうの真ん中で、黒ウサギは盛大に泣き叫さけんだ。

「い………十六夜さんのお馬ば鹿か様お馬鹿様、超ちよう特大お馬鹿様ああああああああ[image: !!!]」

　スパパパパパパパパァーン！

　と、軽快な音を立てて十六夜の頭をハリセンが往復ビンタした。普ふ段だんなら二発目からは避ける十六夜だが、今回ばかりは甘んじて受けることにした。

「せ、せっかく………せっかく、皆みなさんで手にした復興資金でしたのに………！　弁償代だけで全部無くなってしまったのですよぉ………！」

「………そうね。利益を競きそうゲームでも大勝だったのに。弁償の為ために、黄おう金ごん盤ばんの山も全すべて没ぼつ収しゆうされてしまったわ」

「うん。本当なら今いま頃ごろ、みんなで美味おいしいものを沢たく山さん食べる予定だったのに。これは流石に許されない」

「………すまん。言葉もない」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐つく飛鳥と耀。本気で泣いて項うな垂だれる黒ウサギ。

　レティシアは一人、困ったように笑いながら仲ちゆう介かいに入っていた。

「ま、まあまあ。所しよ詮せんはあぶく銭ぜにだ。容易たやすい儲けは容易く消えるもの。簡単に稼かせいだ資金で復興しても、ありがたみがないだろう？」

「それは………そうかもしれないけど」

　むっと口を尖らせる飛鳥。しかし考えてみれば、ミニスカメイド服で稼いだお金で復興を成せば、その功績は何時までも語り継つがれることになっていただろう。

　そう考えると、結果的にはよかったのではないかという気もしないでもない。

「とはいえ、これは一つ貸しよ？　十六夜君から私たち全員に、ね」

「ああ。何時か埋うめ合わせは必ずする」

「でも結局、ゲームの優勝賞品ってなんだったんだろうね？　優勝したのはケーリュケイオンだったみたいだけど」

「うん？………ああ、なんだ。商業力を競うところまでわかった癖くせに、そっちは解けてなかったのか」

「………というと、十六夜君は解けているの？」

　まあな、と言って女子組がまとめたゲームの考察用紙を広げる。




　①ギフトゲーム〝Raimundus Lullus〟は錬れん金きん術じゆつの〝ルルスの術〟の文面を使用。

　②七つの黄金盤を集めることでゲームの勝者となる。

　③〝ウィル・オ・ウィスプ〟は賞品を知っているようだが、無用と判断。

　④〝ケーリュケイオン〟〝クイーン・ハロウィン〟といった大型のコミュニティが参戦している。

　⑤上記の③④から、大型のコミュニティでなければ勝利する意味のない賞品、すなわち利権や権益であると推測される。




「中でも大きなヒントとなったのは〝ケーリュケイオン〟の参加。此奴こいつは商業コミュニティとして世界の内外を問わず有名な神群の一角だ。日本だと有名な商業系の国立大学で校章に使われている。此奴らが関かかわっている以上、それは並の権益じゃない」

「………そうね。でもこれ以上の考察は難しいんじゃない？」

「まあな。だからここからは推測だが………お嬢じよう様さま。春日部。この用紙の中で、考察にまだ使われていない重要なワードがある。───何かわかるか？」

「………、」

「………。」

「はい、タイムアップ。答えは〝錬金術〟だ」

　十六夜が意地悪く笑って答える。

　その瞬間、ハッと飛鳥が気づいたようにつぶやいた。

「───錬金術………錬金………商売………金融？　まさか、〝サウザンドアイズ〟の金融か投資の権利ということ⁉」

「ああ。流石は財ざい閥ばつのお嬢様。察しがいいな」

　ヤハハと笑い、追加で補足する。

「もしくは新しい貨か幣へいの発行と配布とかかもな。〝クイーン・ハロウィン〟は白夜叉と戦う権利を欲しがっていたらしいし。貨幣の浸しん透とうは信しん仰こうの浸透と同じ意味があると以前聞いた。だから女王様も、市場での戦いに乗り出すつもりだったのかもしれない」

「ははあ………だから女王騎士がこんな下か端たんの街にまで派は遣けんされたわけか」

「そういうこと。つまり俺が女王騎士を撃げき退たいしたことで、魔ま王おうの市場浸しん食しよくを防いだというわけだな！」

　確かに、と感心したように腕を組むレティシア。

　十六夜は気をよくしてヤハハと笑い、一枚だけ残った黄金盤をギフトカードから取り出す。それを泣き崩くずれている黒ウサギに手て渡わたした。

「でもまあ………悪かった。結局これ一つしか残らなかった。女王騎士様から奪うばい取った黄金盤だ。何かの足しにしてくれ」

「………はい。今回は水に流すのですよ」

「そうしてくれると助かる。じゃないと───この招待状が無駄になるからな」

　───へ？　と間の抜けた声を上げてウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

　十六夜のその手には、大樹の封ふう蠟ろうを押した招待状が握にぎられていた。

「そ、それは………南の収しゆう穫かく祭、水と大樹の街！　〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟からの招待状⁉　ど、どうしてそんな貴重な招待状を⁉」

「白夜叉に渡わたされてな。何でも〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟連盟ってところから、ゲストとして参加して欲しいってことらしい」

　ゲスト───それは即すなわちただの参加者ではなく、主しゆ賓ひんとしての招きということだ。

〝名無しノーネーム〟の蔑べつ称しようを受ける者たちには考えられない待たい遇ぐうである。

　十六夜、飛鳥、耀、レティシア、そして黒ウサギは、一いつ斉せいに顔を明るくして招待状を抱だきしめた。

「主賓客ゲストとしての招待状が届くなんて………！　きっと魔王を倒たおした皆さんの功績が、南側にまで届いたに違いありません！」

　ウッキャー♪　と喜ぶ黒ウサギに、飛鳥と耀、レティシアが続く。

「そうね。今回の騒そう動どうも、名を上げるにはよかったかもしれないわ」

「………ご馳ち走そうは食べられなかったけどね」

「何、南の収穫祭に出れば美味うまいものも食べ放題だ。それは些さ細さいなことだよ主殿どの」

　笑みを交かわし合う一同の前で、十六夜は招待状を掲かかげて宣言する。




「〝ノーネーム〟の次の舞ぶ台たいは──南側、水と大樹の大瀑布だ。気合い入れていくぞ！」




　掲げた手を叩き合い、一同は帰路に就つく。

　異世界での、新しい舞台と出会いに胸を弾はずませながら。







[image: キャンドルとオムレットとゴーストタウン]










　───北側、六七八九〇〇外門・パンプキンストリート。

〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭より、一週間前の事。

　アーシャ＝イグニファトゥスはその日、〝ウィル・オ・ウィスプ〟が開催するギフトゲームの準備を終えて小こ躍おどりするような気分で帰路に就ついていた。

（装そう飾しよくも終わって準備も万ばん端たん！　後は参加者たちが集まるのを待つだけだなー♪）

　自じ慢まんの青あお髪がみとツインテールを揺ゆらし、頰ほおを緩ゆるませる。

　コミュニティで栽さい培ばいした巨きよ大だいなカボチャを刳くり貫ぬいて作った置物や、ジャックとアーシャが作った大小さまざまなキャンドルランプに蒼そう炎えんを灯ともし、煉れん瓦が造りの街路を照らしている。

（今回も盛り上がるといいなあ………）

　自作の舞ぶ台たいを見つめるアーシャ。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟は『ギフトゲームは参加者より主しゆ催さい者しやのほうが楽しい！』という方針のコミュニティだ。開催するからには勝たねばならないが、それは主催者と参加者が楽しめるという前提があってのもの。勝っても負けても楽しめるゲームだからこそ、彼らのゲームに参加したいという声は後を絶たないのだ。

（だけど今回は、例の〝名無しノーネーム〟共にも招待状を送っている。楽しむだけじゃなくて、アーシャ様の凄さをたっぷり知らしめてやらないとな！）

　小さな胸を張り、フハハハハ！　とお馬ば鹿かっぽく高笑い。

　本ほん拠きよに着いた彼女は勢いよく扉とびらを開き、大おお股またで自室へと向かう。

　部屋の前でドアノブに手をかけると、奇き妙みような手て応ごたえがあった。

（………あれ？　鍵かぎかけて出かけたっけ？）

　ガチャガチャとドアノブを捻ひねる。しかし鍵がかかっていて開かない。

　服のポケットに手を突つっ込んで鍵を捜さがす。だが見つからない。

　いや、そもそも鍵は部屋の中に置きっぱなしだったのに、何故なぜ鍵が閉まって───

「───あ、飛鳥あすか。このクマのぬいぐるみ可愛かわいいね」

「あら、本当ね。パッと見たところ手作りみたいだけど、これもアーシャさんが作ったのかしら？」

「どうかな。あの言こと葉ば遣づかいで意外な趣しゆ味みだとは思うけど」

「それは春日部かすかべさんに同意するわ。………それはそうと、クマの後ろに隠かくされていた菓か子し折おりからいい匂においが───」

　サァ、と血の気が引いていく。

　自室から何故か聞こえる二つの声に、アーシャは猛もう烈れつな悪お寒かんに襲おそわれた。

　───ちなみに飛鳥の開けようとしている菓子折は〝サラマンドラ〟が直営している領地でのみ栽培されている名産品・黄金こがね芋いもの餡あんで作られたタルトで、北側の女子なら一度は食べてみたい人気のお菓子№１の高級品だったりする。

「ってうぉおおおおおおい[image: !!?]　勝手に人の部屋にあがりこんだ挙げ句に高級菓子折を開かい封ふうするとか何処の強ごう盗とうだお前ら⁉　つか今すぐこの部屋の鍵を開けろ馬ば鹿か野や郎ろう[image: !!!]」

「あら、高級菓子折だそうよ春日部さん」

「そう。楽しみだね」

　カパッ！

「開けるなっつってるだろおおおおお[image: !!!]」

「あら、鍵を開けなくていいらしいわ」

「そう。なら二人で食べちゃおう」

　ガサゴソとお茶会の準備を進める二人。ドンドンドンとドアを叩たたくが二人は止まらない。

　正に暖簾のれんに腕うで押おし、糠ぬかに釘くぎ。問題児に制止など効果はないとアーシャは悟さとり、猛もうダッシュで階下の保管庫からスペアキーを取り出してくる。が、しかし、

「そういえば飛鳥。ドアに絡からめた縄なわは、何処から持って来たの？」

「ああ、あれは〝ノーネーム〟の廃はい墟きよ街がいを整理していたときに使えそうだなって、」

「何処どこまで準備万端だお前らああああああ[image: !!?]」

　自棄やけになって叫さけぶアーシャ。中ではムシャムシャという音だけが聞こえてくる。

　なけなしのお小こ遣づかいで買った甘味を漁あさられ、意い気き消しよう沈ちんしたように項うな垂だれる。

　しかし問題児二人は、それだけでは止まらなかった。

「………飛鳥」

「何？」

「菓子折の下から………可愛いイラスト付きの、自作ポエム集が、」

　ガハァ！　と息を吹ふき返すアーシャ。

　ヤバい。それだけはヤバい。乙女おとめの秘密とか恥はずかしい思春期のアレとか葬ほうむり去りたい黒い歴史の宝物庫。開けば最後、読者の全すべてが呵か々か大たい笑しようを約束された闇やみの魔道書である。

「お………お前ら………[image: !!!]」

　アーシャは最後の力を振ふり絞しぼってドアノブを握にぎり、涙なみだ声ごえになって叫んだ。




「お前ら、もう帰ってよぉおおおおおおおお────[image: !!!]」

[image: ]




　　　　＊




　割と本気で泣かせてしまったことに、流石さすがの耀ようと飛鳥も反省した。

　アーシャは今、飛鳥たちと共に客室のお茶会に同席している。しかしその顔はぷっくりと頰を膨ふくらませていた。

　耀と飛鳥は顔を見合わせ、困ったように笑う。

「もう、軽い冗じよう談だんじゃない。いくらなんでも其そ処こまで非常識じゃないわ」

「私たちが食べていたのはお弁当だよ。アーシャのお菓子はほら、この通り無事」

「当たり前だっ！」

　ブスッ、と頰を膨らませたままそっぽを向く。

　その後、二人に宥なだめられながらようやく落ち着いたアーシャに、ゲームについて問う。

「ところでアーシャ。今回私たちが招待されたゲームは、一体どのような催もよおし物なの？」

「………フン。私たちの本拠へ来る前に、パンプキンストリートがあっただろう？　アレは元々廃墟だった土地を私たちが手に入れて、ゴーストタウンに仕立て上げたのさ」

「ゴーストタウン？」

　飛鳥と耀が同時に疑問の声を上げる。その声を聞いたアーシャはようやく気を取り直したように笑い、二人を挑ちよう発はつする。

「詳くわしいことはまだ秘密だけど………今回のゲームの肝きもは、私とジャックさんを見つけることだよ。ただ、それが難しすぎてさぁ。今まで誰だれもクリアしたことが無いんだよねえ。おかげで随ずい分ぶん前に用意した豪ごう華か賞品もずっと埃ほこりを被かぶってるわけよ」

　フフン、と自慢げに鼻で笑う。

　しかしアーシャの言葉を聞いた二人は目の色を変えて顔を見合わせた。

「そう………豪華な賞品がもらえるんだ」

「ふふ。いい話が聞けたわ」

　自信満々にアーシャの挑発に応こたえる。アーシャも気合いが入ったように席を立ち、

「ゲーム開始は今晩。月が頂に昇のぼる時間だ。それまでは本拠で待機してていいぞ」

「わかったわ。それじゃアーシャの部屋で」

「それはやめて！」

　即そく答とうしてサッサと退散するアーシャ。

　二人だけになった飛鳥と耀はしばし無言で紅茶を飲み、一息ついたころに切り出した。

「豪華賞品………一体なんだろうね？」

「わからないわ。でも〝ウィル・オ・ウィスプ〟は六桁けたのコミュニティだもの。その彼女が誇ほこるんだから相応の代しろ物ものでしょう。これを手にすれば、収穫祭の参加も有利になることは間ま違ちがいないはずよ」

　視線を交かわし、共に頷うなずき合う。

　それが彼女たちの目的でもあった。

　二人の所属するコミュニティ〝ノーネーム〟は現在、仲間同士で戦果を競きそい合うゲームを行っている。定められた数日間でどれだけの戦果を挙げられたかによって、〝アンダーウッド〟の収穫祭に参加できる日数が変わるのだ。

「十六夜いざよい君も思いのほか戦果を挙げられていないようだし………このゲームは大チャンス到とう来らいじゃないかしら？」

「………うん。後は誰がクリア出来るか、だね」

　耀が緊きん張ちようしたように頷く。何時になく緊張している耀に疑問を感じる飛鳥だったが、今は触ふれずにゲーム開始まで英気を養うのだった。




　　　　＊




　───六七八九〇〇外門の舞台区画、パンプキンストリートは数少ない〝ウィル・オ・ウィスプ〟の領地だ。何故なら北側は〝階層フロア支配者マスター〟が複数存在している為ため、そのほとんどが〝階層支配者〟直ちよつ轄かつの領地となっている。

　本来なら六桁の〝地域支配者〟として活かつ躍やくできるだけの実力を持つ〝ウィル・オ・ウィスプ〟だが、彼らの領地はこの舞台区画と本拠、あとは硝子ガラス細工や鍛冶かじを行う錬れん成せい工こう房ぼうがあるだけである。

　それにこの外門は北側でも西側寄りで防寒の大結界も弱く、常とこ秋あきの装いを醸かもし出す巨大なペンダントランプも遥はるかに遠い為、やや肌はだ寒ざむい。

　廃はい屋おくが多く散在しているのは〝サラマンドラ〟や〝鬼おに姫ひめ〟連盟といった力のあるコミュニティの支配圏けんへ移住していった結果だろう。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟はその廃屋を改築することで舞台区画を造ったのだ。

　北側の建築物は強固な煉瓦造りのおかげで風化もほとんどない。これを使わない手はないと思ったのだろう。

　蒼炎の煌きらめくキャンドルランプが照らすゴーストタウンは、彼らが開かい催さいするゲームに相応ふさわしい雰ふん囲い気きを醸し出している。

　飛鳥と耀は招待状に記された場所へ移動し、他の参加者たちと共に舞台区画へ続く門前へと来ていた。其処でふと、他ほかの参加者に対して疑問が浮うかんだ。

「全部で二〇〇人弱、ね。思ったより参加者の数が多いけど………若い方が多いわね」

「でも若いというより、幼い子が多い？」

　そう。参加者は全員が未成年、それも耀たちより幼い子供たちまで参加している。最年長でも二人より二、三歳年上という程度だろう。

　箱庭では長生きする種も多いので実じつ年ねん齢れいは定さだかではないが、少なくとも外見は若い者たちが非常に多く見て取れた。

　飛鳥は不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめていたが、パンプキンストリートの門の上にアーシャが立ったことで表情を一転させた。

　アーシャはその手に大量の〝契約書類ギアスロール〟を持っている。

「大変長らくお待たせしたぜ！　今から私たちの〝キャンドル・ザ・ゴーストタウン〟の〝契約書類〟をばら蒔くから、参加者たちは手に取ってくれ！」

　バサァ、と上からばら蒔かれる〝契約書類〟。飛鳥と耀もすぐに文面に視線を移した。








『　─　ギフトゲーム名〝キャンドル・ザ・ゴーストタウン〟　─




　　　　・参加資格


　　　　　一、参加費は〝サウザンドアイズ〟発行の銅貨を一枚（十歳未満は無料）

　　　　　二、参加者は未成年である。

　　　　　三、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の招待状を持参している。






　　　　・プレイヤー側勝利条件


　　　　　一、ゴーストタウンで徘はい徊かいしているランタンの使い魔まから宝玉を奪うばう

　　　　　二、宝玉の種類で贈ぞう与よされる恩おん恵けいが異なる（各参加者に一つのみ授じゆ与よ）

　　　　　三、ジャック・オー・ランタンから宝玉を奪った者には特別恩恵を贈ぞう呈てい






　　　　・プレイヤー側敗北条件


　　　　　一、一刻以内に宝玉を一つも手に入れられなかった場合。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇りと御み旗はたの下もと、〝ウィル・オ・ウィスプ〟はギフトゲームを開催します。






〝ウィル・オ・ウィスプ〟印』









　一通り目を通した二人はパチパチと瞳ひとみを瞬またたかせ、顔を見合わせた。

「ええと、子供が多い理由は何となく分かったけれど………ランタンの使い魔って？」

「火か龍りゆう誕生祭で見かけた、あの二足歩行のキャンドルやランタンのことかしら………？」

　不思議そうに小首を傾かしげる二人。

　その疑問を解消するかのように、アーシャは頭ぐらいのサイズのランタンを掲かかげて参加者に紹しよう介かいした。

「この歩くランタンが雑ぞう兵ひよう。コイツの中に一つ宝玉を入れてある。種類は全部で五つ！　基本的に大きなランタンにいい恩恵が用意してあるから、頑がん張ばって捕つかまえてくれ」

「らんたーん♪」

　愛あい嬌きようを込めて手を振るランタン。アーシャは其処で一度言葉を切る。

　しばし間を置いたアーシャは、眼下に居る飛鳥と耀を見つめ───

「───ちなみにジャック・オー・ランタンから宝玉を奪った者には、恒こう例れいの恩恵───〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗印を刻んだ、炎ほのおを蓄ちく積せき・供給できるギフトを贈与するぜ！」

　アーシャが指差す方向に安置された、巨きよ大だいなキャンドルランプを見て、参加者から歓かん声せいが上がる。飛鳥と耀も瞳を輝かがやかせてそのランプを見た。

「アレが炎を蓄積できるランプ………！」

　巨大キャンドルランプの傍かたわらに控ひかえていた少年が松明たいまつを放り込む。するとキャンドルランプの中は轟ごう々ごうと燃え盛り始めた。

　肌寒い地域の筈はずなのに、キャンドルに火が灯ともると同時に一帯が暖かくなった。

　大結界を形成するペンダントランプには及およばないものの、相当の熱量を蓄たくわえていることは間違いないだろう。飛鳥は両手を重ね、狙ねらいを定めるような視線でキャンドルランプを見つめていた。

「蓄積するだけじゃなくて、供給も出来るなら………コミュニティが必要とする熱源は、アレ一つで全すべて事足りることになるわ」

「うん。このギフトなら、戦果として申し分ないかも………！」

　ぐっと握にぎり拳こぶしを作って気合いを入れる耀。ますます以もつて珍めずらしい仕草に驚おどろく飛鳥だったが、それだけ彼女のモチベーションが高いのだろうということで納なつ得とくした。

　門から下りたアーシャはしばし三日月を見上げ、開始のコールをするタイミングを計る。ほどなく時間がやって来たのか、アーシャは参加者から離はなれてゴーストタウン内へと移動し、右手を挙げる。

「───さあ、時間だぜジャックさん！　今夜も全力で逃にげ切るぜ！」

　それが開始のコール。呼応するように虚こ空くうから現れる大だい轟ごう炎えん。

　炎は螺ら旋せんのように先せん端たんを尖とがらせ、アーシャの手を取る。彼女が火か炎えん球きゆうの頭上に移動するや否いなや、火の粉を撒まき散らして高笑いを上げるカボチャが現れた。

「───ヤホホホホホホ！　今こ宵よいは皆みな様さま、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の定例祭へようこそ！　お子様たちはチビランタンを、一いつ般ぱん参加者の皆さんはビッグランタンやこのカボチャ頭を追ってきてくださいな！」

「ま、捕まえられっこないだろうけどな！」

　襤褸ぼろ切れをユラユラ揺ゆらすジャックと、あっかんべと舌を出して挑発するアーシャ。

　その直後に二人は炎に包まれ、一いつ瞬しゆんにして姿を消した。ゲーム開始の合図だと悟さとった参加者は一斉に声を出して走り出す。

「小さなランタンは相手にするな！　子こ供ども騙だましのお菓か子しが渡わたされるだけだぞ！」

「狙うのは一番大きなランタンだ！　十尺以上の奴やつなら十分な元手が取れるぞ！」

「ジャックは狙うだけ無む駄だだ！　足の遅おそいランタンだけを狙え！」

　雄々と勇ましく声を上げて駆かけ出す参加者。ジャックが言った通り此これが定例祭なら、今まで何度も挑ちよう戦せんしている参加者も多いのだろう。

　寒冷地である北側ではジャックの作る恩恵の数々は魅み力りよく的なものに違ちがいない。

　しかしそれは〝ノーネーム〟にとっても同じこと。

　先手を取った耀は旋せん風ぷうを巻き上げて飛鳥を追い抜ぬく。

「ごめん、先に行く！」

「あら、お構いなく！　私もすぐ追いつかせてもらうから！」

　飛鳥もワインレッドのギフトカードを掲げ、彼女が所持する恩恵───紅あかい神しん珍ちん鉄てつの巨兵を召しよう喚かんする。

　無印の円えん陣じんから呼び出された紅い鉄人形・ディーンは猛たけ々だけしく雄お叫たけびを上げた。

「─────ＤＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＮ[image: !!!]」

「狙いはジャック一つ！　行くわよ、ディーン！」

　主人の号令で門を打ち破って入場するディーン。他の参加者は突とつ如じよとして現れたこの紅い鉄人形に驚きよう愕がくし、我先にと逃げ出して道を譲ゆずる。

　思わず子供を踏ふみそうになって冷や汗あせを搔かく飛鳥。しかし耀に先手を譲ってしまった以上、のんびりと構えている訳にもいかない。飛鳥はなるべく足あし下もとに気を付けるように指示を出し、パンプキンストリートを猛もう進しんするのだった。




　　　　＊




　───耀の動きは迅じん速そくだった。上空からジャックを捜さがし、強力な五感で追つい撃げきを開始する。彼女の所持するギフト〝生命ゲノムの・目録ツリー〟は様々な獣けものの力を行使することが出来る。ジャックが瞬しゆん時じに姿を消すことが出来るといっても存在が消えるわけではない。

　耀の嗅きゆう覚かくはほどなくジャックとアーシャを見つけ出す。

　上空から見下ろしていた耀は一直線に急降下し、ジャックとアーシャを襲おそった。

「ジャック、見つけた………！」

「ヤホ⁉」

　上空からの勢いをそのままに、煉れん瓦が造りの街路に蹴けりつける。奇き襲しゆうに成功した耀の脳のう裏りに一瞬だけ勝利の予感が過よぎったが、それで終わる相手ではない。

　バウンドするほど激しく叩たたきつけられたカボチャ頭だったが、よく見れば傷一つない。彼のカボチャの頭ず蓋がいをかち割らなければ宝玉は手に入れられないだけに、耀は焦あせった。

「噓うそ………！　今ので壊こわれないなんて、」

「ふ、ふふ～ん！　ジャックさんがこの程度で壊れるものかよ！」

「ヤホホ！　ぶっちゃけ度ど肝ぎもは抜かれましたがね！　これぐらいならすぐに修復してしまいますよ！」

　蹴り飛ばされても陽気に笑うジャックと、腰こしが引けて上ずった声のアーシャ。

　しかし考えてみれば当然の結果だろう。ジャックは一度、耀に勝利を収めている。その原因は彼の不死性だ。

　聖人ペテロによって生と死の双そう方ほうから除外された彼に、滅ほろぶという概がい念ねんは存在しない。今はウィラ＝ザ＝イグニファトゥスという悪あく魔まによって顕けん現げんしているが、本来なら現世に存在すら許されないのだ。

　全身全ぜん霊れいの蹴りでもすぐに修復され早くも打つ手がない耀は、目の前で笑い転げる二人を屈くつ辱じよく的に見つめる。

　しかしその刹せつ那な、廃はい屋おくの側面から猛々しい雄叫びが響ひびいた。

「今よ、ディーン！」

「ＤＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＮ[image: !!!]」

　壁かべの向こうから強きよう襲しゆうする鉄の巨きよ腕わん。またもや隙すきを衝つかれたと思われたジャックだったが、これは釣つりだった。油断していると見せかけて潜ひそんでいた飛鳥を誘さそい出し、姿を現させたのだ。

「ヤホホホホ！　甘い、甘いですぞ飛鳥嬢じよう！」

　ジャックは作戦が塡はまったことに歓かん喜きの声を上げて避よけ、またも炎と共に姿をくらませる。飛鳥は小さく舌打ちしてすぐに周囲を捜したが、近きん隣りんからは気配を感じられない。

　小さくため息を吐ついた飛鳥は、徐じよ々じよに焦りを感じ始めていた。

「まずいわね………このままのらりくらりと逃げ続けられたら、一刻なんてあっという間に過ぎてしまうわ………！」

　ましてや飛鳥に索さく敵てき能力は皆かい無むだ。先ほどの奇襲は息を殺して待ち伏ぶせていたところにジャックが飛び込んできただけの偶ぐう然ぜんだ。それが二度も続くとは考えにくい。

　ユラユラと揺れるキャンドルランプの陽炎かげろうを見つめて作戦を練るが、先ほど以上の作戦は考え付かなかった。

「仕方が無いわ………もう一度、何処どこかで待ち伏せして───」

「───飛鳥」

　ジャックを追おうとする飛鳥の背に、耀が声をかける。

　何事かと振ふり向いた彼女だったが、見たことも無いほど真しん剣けんで緊きん迫ぱくした耀の表情を見て思わず息を吞のむ。

「な、何かしら春日部さん」

「………私に、作戦がある。その代わりに、お願いを聞いて欲しいんだ」




　　　　＊




　───パンプキンストリート・旧憩いこいの広場。

　ジャックとアーシャは開けた場所でゲームの進行具合を見つめながら、満足そうに頷うなずいていた。この広場なら奇襲を仕し掛かけられることもなく逃げることが出来る。

　此こ処こは彼らの領地だ。泰たい然ぜんと敵が現れるのを待っていれば追い詰つめられることはまずありえない。霊れい体たい化したジャックとアーシャがウィラの作った門を通じて幾いくつかの場所に逃げられるように細工が施ほどこされているからだ。

　しかしそのウィラ当人はといえば、ブラリと外へ行ったまま帰ってきていない。放ほう浪ろう癖へきのあるリーダーに半ば呆あきれつつも、二人は愉たのしそうに定例祭の様子を見つめていた。

「しっかしさあ、久しぶりだよねー。ジャックさんに真正面から挑いどんでくる参加者って」

「ヤホホ！　その通りですねえ！　定例祭を始めた当初は、多くの参加者が私に挑んできてくれたものですが………」

　其そ処こで言葉を切る。同時に二人の間に何とも言えぬ空気が流れた。

　箱庭ではよくある事だが、興行としてギフトゲームを行う場合、最初の数回が華はなである。特に初めて開かい催さいされる目新しさと与あたえられる恩おん恵けい、そして提示される試練を突とつ破ぱするための創意工く夫ふう、それら全てが初回のゲームには凝ぎよう縮しゆくされている。

　しかしこの定例祭は今回で既すでに二〇回を超こえてしまっている。参加者は徐々に常連と無料参加の子供たちばかりになり、実入りも少ない。

　別のゲームに切り替かえればいいだけの話なのだが、それではコミュニティのメンツが立たない。一度コミュニティが定例祭としてギフトゲームを始めた以上は、何者かに一度はクリアしてもらわないと双方に花を持もたせられないのだ。

「ま、勝ち逃げも悪くないんだけど………主しゆ催さい者しやとしては寂さびしいですよね」

「ええ。初めから一度きりと銘めい打うっていれば話は変わったのですが………定例祭で勝ち逃げは外聞も悪くなります。次のゲームに参加してくださる参加者も減ってしまうでしょう」

　それでは元も子もない。より多くの参加者に参戦してもらい、多くの人に楽しんでもらうのが彼らのモットーだ。

　その為ためにもジャックを打だ倒とうしうる可能性を持ったコミュニティ───〝ノーネーム〟に招待状を贈おくったのだが、やはり荷が重すぎたかと苦く笑しようする。

「だからと言って手を抜いたら、これまでの全ての参加者に対する裏切りだ。此処はやっぱりアイツらにスッキリ勝って欲しいところですよね」

「とはいえ、例の少年は来ていませんし。彼女たちだけで大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　自負や誇こ張ちようではなく純然な事実として、ジャックは彼女たちよりも強い自覚があった。単身での戦いなら、まず遅おくれは取らないだろうという確信もあった。

　ならば彼女たちが取るべき策は一つしか無い訳だが………

「………アーシャ、来ますよ！」

「え？」

　間の抜けた声を上げるアーシャ。それと同時に、烈れつ風ぷうが二人を襲った。風で靡なびくツインテールを押さえるアーシャと、襤褸切れが顔にかかって視界が塞ふさがるジャック。

「モガッ⁉」

「隙あり………！」

　今度は側面から、飛鳥の白銀の剣けんを携たずさえた耀が襲う。それが破は邪じやの力を秘ひめていると看破したジャックは、襤褸切れ一枚のところで避けてみせる。

　白く巨きよ大だいな手で耀を捕つかまえたジャックは感心したように笑った。

「ヤホホホホ！　よもやそのようなギフトを所持していたとは！　しかしそれならそれで、初めの一いち撃げきに使っていたらこのカボチャ頭をかち割れたでしょうに！」

「………っ……」

　ぐっと歯は嚙がみして睨にらむ耀。しかしその隙に待機していた飛鳥が叫さけんだ。

「ディーン、行きなさい！」

「ＤＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＮ[image: !!!]」

　伸しん縮しゆく自在な鉄てつ腕わんが広場の外から高速でジャックを襲う。

　その剛ごう力りきはジャックの頭をかち割るだけの力を秘めているだろうが、それも当たればの話。悠ゆう々ゆうと避けたジャックはやはり高らかな笑いで指を振った。

「甘い甘い、ゲームメイクが甘いですよ御二人とも！　波状攻こう撃げきは数を揃そろえて初めて意味を成すものです！　この人数なら一いつ斉せい攻撃が基本ですヨ？」

　畳たたみ掛かけようにも、二人と一体だけでは意味がないとせせら笑うジャック。しかしディーンの剛力は侮あなどれないことも解わかっている。偶然の一撃が可能性としてあり得る以上、この場に長居するのは危険だろう。

　ジャックは耀を握にぎりしめたまま、またも周囲を炎えん上じようさせて───

「───今だ、飛鳥！」

　その瞬しゆん間かん、耀の旋せん風ぷうがジャックの周囲で渦うずを巻いた。

　炎ほのおは収束することなく風に巻かれて拡散する。ジャックは今度こそ本当に焦ったような声を上げた。

「ま、まさか………！」

「そのまさかだよ、ジャック。貴方あなたが瞬時に消えるには、炎を纏まとう必要があるんだよね？」

　しまった、と内心で強きよう烈れつに舌打ちするジャック。

　ジャックはゲームが始まってから二度、その姿を忽こつ然ぜんと消した。その二度ともが前兆行動として炎を纏うものだった。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟は生死の境界を行き来する炎の悪魔がモチーフ。

　故ゆえにジャックが姿を消す発動条件として、炎を纏う必要があると推測したのだ。

　とはいえ、かなり当てずっぽうな作戦である。うまく策が塡まって内心は驚おどろいていた耀だが、この機を逃のがす理由はない。耀の号令で襲い掛かったディーンは隙だらけのカボチャ頭を叩き割り、その中に隠かくされていた宝玉を飛び出させた。

「っ、させるかッ！」

　宝玉に飛び掛かるアーシャ。拘こう束そくが緩ゆるんだ耀も一歩遅れて飛び込む。後手に回った耀だがしかし、豹ひようさながらの瞬しゆん発ぱつ力りよくとしなやかさでアーシャの頭を飛び越こす。

　その手の中には、しっかりと蒼あおい宝玉が握られていた。

「ぐっ………‼」

　徐々に修復していたジャックに視線を向けた耀は、小さな胸をしっかりと張って、

「………私の勝ち、だね」

　誇ほこらしく、主催者に勝利宣言をした。




　　　　＊




　───その後、〝キャンドル・ザ・ゴーストタウン〟が攻こう略りやくされたことを告げたジャックとアーシャは、粛しゆく々しゆくと授じゆ与よ式を執とり行った。

〝ノーネーム〟にキャンドルランプの所有権が入った封ふう書しよを手て渡わたし、最後は全すべての参加者に向かってゲーム終結の宣言をした。

「えー三年もの長きに亘わたってご愛好いただいた〝キャンドル・ザ・ゴーストタウン〟ですが、とうとう特別恩恵の獲かく得とく者が現れました。なのでこのゲームは此これにて閉幕とさせていただこうかと思います。また〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗印を靡かせて行うゲームがありましたら、その時は是ぜ非ひご参加下さい」

　それだけ告げて壇だん上じようから下がるジャック。それを追うようにパチパチと拍はく手しゆが鳴った。

　二〇回も開催して尚なお、二〇〇人近い参加者が集つどったのだ。半数近くが無料参加の子供ではあるが、もう半分は一いつ般ぱん参加者だ。それだけ長く愛されたゲームだったのだろう。参加者の中からは惜おしむ声があちらこちらから上がっていた。

　そんな〝ウィル・オ・ウィスプ〟の主しゆ催さいゲームを体験した耀と飛鳥は、心底感心したように笑えみを見せていた。

「やっぱり箱庭の華は、ギフトゲームの主催なのかしらね」

「うん………私たちも何時いつか、主催者をやってみたいね」

　羨せん望ぼうを込めた眼まな差ざしで主催者を見送る二人だった。




　その後、ゲームの後の恒こう例れい行事である〝ウィル・オ・ウィスプ〟のお茶会が開かれた。幼い少年少女が、捕つかまえたランタンから取り出した宝玉と引き換かえに作りたてのケーキを受け取っていく。

　耀と飛鳥もその席に招かれ、焼やき林りん檎ごのオムレットを渡わたされた。

　初めて見る洋よう菓が子しに瞳を輝かがやかせる飛鳥は、熱っぽい視線をアーシャに向ける。

「凄すごく素す敵てきな洋菓子ね………！　生き地じで生クリームと果物を挟はさんであるけど、これもクレープの一種なのかしら？」

「まさか。オムレットの生地はケーキで使われるものと一いつ緒しよだぞ。その生地で包んで食べるのがオムレットだ。ちなみに飛鳥のが焼き林檎のオムレットで、私のがカボチャクリームのオムレットな」

　そう言って前に出した途と端たん、皿からカボチャクリームのオムレットが消えた。

　一いつ瞬しゆん何が起こったか分からなかったアーシャだったが、リスのように頰ほおを膨ふくらませている耀を見てガクン！　と勢いよく首を横に倒たおして耀を睨んだ。

「………オイコラ。その頰に詰め込んだナニかは、何だ？」

「………。あーひゃのおふれっと」

「だあああ、もう！　行ぎよう儀ぎ悪いわ手て癖くせ悪いわ性格悪いわで何処どこからツッコミ入れたらいいか分からないよ、この馬ば鹿か！」

　ムギュッと膨らんだ頰をこねくり回すアーシャ。一瞬中身が飛び出そうになったが、耀は渾こん身しんの食い意地で我が慢まんして飲み込む。

　もう呆れ返って言葉も無いとばかりに肩かたを落としたアーシャは、残りのケーキが無いかと席を立つ。口の中をきれいにした耀はその背に声をかけ、

「アーシャ」

「何だよ」

「カボチャクリームのオムレット、凄く美味おいしかった。あと招待状をくれてありがとう」

「………フン」

　唇くちびるを尖とがらせ、ツインテールを揺ゆらして去るアーシャ。

　二人きりになったのを見計らい、飛鳥は先ほどのゲームのことで耀に問うた。

「春日部さん。さっきのゲーム中にされた相談なんだけど………」

「うん？………えっと、ゲームの戦果を二人で分け合うって話？」

　自分の皿に載のせられたオムレットに手を付け始めた耀が、小首を傾かしげて飛鳥に問い返す。

　共に戦果を競きそい合う二人がゲームで協力し合ったのは、戦果を二人で分け合うという条件での共同戦線だった。

　ゲームは勝たねば功が無い。どれだけ独どく占せんしたい戦果でも、それは勝利が前提のものだ。故に協力して戦うことを提案した耀の判断は間ま違ちがいはないのだが………飛鳥が違い和わ感かんを覚えたのは、むしろゲームに対する意外なほどの意い欲よくだった。

「私の思い違ちがいかもしれないけれど………春日部さんは、どうしても勝ちたい理由があるのではないかしら？　春日部さんが誰だれかと協力するようなゲーム展開は少し珍めずらしい気がするのだけど」

「………それは」

　言いかけて、口を閉とざす。この仕草が既すでに珍しい。

　自由奔ほん放ぽうな耀が言いかけたことを取り下げることはほとんどない。話すべきことは口にし、話す気が無いことは決して口を開かないのが彼女だ。

　飛鳥は少し不安になり、心配そうに身を乗り出す。

「春日部さん。もし何か事情があるなら私も手を貸すわ。だから話してくれない？」

「………んっと」

　どう話したものかと困こん惑わくする耀。

　飛鳥は話し出すまで姿勢を正し、じっと彼女の言葉を待ち続ける。

　しばし瞳を泳がせていた耀だったが、観念したようにボソリと呟つぶやいた。

「………私も、農園に貢こう献けんしてみたくて」

「え？」

「えっと………あの農園は十六夜が水を引いて、飛鳥が耕したでしょ？　だから最後に私が苗なえを用意したら………『あの農園は三人で造った』って、胸を張って言えるかなあ、って」

　その為ためにも、収しゆう穫かく祭には一日でも多く参加して苗を手に入れたい。

　そんな春日部耀の胸の内を初めて知った飛鳥は、衝しよう撃げきを受けたように息を吞のんだ。何処か協調性の無い耀が、まさかそんなことを考えていたとは思いもよらなかったのだろう。

「………そう。そういうことだったのね」

　俯うつむく耀を、静かに見つめる。

　飛鳥は今の耀の気持ちがよく分かる気がした。彼女もディーンを手に入れるまでは、今後どうやって高難度のギフトゲームを勝ち抜ぬいていけばいいのか迷っていたからだ。

〝家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨てて箱庭に来い〟

　そんな口説き文句で召しよう喚かんされた彼女たちに求められるのは、やはりコミュニティの再建だ。その大目標に貢献できなければ、今の居場所がなくなるのでは───という不安が、彼女にも同様にあるのだろう。

（そっか………皆みんな、不安に思うところは同じなのかな）

　飛鳥は何かを悟さとったように瞳を閉じ、ガシ！　と耀の肩を鷲わし摑づかみにして、

「話は分かったわ、春日部さん。そういうことなら私も協力しましょう！」

「きょ、協力？」

「そうよ！　まず収穫祭に一日でも長く参加する為に、今日の戦果は春日部さんに譲ゆずるわ」

　キョトン、と瞳を丸くする耀。

　しかし次の瞬間には一転、焦あせったように首を横に振ふった。

「だ、駄だ目めだよ飛鳥！　そんな噓うその報告をしたら一人で頑がん張ばってる十六夜にも失礼だし、」

「あら、でもあながち間違いでもないでしょう？　作戦を立てたのも、敵の特性を看破したのも、宝玉を手に入れたのも春日部さんじゃない？」

「そ、それは飛鳥が手伝ってくれたおかげで………！」

「いいからいいから。それに十六夜君なら案外、これぐらいの戦果はサラリと挙げちゃうんじゃない？　折せつ角かく彼に対たい抗こうできそうな大きな戦果なのに、分ぶん割かつするなんて勿もつ体たい無いわ」

　手のひらをヒラヒラと揺らしておどける飛鳥。

　耀はそれでも納なつ得とくしかねるといった表情だったが、彼女の決意もまた強い想おもいによるものだ。無む下げにするのは失礼かなとも思い、恐おそる恐る確かく認にんする。

「………本当に、いいの？」

「ええ。それでも気き兼がねするなら、何時かお礼をしてくれたらそれでいいわ。勿もち論ろん、十六夜君にもね」

「………うん、わかった。飛鳥にも十六夜にも、きっとお礼をするよ」

　そう言って柔やわらかい笑みを見せる耀。

　友人の初めて見せる心からの笑顔に満足しつつ、焼き林檎のオムレットを口に運ぶ飛鳥。

　口の中に広がる幸せな甘味に頰を緩ませながら、二人ははにかんで微笑ほほえみ合うのだった。
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　カタン、と柳りゆう桜おうの枝を挿さした花か瓶びんを置く。

　七日七晩続いた白しろ夜や叉しやの送別会が終わり、〝ノーネーム〟の本ほん拠きよの近きん隣りんも普ふ段だんの静けさを取り戻もどしていた。

　黒ウサギは審しん判ぱん業の為ために用意した衣装部屋の戸と棚だなを閉め、感かん慨がい深くため息を吐ついた。

「これでこの衣装部屋も必要無くなってしまいましたね………」

　彼女にとって審判業務とは生きる為に仕方なく引き受けた仕事でしかない。

　初めはプライドが邪じや魔まをして上手うまくゲームの審判を務めることが出来なかった。〝箱庭の貴族〟と謳うたわれるウサギが見世物のように扱あつかわれるのだ。抵てい抗こうがあるのは無理もない。

　しかし今にして思えば、アレは白夜叉なりの試練の一つだったのかもしれない。

　白夜叉は明日食うことにも困っていた〝ノーネーム〟が生きる為に、法外の融ゆう資しを約束してくれた。一二〇人もの少年少女が生活できるだけの報ほう酬しゆうを、たった一つの仕事で支し払はらっていてくれたのだから。

「嫌いや々いやながらも続けていた仕事ではありましたが………これらの衣装が〝ノーネーム〟を支えてくれたのも事実なのです」

　しかし白夜叉が下層を去った今、この衣装部屋が使われることはないだろう。

　どんな仕事でも、いざ終わってみたら少し物もの寂さびしいものだ。

「しかし………我ながら、色んな服を着させられたものです」

　そう言って衣装棚だなをゴソゴソと漁あさる。人に見せるのは恥はずかしいが、趣しゆ味みで着る分にはいいかもしれない。何だかんだ言っても生き地じは上質なものが使われている。飛鳥あすかのドレスのように改造して使うのも手だ。

　普ふ段だん着ぎに使えそうな衣装を物色していると、コンコン、と軽くドアをノックする音が聞こえた。

「黒ウサギ。今大だい丈じよう夫ぶか？」

「十六夜いざよいさん？　ええ、問題ないですよ」

　突とつ然ぜんの訪問にウサ耳を傾かしげる黒ウサギ。

　しかしドアが開いたときに二度驚おどろく。

　十六夜の後ろには飛鳥、耀ようの二人がお茶ちや菓が子しと紅茶を運んできていたのだ。

「送別会、お疲つかれ様。ずっと白夜叉に付き合わされて疲れたでしょう？」

「そ、その労ねぎらいにわざわざお茶を？」

「うん。お疲れ様も兼かねてお茶会をやろうってことになって」

　そう言ってお茶菓子のクッキーを摘つまむ耀。

　だが黒ウサギはそれどころではない。

　まさか問題児三人から労いの言葉をかけられるとは思わなかったのだろう。何時いつも何時も苦労ばかりかけられている黒ウサギにとっては正に青せい天てんの霹へき靂れきである。

　ウサ耳を左右に躍おどらせながら歓かん喜きした黒ウサギは、一いつ瞬しゆんでテーブルの用意をし、三人の席を用意した。

「どうぞどうぞ！　衣装整理で埃ほこりっぽくなってるお部屋でよければ！」

「埃っぽい？」

「じゃあ止やめましょうか」

「そうだね」




　バタンッ！




「って本当に帰るんですか⁉」

「なわけねえだろ」

　からかいながら改めて入室する三人。

　三人が持って来たお茶菓子はクッキーに苺いちごのジャムをのせた物と、裏庭で栽さい培ばいしているハーブティーだった。問題児的な態度とは裏腹に、疲れが取れるようにという心こころ遣づかいが見えて黒ウサギは小さく喜んだ。

「そういえば皆みなさんは、以前にもこうしたお茶会を設けたことがあるのでしたっけ？」

「ええ。〝アンダーウッド〟で一度だけね」

「今回は黒ウサギも一いつ緒しよに交友会をしようと思って」

　飛鳥と耀の提案になるほど、と頷うなずく黒ウサギ。そのお茶会には是ぜ非ひとも参加したいと思っていたところである。

「それでは第二回！　異い邦ほう人じんのお茶会を始めるのですよ！」

　わーパチパチ！　と盛り上がる女性陣じん。

　ますます女子会っぽくなってきたなと呆あきれる十六夜だが、箱庭について質問できるいい機会である。彼はクッキーを口に運んで何気なく問う。

「じゃあ、まず俺から。───前々から気になってたんだが、〝ノーネーム〟のチビたちは学校とかに行かなくていいのか？」

　十六夜の質問に、フム、と黒ウサギが腕うでを組む。

「学校………というと、学まなび舎やのことでございますね。以前までの〝ノーネーム〟にはあったのですが、今は黒ウサギが定期的に皆みんなを集めて教えています」

「あら意外。黒ウサギが先生を？」

「ＹＥＳ！　とはいえ一いつ般ぱん教養の範はん囲いでしかありませんけども。専門的な教育をしているコミュニティや、特定の宗派に預けて修しゆ行ぎように出すなどなど、他ほかにもあるにはあるのです」

「じゃあ、神社とかで文字を教えてるの？」

「はい。特に仏門はその取り組みに力を入れています。〝魔ま王おうを更こう生せいさせたければ仏門に入れろ！〟なんて言われているほどです」

「そりゃいいな。うちの斑まだらメイドも入れてみるか？」

　茶ちや化かすように十六夜が言うと、一同は一いつ斉せいに笑い声を上げた。あの刺とげ々とげしい性格が直るのなら仏門に放り込むのも吝やぶさかではないと考えたのだろう。

「それはいい案なのですが………ここでは基本的に、一流の参加者プレイヤーや軍師メイカーを組織内で育てる、という方針でやってきました」

　つまり教育はコミュニティの自己判断であり、自己責任ということである。

　十六夜は少し感心したように声を漏もらした。

「義務教育もないってことか。自主性を高めるという意味ではいいが、それでコミュニティを高めることなんてできるのかね」

「ＹＥＳ！　凡ぼん百ぴやくのコミュニティならいざ知らず、一流プレイヤーが在ざい籍せきするコミュニティではなんの問題もありません！」

「そうなの？」

　耀は口いっぱいにクッキーを詰つめ込みながら意外そうに問い返す。

　黒ウサギは胸を張って断言した。

「箱庭の少年少女は皆、己おのれも何時か一流のプレイヤーとして華はなの舞ぶ台たいに立とうと夢をみます。そしてその花形であるプレイヤーの背中を見て、我もまた彼かの人みたく在りたい、と胸を焦こがして己を磨みがくのです。故ゆえに皆様が今のように活かつ躍やくし続けることこそ、最上の教育なのでございますよ！」

　シャキン！　とウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

　ギフトゲームで活躍し、旗印を雄お々おしく掲かかげ、高らかに組織の名で勝利を告げる。

　名声と輝かがやきは、己おのが剣けんと御み旗はたに。

　その輝きに少年少女は焦がれ、己を磨いていくのだ。

「………ふぅん。効率的とは言えないが、悪くねえな」

　口元に笑えみを浮うかべてカップを口に運ぶ十六夜。ぶっきらぼうな言い方ではあるが、十六夜は〝ノーネーム〟の教育方針を良しと受け取っていた。それと同時に、どうしても思わずにはいられなかった。

　───金糸雀カナリアの教育方針は、世界を隔へだてても尚なお、変わることはなかったのだと。

　一方の飛鳥も熱いため息を吐き、己を鼓こ舞ぶするように腕を組む。

「それじゃあ、ますます以もつて明日から頑がん張ばらないとね。年長・年少組に格好悪いところは見せられないわ」

「ＹＥＳ！　その意気なのですよ！───と、ここで箱庭側から質問を返すのです」

　ウサ耳を傾かたむかせ、興きよう味み津しん々しんという瞳ひとみを向ける黒ウサギ。

　クッキーを一枚齧かじり、ここぞとばかりに問う。

「前々から思っていたのですが、もしかして十六夜さんの着ているその服───伝説の最強武装〝ガクラン〟ではないのでしょうか⁉」

　ブッ、と十六夜は紅茶を詰まらせる。理由は言うまでもない。

　黒ウサギが日本の学生服である学ランを知っていたこともさることながら、どうしてそれが〝最強の武装〟＝学ランなんていう話になってくるのか。

　異論を口にしようとした十六夜だったが、それより早く耀が話題に乗っかる。

「そう言えば父さんが残した古い書物の中に………学ランを来た少年少女が、世界を救うッポイ話があったと思う」

「ＹＥＳ！　箱庭でも過去に三度〝ガクラン〟をきた大だい英えい雄ゆうが現れているのです！　そしてその誰だれもが同じように〝バンチョウ〟を名乗っていたのだとか！」

「そっか。やっぱりあの本って実在した話だったんだね」

　なわけねえだろ、と心の中でツッコミ。

　どうしてそのような歴史的誤解とトラブル召しよう喚かんが生まれてしまったのか、十六夜にはわからない。彼の知らない召喚師が戯たわむれで呼び出したのかもしれない。

　十六夜は苦く笑しようしながら、とりあえず誤りを訂てい正せいした。

「一応言っておくと、学ランっていうのは一九〇〇年代の日本の学校で使われている制服でしかない。この制服そのものに大した力はない」

「あやや？　そうなのですか？」

「ああ。そもそも俺の時代じゃ全盛期は過ぎてる。俺が学ランを着ることになったのはアイツの我わが侭まま───と、この話題はいい。………あと春日部かすかべ。お前の読んだそれは漫まん画がの中だけの話でフィクションだ。事実じゃない」

「………？　そうなんだ」

　少し不思議そうに小首を傾げる耀だが、反論も無いまま最後のクッキーを口にする。

　様子を見ていた飛鳥はしみじみと呟つぶやいた。

「やっぱり文化圏けんが違ちがうと衣装ひとつで全く違うのね」

「ＹＥＳ！　特に白夜叉様は外界の特異な衣装をこよなく愛されていた方だったので、黒ウサギも色々な服を着せ替かえさせられたのですよ」

「白夜叉らしいな」

「ちなみに、どんな格好をさせられたの？」

「それはもう数えきれないほどに！　和洋折せつ衷ちゆうは勿もち論ろんのこと、専用職の衣装や水着、男装までもさせられました」

「ウサギの着せ替え人形というわけか。羨うらやましいご趣味だね」

　フッと遠い目をする黒ウサギ。他人ひと事ごとだと思ってヤハハと笑う十六夜。

「………しかしこの衣装も、しばらく使われることはないでしょう。白夜叉様が帰られたのですから」

　寂さびしそうに呟き、衣い装しよう棚だなを開く。

　白夜叉が黒ウサギに贈おくったのはなにもコスプレ紛まがいのネタアイテムばかりではない。時に絢けん爛らんなドレスや衣装で黒ウサギを喜ばせもしてくれた。

　審しん判ぱん業が無くなった今、これらの衣装を着る機会はほとんどないといってもいいだろう。

　モグモグとクッキーを食べ終わった耀は、ふと思いついたように衣装棚に目をやる。

「………その衣装棚。男装用もあるんだ」

「ＹＥＳ！　ありますよ？」

「そっか。───なら最後に、遊んでみる側になってみない？」

　小さく微笑ほほえみ、十六夜に視線を向ける耀。

　十六夜は笑みを消して腰こしを上げるが、少し行動が遅おそかった。

　飛鳥は彼より早く耀の視線の意図を瞬しゆん時じに理解する。

「あら、それはいい案だわ。私も興味があったのよね、等身大着せ替え人形」

　こちらも意味深な瞳で十六夜を見る。

　そこで黒ウサギもようやく察した。

「そういえばこんなところに一枚だけ、十六夜さんに使える命令権がありました。………使うなら、今しかございませんねえ」

　ムフフ、とギフトカードを取り出す黒ウサギ。

　逃にげ出すタイミングを失った十六夜は壮そう大だいに舌打ちして、観念したように両手を上げた。

「………了りよう解かい。黒ウサギの退職祝いだ。好きに遊んでくれ」

　腰を下ろして身を投げ出す。

　三人娘むすめは黄色い声を上げながら、高らかに宣言した。




「それでは！　お茶会改め───逆さか廻まき十六夜の着せ替え遊びを始めますのですよ！」




　パチパチパチ、と拍はく手しゆと共に衣装棚を漁あさり始める女性陣。

　ノリノリで始めた女性陣を尻しり目めに月を見上げた十六夜は心底思った。

　何時いつか白夜叉が帰ってきたら───今日という日の仕返しをしてやらねばなるまい、と。
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『　─　ギフトゲーム名　〝青銅のステイム怪鳥パリデス〟　─




　　　　参加者：自由参加。


　　　　　　　　（但ただし、参加者は死の恐れ在り）




　　　　勝利条件：青銅で出来たスティムパリデスの羽を持ち帰る。




　　　　敗北条件：勝利条件が満たせない場合。

　　　　　　　　　（死亡も敗北と同様）






　　　　ルール概がい要よう


　　　　一、青銅が一定以上集まればゲーム終しゆう了りよう。

　　　　二、銀の羽を持ち帰った者には恩賞あり。

　　　　三、参加者は持ち帰った銅・銀の羽を主しゆ催さい者しやに寄き与よすること（密輸は厳げん罰ばつあり）

　　　　四、主催者は持ち帰った銅・銀の羽の値に見合う恩恵ギフトを授さずけること。

　　　　五、参加者が死亡した場合、死後の霊れい格かくはギリシャ神群に委ゆだねる。







　宣せん誓せい　上記を尊重し誇りと御み旗はたの下もと、〝ケーリュケイオン〟はギフトゲームを開催します。









〝ケーリュケイオン〟印』












　　　　＊




　───七二七二四六外門。デボラ山さん峡きよう・狭はざ間まの酒場。

　日を遡さかのぼること、一週間ほど前。

　南西に聳そびえる山脈の谷間で、一いつ獲かく千せん金きんのギフトゲームが開かい催さいされるという噂うわさが箱庭の各所で広がり始めていた。

　此こ処こは噂を聞きつけた猛も者さたちが集つどう酒場の一角。噂通りのゲーム内容に色めき立った猛者たちは、輝かがやく羊皮紙───〝契約書類ギアスロール〟を覗のぞき込んでざわめき合う。

「〝ケーリュケイオン〟といえば、箱庭の南側一帯を仕切る最大手の商業コミュニティじゃねえか」

「背後に神群が関かかわってるとなりゃ、かなり大おお掛がかりなゲームになるぞ」

「しかしスティムパリデスといえば、猛もう毒どくの息を吐はく怪鳥。青銅の羽を持ち、その硬こう度どは刃やいばを弾はじくと噂の幻げん獣じゆうだぞ」

「それがどうした。〝ケーリュケイオン〟はギリシャ神群の金庫番だぞ。見返りは大きいに決まってる」

「ああ。ギリシャ神群から神格を授かるのも夢じゃねえ。命を賭かける価値はある………‼」

　酒さか瓶びんを片手に掲かかげて色めき立つ猛者たち。見ればその彼らも半数以上は人間ではない。それぞれが名のあるコミュニティに属する実力者たちは、人間とは異なる特とく徴ちようがあった。

　獰どう猛もうな牙きばと狼おおかみの耳を持つ〝五爪〟の副長・ヴォルド＝フォーカス。

　大木のような巨きよ軀くを持つ〝四本足〟の副長・ドルク＝ポルフォイ。

　その他ほかにも翼つばさを持つ〝二翼〟の翼人種や、数多あまたの獣人・精せい霊れいたちが集っている。

　大樹〝アンダーウッド〟に本ほん拠きよを構える〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟連盟の一部が、今回の怪かい鳥ちよう狩がりに乗り出してきたのだ。




　そう───此処は修しゆ羅ら神仏・悪あつ鬼き羅ら刹せつが集う箱庭の世界。

　絶大な力を持つ神仏が人類や幻獣、精霊たちに恩恵ギフトを与あたえる為ために行う神しん魔まの遊ゆう戯ぎ───〝ギフトゲーム〟を主催する異世界である。

　尋じん常じよう外なこの異世界は、時に外界から特異な才能・系統を生まれ持った者や、戦いの功績を認められた英えい傑けつを招き入れる事がある。

　中には人類でも最さい高こう峰ほうの才能を持つ者達が召しよう喚かんされることも少なくない。

　しかしそんな才能を持つ者が、礼れい儀ぎ正ただしくゲームに参加するはずも無く───




「た、大変だああああああああああああ[image: !!!]」




　───バタン！　と酒場の扉とびらを開く音。ギフトゲーム〝青銅のステイム怪鳥パリデス〟に先行参加していた参加者の一人が、息せき切って客席に飛び込んできた。

　全身の至る所から汗あせを搔かき肩かたで息をするその男は、呼吸を整えるためにテーブルに突つっ伏ぷしている。

　何事かと集まる猛者たち。男の周りにはあっという間に人だかりができていた。

「お、おい。何があった？」

「まさか早くもターゲットが乱らん獲かくされたってんじゃ………」

　今この酒場に居る者たちは参加者の第二陣じんだ。つまり第一陣がゲームクリアしてしまえば、骨折り損のくたびれもうけである。

　しかし息せき切って戻もどってきた男はブンブンと首を左右に振ふり、

「………と……‼」

「何？」

　誰だれというわけでもなく問い返す。呼吸を整えた男は恐きよう怖ふに竦すくみあがった顔で───




「と……とんでもねえガキが現れた………‼」




　………は？　と一いつ斉せいに疑ぎ問もん符ふを浮うかべる猛者たち。だが男は全身から冷や汗を搔きながら山峡の湖こ畔はんを指差し、

「湖畔に、スティムパリデスの群れを見つけて、先行隊が狩かりの準備をし始めたら………と、とんでもねえ強さのガキが三人現れて、俺たちに襲おそいかかってきやがった………！」

　カタカタと、肩を震ふるわせながら告げる先行参加者の男。

　酒場で待機していた第二陣はポカン………と半口を開いて呆あきれた後。

　一斉に、弾はじけるような大笑いが広がった。

〝四本足〟の副長・ドルク＝ポルフォイはその巨きよ大だいな腹を叩たたいて鳴らし、

「おいおい、テメェら聞いたかよ！　俺たちは怪かい鳥ちようを狩る為にわざわざ辺境にまで来たっていうのに………先行隊はガキを相手に全ぜん滅めつらしいぜッ！」

　ドッと酒場で弾ける笑い。

〝五爪〟の副長・ヴォルド＝フォーカスもそれに続く。

「ハハッ、そりゃ不幸中の幸いだ！　ガキを相手に負ける連中が、スティムパリデスを相手に勝てるはずがねえ！」

　高らかに笑いあう酒場の猛者たち。

　一ひと頻しきり笑い転げた彼らは一斉に席を立って身み支じ度たくを整える。

「………だがコイツは朗報だ。先行隊は巣を襲えずに失敗したらしい」

「ああ。群れが手つかずなら山やま狩がりをする必要もない。おいテメェら！　すぐ出発の準備をしろ！　スティムパリデスは、俺たちがまとめて狩り尽つくす‼」

　おお！　と鬨ときの声を上げて一斉に準備に取り掛かかる参加者たち。

　にわかに忙いそがしくなる酒場。しかしその中で異色の雰ふん囲い気きを持つ二人組がいた。

　一方の猫ねこ族の男は髭ひげを撫なでつつ、神しん妙みような顔で笑う。

「………出で鱈たら目めに強い三人組のガキ、ねえ」

　洒落しやれた服装に身を包むその猫族の男は、猛者の集う小こ汚ぎたない酒場には合わない形なりをしているものの、その瞳ひとみからは歴戦の経験を積んだ老ろう獪かいさが感じとれる。一目見ても、周囲の猛者たちとは一味違ちがう風格がある初老の猫族。

　その老ろう猫びように付き添そうローブ姿の女は、隠かくしきれないウサ耳をピクピクと跳はねさせて呟つぶやく。

「うう………嫌いやな予感しかしないのですよ」

「そうだな。一応、話は聞いておくか」

　老猫の男とウサ耳の女は、先行隊の男の許もとにソッと近寄り、

「おい、アンタ。そのガキはもしかして………野や郎ろう一人、お嬢じようちゃん二人の構成じゃなかったか？」

「そ、そうだ。三人が三人とも違うタイプのギフトを使う………化け物だった……‼」

　あちゃー、と額を押さえる老猫とウサ耳の女。

　しかし得心が行ったのか、先行隊の男を自分の隣となりの席に座らせ、

「そりゃ災難だったな。まあ飲めよ。ここは俺の奢おごりだ。好きなだけ飲んで帰るといい」

「は………？　いや、しかし、」

「いいからいいから。どうせこの店は〝六本傷〟の分店だ。俺の懐ふところは痛まねえし」

　ガッハッハと笑って、酌しやくをする老猫───ガロロ＝ガンダック。

　ウサ耳の女はその隙すきに、そっとローブを揺ゆらして席を立つ。

「申し訳ありません、ガロロ大老。黒ウサギは皆みなさんに『やりすぎちゃ駄だ目めなのですよ！』とご忠告してきます」

「おう。アンタの足なら先回りできるはずだ。酒場の若い奴やつらは俺の身内だと、あの悪ガキどもにちょっと言っといてくれ」

「ＹＥＳ！　承うけたまわりました！」

　ローブを脱ぬぎ捨て、酒場から一目散に飛び出るウサ耳の少女───黒ウサギ。

　二人は先行隊を襲ったという少年少女に覚えがあった。もしも彼らが知る三人組ならば先行隊が全滅したというのも納なつ得とくできる。いやそれどころか、第二陣もあっけなく敗退するに違いない。

　何故なぜなら彼らは、箱庭の世界に蔓延はびこる天災───〝魔ま王おう〟を狙ねらい撃うって戦う、〝ノーネーム〟のコミュニティ。

　世界最強の、問題児集団なのだから。




　　　　＊




　───デボラ山さん峡きよう麓ふもとの湖畔。スティムパリデスの巣穴。

　湖畔のすぐ傍そばにある洞ほら穴あなにスティムパリデスは巣を作っていた。彼らは常に群れで行動し、他種族を寄せ付けずに日々を過ごす。

　しかしそんな怪鳥の巣穴に、不自然な人ひと影かげがあった。

「………第二陣が来る。十六夜いざよい、飛鳥あすか。迎げい撃げきの準備を」

「あいよ」

「次はどれぐらいの数なの、春日部かすかべさん」

「全部で一二〇人ぐらい。狩しゆ猟りよう用に毒の弓矢を用意しているみたいだから気を付けて」

　警けい戒かいするように訴うつたえる少女の声。

　その忠告を受け、呆れたような声が響ひびく。

「毒矢まで用意してくるとはな。どうやら第二陣は本気でスティムパリデスを狩りつくす気らしい。───ハッ、上等だ」

　嬉き々きとして立ち上がると、少年は少女二人に向かって物ぶつ騒そうに言い放つ。

「二人とも持ち場につけ。〝青銅の怪鳥〟をゲームクリアするために………絶対、スティムパリデスを死守するぞ」




　　　　＊




　第二陣がスティムパリデスの巣があるという湖畔に到とう着ちやくする頃ころには、辺りは深夜になっていた。夜空を見上げれば、輝く満月から燦さん々さんと光が降り注いでいる。

「これだけ月明かりがあれば、狩りは難しくねえな」

　ヴォルドの意見に頷うなずく一同。しかし油断はできない。肉食性のスティムパリデスは魚も肉も好物である。迂う闊かつに近づけば猛もう毒どくの吐と息いきで一いち網もう打だ尽じんとなるだろう。

　故ゆえに攻こう略りやく法は三つ。




　一つ目は不意打ち。

　二つ目は吐息の届かない範はん囲いからの投とう擲てき。

　三つ目は〝伝承に倣ならう〟というもの。




　第二陣はそれぞれが得意な分野に分かれてスティムパリデスの巣を目指す。

　不意打ちを得意とする獣人たちが攪かく乱らんの為に、先せん陣じんを切って進む。

「───よし。気配を消せ」

　猛もう獣じゆうさながらに足音を消して水辺を走る者。

　爬は虫ちゆう類るいのように保護色で全身を隠す者。

　それぞれが己おのれに合った方法で突とつ進しんしていく中───突とつ如じよ、横よこ薙なぎの旋せん風ぷうが襲った。

「っ、何だ………⁉」

　嵐あらしさながらに渦うずを巻く旋風。

　人ぐらいなら軽く吹ふき飛ばしてしまいそうなほど激しい風だが、獣人の狩人かりうどたちはそれぞれの得意性を発揮し、辛かろうじてその場で踏ふみとどまる。

　しかしこの場に限って言うなら、それは下策だった。

「───そう。これぐらいじゃ帰ってくれないんだ」

「っ、誰だ⁉」

　先頭を走っていたヴォルドが耳を逆立てて吼ほえる。声の主は少女のものだった。

　彼は手て練だれの参加者の一人として、先行隊を全滅させた相手を警戒していた。しかしその相手が本当に少女だと思っているわけではない。幻げん惑わくか洗脳のギフトで少年少女を装う本体がいるのだろうと彼は推測していた。

（妨ぼう害がいとは、卑ひ劣れつな参加者め………化けの皮を剝はいでくれる！）

　腰こしを低く落とし、短刀を構えて臨戦態勢を取る。全身をバネのように撓しならせるその肉体は、正に猛獣のそれである。

　一いつ切さいの油断の無い構えを取る男。

　しかし旋風と共に現れた少女を見た途と端たん、男は一いつ瞬しゆんだけ呆あつ気けにとられた。

「悪いけど、スティムパリデスたちは襲わせない」

　旋風を巻き起こし、大気を踏み締しめるように空から舞まい降りる少女。驚おどろいたことに、この力を行使しているのは他ほかならない彼女自身に見える。俄にわかには信じがたい事実である。

　十四、五歳に見える少女はショートカットの髪かみとノースリーブの上着を風で揺らしながら、抑よく揚ようのない声で名乗りを上げた。

「〝ノーネーム〟出身、春日部耀よう………です。もし私に負けたら、巣には手を出さないで大人しく帰って欲しい」

「───……」

　獣人の男は鋭するどい瞳をスゥ、と細めた後───短刀を水辺に放り投げ、満月を仰あおいだ。

「一つ詫わびとくぜ。まさか真正面から喧けん嘩かを挑いどまれるとは思わなかった。てっきり卑ひ怯きよう者が横よこ槍やりを入れに来るもんだとばかり思っていたんでな」

「……………」

「〝五爪〟の副長・ヴォルド＝フォーカス。───その決けつ闘とう、乗ったぜお嬢ちゃん‼」

　一いつ喝かつ、ヴォルド＝フォーカスの姿が激変した。満月を仰ぎ、零こぼれ落ちた光の滴しずくを瞳から吸収していく。

　肌はだは灰色の体毛に覆おおわれ、指からは岩をも斬きり裂さく鋭い爪が刃やいばのように生えていく。

　春日部耀はその劇的な変化を双そう眸ぼうで捉とらえ、確かく認にんするように呟いた。

「ワーウルフ………驚いた。ただの獣人じゃなかったんだ」

「おおよ！　七代の系けい譜ふを連ねて得た霊れい格かくは、妖よう仙せんにも退ひけはとらねえ───‼」

　首から上までも狼おおかみに変へん幻げんしたヴォルドは、前ぜん傾けいの姿勢から一直線に耀の許に疾しつ走そうする。

　耀は敢あえて空中に逃にげることをせず、真正面から突進を迎むかえ撃つ。




　両りよう雄ゆうが火花を散らす同時刻───投擲で巣を狙っていた一団から、悲鳴があがった。




　　　　＊




　湖こ畔はんを見み渡わたせる高台に登っていた一団は、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに遭あって大混乱に陥おちいっていた。

　しかしそれも仕方がないだろう。

　彼らが目指した高台には、燦さん然ぜんと輝かがやく月明かりさえも遮さえぎる巨きよ大だいな影かげ───真しん紅くの装そう甲こうを持つ隻せき腕わんの鉄巨兵が雄叫びを上げて待ち構えていたのだ。

「───ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ[image: !!!]」

「うわああああああああああああああ[image: !!?]」

　何が起こったのか分からず、第二陣じんの投擲隊は次々と悲鳴を上げて後退していく。

　だが無理もない。突如何の前まえ触ぶれも無く、全長三十尺はあろうかという鉄の巨兵が現れたのだ。驚くなという方が無理である。

　その鉄巨兵の肩かたに上品に座る黒くろ髪かみの少女───久く遠どう飛鳥は、蜘蛛くもの子を散らすような風景を見下ろし、不満げに呟つぶやいた。

「まだ何もしていないのに逃げ出すなんて………これじゃ面おも白しろみが全くないわ」

　頰ほおに手を当ててため息を吐つく。しかしそれも、突然の地鳴りにかき消された。

「鉄人形如ごときが、調子に乗るんじゃねえッ！」

　ハッと飛鳥は顔を上げる。その眼前には、巨大な岩石が投げ飛ばされていた。

　飛鳥は右手を翳かざし、ディーンに命令する。

「ディーン、受け止めて！」

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ[image: !!!]」

　雄叫びを上げ、右みぎ腕うでで岩石を打ち砕くだく。一瞬ひやりとした飛鳥だったが、投擲の主を見てすぐに状じよう況きようを把は握あくした。

　飛鳥は油断を振ふり払はらい、眼前に聳そびえる敵を注視する。

「巨きよ人じん族………‼　一体何処どこから………？」

「ハッハッー‼　人化の術を使うのは幻げん獣じゆうや獣人だけじゃねえんだぜ！　俺らみたいにスケールがデカイ男が人里で暮らすにゃ、それぐらいの芸当は身に付くもんよ！」

　ドン！　と胸を叩たたく巨人族・ドルク＝ポルフォイ。その長身はディーンにも退けはとらない。大木のように太い二にの腕うでには相応の怪かい力りきが備わっているに違ちがいない。

　巨人族の男はギフトカードから巨大な斧おのを取り出し、高らかに名乗りを上げた。

「俺は〝四本足〟の副長・ドルク＝ポルフォイだ。アンタらが何のつもりでその高台に仁に王おう立ちしてるか分からねえが………そこを空けてもらわにゃ困るんだよなあ」

「あら、それでしたら問題ないわ。私たちは困らせたくて仁王立ちしてるのだもの」

　フフン、と後ろ髪を搔かき上げて笑う飛鳥。

　ドルクは目を丸くした後、笑い声をあげた。

「なるほどなあ。困らせたくてそこに仁王立ちしてんのか。そりゃお嬢じようちゃんには問題ねえだろうが………俺たちはそうもいかねえ」

　ギラリと、ドルクの瞳ひとみに戦士の光が宿る。飛鳥もその眼光を真正面から受け止めて微笑ほほえんだ。

「結構よ。お互たがいに目的が違う者。なら競きそい合い奪うばい合うのが世の常というもの」

　飛鳥は右手を挙かかげ、ドルクに名乗り返す。

「〝ノーネーム〟出身、久遠飛鳥。そして同士のディーン。我々は、この高台を奪おうとする者全すべてに立ちはだかります。覚かく悟ごがおありなら、かかってきなさい！」

「ハッ、上等ォ[image: !!!]」

　斧を肩の上に構え、地じ響ひびきを上げながら突進するドルク。ディーンは右の鉄てつ腕わんを振り上げてその斧ごと殴なぐり飛ばす。

　長身、超ちよう重量を誇ほこる両者のぶつかり合いは大地を震しん撼かんさせ、他の参加者たちを震ふるえ上がらせる。

　高台には大きな亀き裂れつが生まれ、その亀裂に飲み込まれる者さえいた。

　隻腕の鉄巨人と、巨人族の戦士。両者の鋼はがねが二度三度とぶつかり合うたびに、湖畔の水面みなもは揺ゆれて月つき影かげを乱す。




　しかし参加者たちがその戦いに心を奪われていたのは僅わずか数分のこと。

　彼らはすぐに思い知る事になる。先発隊が誰だれを恐おそれて逃げ帰って来たのかということを。




　　　　＊




　───余談だが。

　スティムパリデスとは、ギリシャ神話群でも取り分け有名な逸いつ話わに記された怪かい鳥ちようである。

　ギリシャの大だい英えい雄ゆう・ヘラクレスが行ったという〝十じつ戒かいの試練〟第六の怪かい物ぶつ。それが青銅の羽を持つというスティムパリデスだ。

　猛毒の吐息と青銅の羽を持つこの怪鳥にはヘラクレスも手を焼き、最後は奇き策さくを以もつて退治してみせた。

　その奇策が〝巨大な銅ど鑼らを鳴らして怪鳥の群れを散らし、毒の弓で討うち取る〟というものである。

　即すなわち、〝毒を以て毒を制す〟。これがスティムパリデスの三つ目の攻略法である。

　銅鑼と毒の塗ぬった弓矢をこの場に持ち込んでいたのは、運輸を得意とする翼つばさある種族のコミュニティ〝二翼〟の同士たち。

　最近になって頭首が出しゆつ奔ぽんした彼らは、同盟コミュニティの間でも肩かた身みが狭せまい思いをしつつ日々を過ごしていた。

　巨大な恩おん恵けいを賜たまわるこのギフトゲームにかける思いは他のコミュニティの比ではない。

　復権の為ため、新たな長となる人材を呼び込むため、彼らは粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚悟でギフトゲームに挑んでいた。

　───少なくとも。

　逆さか廻まき十六夜が、彼らの前に立ち塞ふさがるこの瞬しゆん間かんまでは。

「ヒッ………⁉」

　ズドォン‼　と、爆ばく撃げきさながらの衝しよう撃げきが二度三度とデボラ山さん峡きように響ひびき渡わたる。

　その一撃は鷲獅子グリフオンの風より速く、巨人族の拳こぶしよりも重い。

　毒矢を構えて疾しつ駆くしていた〝二翼〟の同士たちは右往左往に逃げ回りながら、爆撃の主を睨にらむ。

「な、何者だ！　戦いを挑むというのなら、旗印を掲げコミュニティの名乗りを上げるのが筋であろう⁉　姿を晒さらし、口上を述べよ！」

　翼人種の男の一人が、敵対者に対して恫どう喝かつする。すると爆撃が止やんだ。

　爆撃で水すい霧むが立ち込める中、ユラリと人ひと影かげが月明かりで揺れた。

「………ハッ、コイツは驚いた。まさか二番手が、〝二翼〟のメンバーだったとはな。どうやらお互い、妙みような縁えんがあるみたいじゃねえか」

　ヤハハと笑いながら、水辺の中心で腕を組みながら仁王立ちしている少年。

　外見の年ねん齢れいこそ十七歳ほどの少年にしか見えない。

　が、その周囲に散乱している鋼の残ざん骸がいや、一撃の下もとで倒たおされた数々の参加者を見れば、少年の異常性を感じ取るには十分すぎた。

〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟でも精せい鋭えい揃ぞろいで有名な〝二翼〟だが、その彼らは今、少年の放つ異様な威い圧あつ感かんに押されていた。

「………コイツが先行隊を叩いた奴やつか」

「気を付けろ。どんなギフトを隠かくし持ってるか分からん」

「毒矢を用意しておけ。獲え物もの以外には使いたくないが、万が一ということもある」

　弓を構えて臨戦態勢を維い持じしつつ、十六夜へとにじり寄る〝二翼〟の同士。

　だがその彼らを、十六夜は鼻で笑い飛ばした。

「フン。どうやら〝二翼〟の連中は、どいつもこいつも腰こし抜ぬけ揃いらしい」

「何だと⁉」

「毒の矢なんて無ぶ粋すいなものを狩しゆ猟りように用いて、いざ必要な局面になっても腰が引けて射うつことも出来やしない。………ハッ、そういう点じゃグリフィスは優ゆう秀しゆうだったな。アイツなら即そく断だんしてたろうに」

　笑いを嚙かみ殺すようにクツクツと声を漏もらす十六夜。しばらくそうしていた彼だったが、突とつ如じよその笑えみを消して〝二翼〟の同士たちを睨みつけ、口上を述べた。

「───最初で最後の忠告だ。今すぐここから失うせろ。じゃなきゃ、一人残らずこの場で張っ倒す」

[image: ]

「っ───全員、弓を構えろ！」

〝二翼〟の同士たちが一いつ斉せいに弓の弦つるを引き、毒の付いた矢を一斉掃そう射しやした。

　十六夜の頭上に降り注ぐ豪ごう雨うのような矢。波のように一面を埋うめ尽つくすその光景を前にして、十六夜は獰どう猛もうに笑って突とつ貫かんした。

「ハッ！　しゃらくせえ！」

　怒ど号ごうを上げて振り上げられる拳。天地を揺らし山河を砕く彼の拳圧は可視できるほどの大気の波となって毒矢を弾はじき飛ばす。

　しかもそれだけでは留まらない。

　十六夜の拳圧は眼前で弓を構えていた〝二翼〟の一団までも飲み込み、彼らを吹ふき飛ばしたのだ。

「ば、馬ば鹿かな⁉」

　吹き飛ばされた一団はしかし、すぐに翼を広げ空中で体勢を整える。翼人種や幻獣が人化した彼らはそのほとんどが飛行能力を持ち合わせている。ただ吹き飛ばされただけでは致ち命めい傷しようにはならない。

　十六夜もすぐにそれを悟さとり、別の作戦を考え直す。

「………よし。久しぶりに射的で遊ぶのも悪くないな」

「な、何？」

「いやなに。狩かるはずだった側が、何かの間ま違ちがいで狩られる側に変わるっていうのも、ハンティングの醍だい醐ご味みだと思ってな。お前たちも一度はそういうことを経験しておくべきだと思うわけよ」

　言うや否いなや、十六夜はすぐ傍そばにあった木を、根こそぎ引き抜ぬいた。馬鹿馬鹿しい程ほどの怪力に思わず啞あ然ぜんとなる〝二翼〟の一団だったが、彼らの嫌いやな予感は更さらにその先にこそあった。

「ま、まさか貴様………⁉」

　ニヒャァと悪戯いたずらを思いついたような笑顔を浮うかべた十六夜は、大木を肩に構えて、




「全員纏まとめて、ふっとべやゴラァアアア[image: !!!]」




　───第三宇宙速度で投げ飛ばしたのだ。

「で………出で鱈たら目めか貴様あああああ[image: !!!]」

　脅きよう威いを悟った男が、いち早く絶ぜつ叫きようを上げて逃にげ出した。先ほどの拳圧とは比べ物にならない、尋じん常じよう外の衝撃が大気を揺らす。

　だがそれも当然だろう。

　翼を広げているすぐその隣となりで、大木が第三宇宙速度で迫せまってきたのだ。

　しかも投げられた大木はすぐに衝撃と摩ま擦さつ熱で燃え尽き、その砕くだけた破は片へんが熱を帯びて散さん弾だんのように飛び交かっている。これでは流石さすがの翼人種も避よけようがない。

　蚊かトンボのように次々と墜つい落らくしていくその姿を確かく認にんした十六夜は勝利を確信し、他ほかの二人の方へと視線を移す。

「………さて。春日部やお嬢じよう様さまは、上手うまくやってるのかな？」
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　山峡の湖こ畔はんを駆かけ巡めぐるように疾しつ走そうしていた耀とヴォルドの戦いは、速度を競い合って縦じゆう横おう無む尽じんに水面を揺らしていた。

「中々速いじゃねえか！　人間にしておくには惜おしい脚あしだぜ！」

「………どうも」

　抑よく揚ようのない声で返事をする耀。共に水辺で飛沫しぶきを上げながら戦う二人は、より速度を増して肉にく薄はくし合う。

　普ふ段だんならば超ちよう人じん的な身体能力を持つ春日部耀が勝利していただろうが、今夜に限っては分が悪い。

　満月から零こぼれ落ちた光を喰くらうワーウルフは徐じよ々じよにその力強さを増しているのだ。

「日が悪かったなあ！　今日が満月じゃなけりゃ、お嬢じようちゃんにも勝ち目があったろうによ！」

「っ、‼」

　ヴォルドが吼ほえると、彼の大だい臀でん筋きんから膝ひざにかけてまでの筋肉が大だい膨ぼう張ちようした。

　次の踏ふみ込みは今までより遥はるかに速い。そう直感した耀は、胸むな元もとから木き彫ぼりのペンダントを出して告げた。

「〝生命ゲノムの・目録ツリー〟───形状フオルム、〝光翼馬ペガサス〟」

　刹せつ那な、木彫りのペンダントは眩まばゆいばかりの光に包まれた。樹の幹から彫ほり出された材質は硬こう質しつへと変わり、耀の両足を包み込んでいく。光が全て耀の両足へと収束すると………其そ処こには、白銀の輝かがやきを放つレッグアーマーが顕けん現げんしていた。

　翼に見み紛まがうほどの光の粒りゆう子しを放出する具足は耀を僅わずかに浮かび上がらせ、ヴォルドへと突とつ進しんさせる。

　空中を駆ける翼を用意しながら、耀は敢あえて近接戦で挑いどもうというのだ。

「ハハッ、ガチンコで来るのかよ！　その気勢、とことん気に入ったぜお嬢ちゃん！　なら俺も加減はしねえぞ………[image: !!!]」

　ミシリと、大地が軋きしむ音。踏み込みだけで地じ盤ばんを歪ゆがませるヴォルドの脚きやく力りよくは、残ざん影えいすら追い抜くような速さで耀へと迫る。

　弾だん丸がんのように飛び掛かかる敵を耀は正面に捉とらえ───

「見えた………！」

　降りかかる凶きよう爪そうを、右足で弾き飛ばす。輝く旋せん風ぷうを巻き起こす光翼馬の具足はそのまま耀を一回転させ、ヴォルドの胸を撃うち抜いた。

「ガッ………！」

　肺を撃たれたヴォルドは吐と血けつし、水辺を二度三度とバウンドして吹き飛んでいく。耀は彼が立ち上がる素そ振ぶりを見せないところまで確認し高らかに右手を掲かかげ、

「………ヴィクトリー」

　ぶい、と勝利宣言をするのだった。




　　　　＊




　高台の決けつ闘とうは、ぶつかり合う衝撃だけでその地盤を砕くのではないかと思わせるほど激しい打ち合いになっていた。

　ディーンは隻せき腕わんとは思えないほど軽かろやかに斧おのを捌さばき、ドルクは巨きよ体たいからは想像できない熟練された斧おの捌さばきで迫る。

（チィ………破損していてこの腕わん力りよく。どんなパワーしてんだ、この鉄人形め！）

　両りよう腕うでで振ふりかぶる斧を、片かた腕うでで弾くディーン。もしも両腕が揃そろっていたら勝負は一いつ瞬しゆんで決着が付いていただろう。

「ええい、くそ！　何者なんだテメェら！　本当に〝名無しノーネーム〟なのかよ！」

「あら、失礼ね。騙かたるならもっと有名どころを騙っているわ」

「そりゃそうだ！」

　一層大きく火花を散らし、両者は一度距きよ離りを取る。ディーンを強敵と見て取ったドルクはしばし苦く渋じゆうの色で顔を染めた後………覚かく悟ごを決めたように、もう一本の巨きよ大だいな斧をギフトカードから取り出した。

「悔くやしいが、腕力じゃ勝ち目がねえ。だからここからは手数で攻せめさせてもらう。………どうする？　退ひくなら今だぜ？」

　鋭するどい双そう眸ぼうで忠告するドルク。本来なら二刀流より両手持ちの方が速く強く打ちこめる。これは常識だ。ましてや強固な装そう甲こうを持つディーンには二刀流は通用しないだろう。

　しかしこの状じよう況きようならばメリットはある。一瞬でもディーンの隻腕を押さえれば、マスターである飛鳥を狙ねらう事は出来る。

　もしも飛鳥がドルクの戦せん斧きんを受ければひとたまりもない。一いち撃げきで引き千切れてしまうだろう。それを見み越こした上での忠告だった。

　飛鳥はその意味を嚙み締しめた上で、礼れい儀ぎ正ただしく一礼した。

「ご親切に忠告いただきありがとうございます。確かにその二本の戦斧は私にとって脅威となるでしょう」

「なら、」

「ですがそれは、今のサイズならという意味ですが。───やりなさい、ディーン」

　パチンと指を鳴らす。その直後、ディーンの総身は徐々に巨大化していき、瞬またたく間に満月を覆おおい隠すほどの巨きよ軀くへと変へん貌ぼうした。

　全長にして約九十尺以上。先ほどまでの三倍にまで膨ふくれ上がり、巨きよ人じん族のドルクを見下ろした。

「な………なんてこった………⁉」

　巨人族の彼が真まっ直すぐに見上げざるを得ないほどの巨軀。ドルクにしてみれば正に青せい天てんの霹へき靂れきに違ちがいない。

　常に他種族を見下ろしてきたはずの彼が、己おのれより三倍以上も大きな鉄巨人に見下ろされているのだから。

　飛鳥は悠ゆう々ゆうとした笑えみを浮かべ、遥か眼下に居るドルクへとその笑みを向けた。

「それではドルクさん。先ほどの言葉、そのままお返ししましょう。───どうしますか？　退くなら今しかないわよ？」

　悪戯っぽい笑みで意い趣しゆ返がえしを図はかる飛鳥。

　ドルクは両腕に持った戦斧を交こう互ごに見たのち、苦笑いを浮かべ───肩かたを竦すくませて、降参の意を表した。

「悪いが、降参だ。流石に勝ち目があるとは思えねえ」

「そう。賢けん明めいな判断だと思うわ」

　ニッコリと笑う飛鳥。その後ディーンの上から他の二カ所を俯ふ瞰かんした飛鳥は、肩から降りてドルクの前に立ち、

「貴方あなたがこの一団のリーダーかしら？」

「そうだ」

「なら代表として、一いつ緒しよに行きましょうか」

「………あん？　何処どこにだよ？」

　訝いぶかしげに問うドルク。飛鳥は悠々と背後を指差し───

「そんなの、スティムパリデスの巣に決まってるじゃない」




　　　　＊




　───デボラ山さん峡きよう麓ふもとの湖畔。スティムパリデスの巣・最さい奥おう。

　三組の戦いが終わって一刻が過ぎた頃ころ。

　ガロロとその付き人たちは第二陣じんに追いつき、十六夜たちと合流していた。

「いやあ、悪い悪い！　この若い連中は〝アンダーウッド〟での戦いに参加してなくてな！　お前さんたちの事を知らなかったみたいなんだよ」

「だろうな。知っていたらお互たがいにもう少し違う対応をしていたはずだ」

　やれやれと肩を竦める十六夜。

　豪ごう快かいに笑うガロロ大老。

　一方のヴォルドとドルクは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような複雑な表情で二人の話を聞いていた。

「………大変失礼した。よもや〝アンダーウッド〟を救った御お方かたとは露つゆ知しらず」

「俺たちは漠ばく然ぜんと『めっぽう強い〝名無し〟が魔ま王おうを倒たおした』としか聞いてなくってよ。まさかそれがアンタたちの事だったとはなあ。広いようで世界は狭せまいもんだ」

　ガッハッハと笑うドルクと、猛もう省せいするヴォルド。二人と対たい峙じした飛鳥と耀も苦笑いを浮うかべている。

「まあ、事情を説明しなかった私たちにも非はあるわ」

「うん。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい」

「そう言っていただけると助かる。して、貴方たちはどうしてこのような事を？」

「それは……ガロロさんから別件の依い頼らいが、」

「皆みなさーん！　生まれたのですよーっ！」

　耀が話そうとする前に、巣の最奥から飛び出てきた黒ウサギの声がそれを遮さえぎった。

　何事かと顔を合わせるヴォルドとドルクだったが、十六夜たち三人が先を促うながし、

「産卵場は水辺の洞ほら穴あなにある。事情はそこで説明する」

　ついてこいと身み振ぶりで示す三人。

　湖こ畔はんにある洞穴は銅化する前の羽う毛もうを敷しき詰つめて暖かさを保つような空間になっていた。翼つばさの先に青銅の羽を生やしている美しい怪かい鳥ちようが各おの々おのの巣で卵を温めている。

　一歩前に出た耀が彼らを指差し、

「丁度、今が産卵期。ギフトゲームが開かい催さいされた直後の話」

「今が一番狙われやすい時期ってことだな」

　十六夜は歩きながら補足する。

　一同が目指したのは産卵場でも一ひと際きわ大きな怪鳥が陣じん取どっている巣だった。

　十六夜たちの姿を確かく認にんした怪鳥は鎌かま首くびをもたげ、耀に視線を移す。

『連れてきてくれましたか、耀』

「うん。〝六本傷〟のガロロさんと〝五爪〟の副長ヴォルドさん、〝四本足〟の副長ドルクさん。あと〝二翼〟出身の人たちも外に来てる」

『そうですか。〝二翼〟の方々も………』

　フッと安心したように瞳ひとみを細める怪鳥。

　事情が吞のみ込めないヴォルドとドルクは困こん惑わくしたように十六夜たちへ問う。

「どういうことだ？」

「そんなに難しい話じゃねえよ。ほら、俺たちが〝二翼〟の頭首・グリフィス一派を追い出しちまっただろ？　それで弱体化した〝二翼〟を立て直す為ために、新しい主力となる一族を探して欲しいって、ガロロの爺じいさんから頼たのまれていたわけさ」

　途と端たん、副長二人は目を剝むいて驚おどろいた。

「なっ………スティムパリデスの一族を、〝龍角を持つ鷲獅子〟に加えると⁉」

「本気ですかガロロ大老⁉」

「ああ、本気だ。俺も話を聞いた時は目が飛び出たもんだが、先方のボス直々の申し出だ。無む下げにすることもねえ。幻げん獣じゆうの中でも霊れい格かくは高い部類だし、文句はねえだろ？」

「いやしかし、ギリシャ神群が退治するように流布している怪鳥ですよ⁉」

　大おお慌あわてな二人を、十六夜が鋭く睨にらみつける。

「それは違う。このゲームは『スティムパリデスから青銅を多く集めて来い』というゲームだ。平和的に解決できるならそれに越こしたことは無い」

「そ、それはアンタの解かい釈しやくだろ⁉　普ふ通つうに考えれば、怪鳥退治をしろと読み解くのが、」

　───チャリン、と。十六夜は銅貨と銀貨を一枚ずつ投げて寄こす。

　更さらに青銅の羽と銀の羽を舞まわせて補足する。

「そいつはギリシャ神群の一角〝ケーリュケイオン〟が発行している銅貨と銀貨。絵え柄がらに、スティムパリデスが刻まれてるだろ」

「な、何⁉」

「どういうことだオイ！」

　意外な声を上げる副長二人。

　十六夜は身振りで静めて理由を話す。

「〝ケーリュケイオン〟が今回のゲームを開催したのは他ほかでもない。連中は新しい貨か幣へいを刷る為に、貨幣の材料を欲ほつしていたのさ」

「そ、それは………しかし、何故なぜスティムパリデスの羽でなければならんのだ？」

「さあ？　ここからは推測だが。スティムパリデスの鳥を退治する逸いつ話わは、ギリシャ神話群でも有名な逸話の一つに属する。その功績を誇こ示じするため、ギリシャ神群は貨幣の絵柄にスティムパリデスを採用しているはず」

「そして銅貨の材料が、スティムパリデスの持つ〝青銅の羽〟なら」

「銀貨はその〝青銅の羽〟を混ぜて作ってるんだよ」

　十六夜、飛鳥、耀が口々に説明する。

　副長二人は話をかみ砕くだきながら、簡潔に結論を述べた。

「つまり今回のゲームは、怪鳥を退治することが目的ではなく………？」

「怪鳥の羽さえ持ち帰ればそれでよかった、と？　貨幣を作る為に？」

「そういうことさ。青銅の羽が手に入ればどんな手段でも〝ケーリュケイオン〟は満足するはず」

「うん。それでスティムパリデスの長から交こう渉しようがあったの。『このままでは〝ケーリュケイオン〟の主しゆ催さいするゲームによって一族が全ぜん滅めつしてしまうかもしれない。それならいっそ定期的に青銅の羽をコミュニティに納めるから、〝二翼〟の同士として保護して欲しい』って」

　耀の最後の補足に、ようやく二人は得心がいったように頷うなずいた。

「なるほど。そういう話だったら俺たちも仲ちゆう介かいに役立てるはずだ」

「おうよ。さっきはああ言ったが、心強い同士は大だい歓かん迎げいだ。何せこれから〝龍角を持つ鷲獅子〟は〝階層フロア支配者マスター〟になるんだからな。アンタたちみたいな強力な幻獣だったら、尚なお更さらだ」

　豪快に笑って承しよう諾だくする二人。

　耀が通訳すると、群れの長である母鳥も頭こうべを垂れて礼を告げた。

『ありがとうございます。怪鳥として恐おそれられた我等ですが、これからは秩ちつ序じよの守護者として、同じ旗本で戦う所存です』

「………だってさ。これで依頼完了でいいかな、ガロロさん」

「ああ、文句なしだ。これで〝龍角を持つ鷲獅子〟もますます隆りゆう盛せい期を迎むかえられるってもんさ！」

　副長たちに負けじと豪快に笑うガロロ。

　彼が両手を叩たたくと、付き人がギフトカードを取り出し、ラム酒の樽たるをずらりと巣穴に並べた。

「おい、外で待ってる連中も呼んでやれ！　連中にとっては新しい主力を迎え入れる前祝いだからな！」

「了りよう解かいしました！」

　指示されるまま、外に〝二翼〟のメンバーを呼びに行く付き人たち。

　十六夜、飛鳥、耀の三人は視線を交かわしてニヤリと笑い───

「変則的だが………スティムパリデスが羽を納めるっていう事は、これで〝青銅の怪鳥〟もゲームクリアだな」

「そうね。恩賞の七割は貰もらえるようにガロロさんと交渉しないと」

「うん。それぐらいの権利はあるよね」

　パシッ、と勝利のハイタッチ。

　ガロロの依頼と〝青銅の怪鳥〟をクリアした三人は、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべたまま酒しゆ宴えんの席へと向かうのだった。




　　　　＊




　───満月の光に祝福を受けながら、スティムパリデスの卵は次々と雛ひなが生まれていた。

　新たな同士と誕生を祝う酒宴の席では今も笑い声が響いている。

　その奥で一人。生まれたばかりの雛鳥につつかれて悲鳴を上げる、ウサ耳の少女───黒ウサギが居た。

「だ、駄だ目めですよ！　外では駄目な大人たちがお酒に浸ひたって飲んだくれているのですから！　生後数時間の皆さんが外に出るのは、絶対に厳禁なのです！」

『やだー！　外に出せ乳ウサギー！』

『出さないと毒吐はくぞ！　罵ば詈り雑ぞう言ごん浴びせるぞ！』

『出さないならせめて乳ぐらい出せよグヘヘ』

「ちょ、ど、毒を吐くってそっちの意味なのですか⁉　あと年不相応な言動をする子は誰だれなのですかー⁉」

　うがー‼　とウサ耳を逆立てて怒おこる黒ウサギ。しかし悪童な雛たちは大人しくする気配はない。

　如何いかに彼女が〝月の兎うさぎ〟───天てん真しん爛らん漫まんにして温おん厚こう如実、献けん身しんの象しよう徴ちようと謳うたわれる一族であっても、我が慢まんの限界というものがある。

　さながら託たく児じ所しよの保育士さんのようにてんてこ舞いになりながら、どうにかこうにか雛たちを寝ねかしつける黒ウサギ。

　全すべての雛が寝ね静しずまる頃ころには、黒ウサギもグッテリとウサ耳を垂らしていた。

「よ、ようやく寝てくれたのですよ。これでは十六夜さんたちの方がまだ物分かりがよいのです………」

「へえ？　それは聞き捨てならないな」

　ひゃあ⁉　とウサ耳を跳はねさせて驚く黒ウサギ。振ふり向くとそこには、悪童オーラを放つ三人が綺き麗れいすぎる笑みで黒ウサギを見つめていた。

　もとい睨んでいた。

「そう。私たちの悪戯なんて、生後数時間の子供たちと変わらないのね」

「………ならこれからは、もっと悪戯に磨みがきをかけないと」

「必要ないのですよ‼　そんな必要はこれっぽっちも必要ないのですよー‼」

　ハリセンを構えてスパンスパンと叩く黒ウサギ。そろそろ胃痛でウサ耳が禿はげる日もそう遠くないのかもしれない。

　黒ウサギをからかって満足した三人は顔を見合わせ、酒宴から持ってきた料理をその場に並べる。

「ほい、差し入れ」

「明日あすには帰るから、貴女あなたもお腹なかに何か入れておきなさい」

「でも食べないなら私が、」

「春日部さん自重して」

　ペシ、とツッコミを入れる飛鳥。

　黒ウサギは一転して瞳を輝かがやかせ、すぐに食事に飛びついた。

（やっぱり皆みなさんの方が、雛鳥さんより優やさしいのです）

　温かい湯気の立つスープを飲みながら、ホクホクと嬉うれしそうにウサ耳を揺ゆらす黒ウサギ。

　十六夜はその隣となりに座り、干し肉を引き千切りながら空を見上げる。

　燦さん然ぜんと輝く満月を見ながら、思い出したように呟つぶやく。

「………俺たちの名前もだんだん売れてきた。そろそろ大々的に広報に力を入れてもいいかもしれないな」

「ふふ、そうね。本格的にコミュニティとして活動しても良い頃だと思うわ」

「うん。そしたらきっと………奪うばわれたコミュニティの〝旗印〟と〝名〟を取り返す足あし掛がかりになる」

　三人はそれぞれの顔を見合わせて力強く頷く。そんな頼もしい同士を、黒ウサギは瞳ひとみを潤うるませて見つめた。

（仇かたきの魔ま王おうを討うち、我らの誇ほこりを取り戻もどす。………皆さんが居て下されば、きっと達成できるはずです）

　ギュッと胸に手を当て、仲間の温かさを両手で抱だきしめる。

　その温かさに背を押されたように、黒ウサギは勢いよく立ち上がった。

「それでは、皆さんのゲームクリアを祝って！　僭せん越えつながら、黒ウサギが乾かん杯ぱいの音おん頭どを取らせていただくのですよ！」




「「「えー」」」




「ようしそれではっ、て駄目なんですか⁉」

　勢いを折られてへにょるウサ耳。

　しかし三人はすぐに顔を見合わせてニヤリと笑い、

「まあ、今回は本当に役立たずだったからな。それぐらいの役はやるよ」

[image: ]

「そうね。それぐらいはさせてあげるわ」

「レッツゴー黒ウサギ」

　それぞれが杯さかずきを掲かかげて乾杯の音頭を待つ。黒ウサギはすぐにウサ耳を伸のばし、杯を掲げて鳴らし合った。




「それではっ！　我々〝ノーネーム〟の隆盛を願って───」




「「「乾杯！」」」




「かんぱ、ってやっぱり言わせてくれないんじゃないですかああああ[image: !!!]」

　半泣きになりながら遅おくれて杯を鳴らす黒ウサギと問題児三人組。




　燦然と光る満月の下。

　明日の輝かしい未来を願う者達の酒宴は、夜が更ふけようと何時までも続いていた。







[image: 教えて！白夜叉先生！～舞台裏番外編～]
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　あとがき







　なんちゃって現代風異世界ファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』を手に取っていただきありがとうございます。

　はい、また短編です。何だか本当に申し訳ないです。

　色々とやりたいことがある反面、どうしても筆が進まず部屋の角すみで膝ひざを抱かかえておりました。ゲフッ、これがスランプって奴やつですか………⁉

　連盟旗編はプロット量的にとっくに終わっているはずだったのになあ。スケジュール通りに進まず方々に迷めい惑わくをかけて本当に申し訳ありません。

　そろそろきちんとした一冊をお届けしたいです。

　何時いつ頃ごろになるか此方こちらのあとがきではまだ書けませんが、最速の情報はTwitterのスニーカー文庫or竜たつノの湖こ太た郎ろうのアカウントで告知してますのでよろしくお願いします。




　そして竜ノ湖が足あし踏ぶみしている間に何と！　富士見書しよ房ぼう「エイジプレミアム」で連れん載さいしていたスピンオフ漫まん画が『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　乙ゼツト』が完結いたしました！

　坂さか野の杏あん梨り先生、とても素す敵てきな漫画をありがとうございました！

　オリジナルストーリーの中で黒ウサギを弄いじり倒たおす問題児たちがとても楽しかったです。ギャグがキレッキレやないか！　と関西人の血がザワザワとなる作品でした。

「コンプエース」に掲載されている七なな桃ももりお先生の本編漫画はまだまだ続きますので、よろしくお願いします。

　ちゃんと〆しめ切きり通りに書ける方は本当に素晴らしい。

　空いた時間で海外旅行とかも行けますしね。ええ、誰だれとは言いませんがモンサンミッシェルに旅行に行ったお話とか物もの凄すごく羨うらやましかったです。歯ぎしりで奥歯が削けずれるんじゃないかと思うくらいに！　くそう、海の満ち引きで街道が沈しずむ城とかファンタジー脳が燻くすぶられるじゃないっすか！　僕も水上都市ヴェネツィアとか行きたいのに！




　はい、ちゃんと〆切りを守ってから胸張っていきます。

　本編は大きな山場に入ろうとしています。

　箱庭の世界と問題児、そして黒ウサギたちの活かつ躍やくにご期待ください。


竜ノ湖太郎　　










■口絵初出







『問題児たちが異世界から来るそうですよ？

　公式ガイドブック ～異世界の歩きかた～』収録




『ザ・スニーカーpremium』収録




「問題児たちが異世界から来るそうですよ？」

　ＴＶアニメ第10話エンドカード




ザ・スニーカーＷＥＢ掲載










■本文初出







「箱庭のとある日常」ザ・スニーカーＷＥＢ掲載




「黄金盤の謎を追え」Ｂｌｕ－ｒａｙ、ＤＶＤ限定版「Welcome to 箱庭わーるど」収録




「キャンドルとオムレットとゴーストタウン」ザ・スニーカーＷＥＢ掲載




「異邦人と月ウサギのお茶会」書き下ろし




「スティムパリデスの硬貨」『ザ・スニーカーpremium』収録




「教えて！　白夜叉先生！　～舞台裏番外編～」書き下ろし


















カバー・口絵・本文イラスト／天之有

デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




ＹＥＳ！　箱はこ庭にわの日にち常じようですっ！








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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